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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序　魔ま法ほうの本







　家の中は、いつも静かだった。




　山里に隠かくれるようにして建つ屋や敷しきの、奥にある離はなれ。

　閉とざされた障子の向こうからは、時折、小さく咳せき込む声がする。

　盆ぼんを抱かかえた有あり紗さは、その部屋の前で立ち止まった。

　入ってみたかったが、あまり近寄ってはだめだと普ふ段だんから言われている。名残なごり惜おしい思いを抑おさえ、諦あきらめてさらに奥へと廊ろう下かを進んだ。

　盆に載のせた丼どんぶりから中身がこぼれないよう、しずしずと。けれど早くこれを飲んでほしくて、いそいそと。

　目的の部屋まで来ると、慎しん重ちように盆を床ゆかに置き、障子を開ける。

「おにいちゃん。おくすり持ってきたわよ」

　薄うす暗ぐらい部屋の中で、布ふ団とんに横になっていた〝おにいちゃん〟が寝ね返がえりを打った。

　こちらを向いた青白い顔は、いつもより元気がないように見えたが、有紗を見るとむっくりと起き上がった。

「風邪かぜがうつるから今は遊んでやれない。向こうで少し待ってろ」

　構ってほしくて看病の真似まね事ごとをしにきたと思っているらしい。有紗は、久々に会えたのが嬉うれしくてにこにこしながら繰くり返した。

「おくすり持ってきたの。ありさが作ったのよ」

「おまえが？」

「うん！　おにいちゃんがはやく良くなるように、お父さまがおしえてくれたの」

　差し出した丼を、〝おにいちゃん〟はしばし見つめた。それから、おもむろに匙さじと丼を手に取った。

「……父上が指南したのなら、一応は食える代しろ物ものだろうな」

　おそるおそる口に運ぶのを、有紗は期待のこもった目で見つめる。これを飲めば風邪なんてすぐに治るはずだ。

「ありさはね、おだいこんをね、ごりごりしたのよ」

「ふうん」

「おいしい？」

「いや……味はわからない」

「これたべるとね、いたいのが飛んでってね、元気になるから！」

「わかったわかった」

　鼻声で答えた彼の膝ひざに、有紗はもたれかかるように身を乗り出した。

「よくなった？」

「そんなにすぐ治るか。食べたばかりだろ」

〝おにいちゃん〟は無表情で匙を口に運んでいる。

　期待していたのと違ちがう答えが返ってきて、有紗はしゅんとした。けれど、次の手段を思いだして、丼の下に敷しいていた本を勇んで取り出した。

「じゃあ、もういっこのでなおしてあげる！　これはね、まほうの本なのよ」

〝おにいちゃん〟がこちらを見た。

「あのね、じゅもんが書いてあるの。それをよんだら、元気になるのよ」

　開こうとした瞬しゆん間かん──すごい勢いで本をひったくられた。

「馬ば鹿か！　どこから持ち出してきた!?」

　びっくりして見ると、〝おにいちゃん〟が怖こわい顔でにらんでいる。

「これは子どもが触さわっていいものじゃないんだ。勝手に持ってきたらだめだろ！」

　有紗は呆ぼう然ぜんとして動けなかった。

〝おにいちゃん〟がこんなふうに大声で怒おこることは今までなかったのだ。どうしていいかわからなくて涙なみだが出てきたが、泣いてもいいのかすらわからない。

「おにいちゃん……どうしておこってるの？　ありさ、わるいことしたの？」

　懸けん命めいに涙をこらえているのを見て、〝おにいちゃん〟ははっとしたようだった。

　本を傍かたわらに置き、手を差しのべてくる。

「ごめん。有紗は悪くないんだ」

「……」

「おいで。怒ってないから」

　有紗は泣きべそをかきながら立ち上がり、転がり込むように〝おにいちゃん〟にしがみつく。迎むかえてくれた手は、いつものように優やさしかった。

「この本、どこから持ってきた？」

　落ち着いた声で訊きかれ、しゃくりあげながら顔をあげる。

「ちいちゃんがくれたの。元気になるほうほうが、いっぱい書いてあるんだって……」

〝おにいちゃん〟はちょっと顔をしかめたが、すぐに表情を戻もどした。

　有紗の頰ほおを流れる涙をぬぐいながら静かに言う。

「この本は【桜の書】っていうんだ。悪いやつらがたくさん狙ねらってる。それを父上が守ってるんだ。だから、危ないから、有紗は触っちゃいけない。わかるか？」

　真しん剣けんな顔を見上げ、有紗はこくんとうなずく。

　本当はよくわからなかったが、〝おにいちゃん〟がそう言うのだから、きっとそうなのだろう。

「わるいやつがくるの？　おうちに？」

　心配になってきて訊たずねたが、〝おにいちゃん〟はそれを否定しなかった。

「……大だい丈じよう夫ぶだ。俺が必ず守るから」

　有紗を抱だきしめ、〝おにいちゃん〟は独り言のように言った。

　そのために、ここに来たんだから──と。







　第一幕　乙おと女めの失しつ恋れん？







　一いち乗じよう寺じ家の日曜日にあらたな習慣が加わることになってから、二週間。

　家中の掃そう除じを終え、家族みんなで朝食をとり、弟たちを促うながして片付けをしていたところに、今日も彼はやってきた。

　カラカラと玄げん関かんの引き戸の開く音に続き、

「──ごめんください」

　爽さわやかな朝に不ふ釣つり合いなほど覇は気きのない声が聞こえ、有紗ははっと振ふり返る。

　壁かべ時計を見れば、約束の時間まであと五分もない。

「嫌いやだ、もうこんな時間？」

　急いで前まえ掛かけをはずしながら「はーい、今行きます！」と返事をした途と端たん、台所に食器を運んでいったはずの唯ゆい人とと凜りん之の介すけがものすごい勢いで戻ってきた。

「あっ、こら！」

　止める間もなく玄関へ走っていったので、有紗は慌あわてて追いかける。なぜだかわからないが、下の弟たちは彼のことが気に入ってしまったらしく、来るたびに熱ねつ烈れつなお出で迎むかえをしているのだ。

　玄関に出てみると、弟たちが長身の青年に小こ脇わきに抱かかえられてきゃあきゃあはしゃいでいた。

「うわあーっ、大だい魔ま神じんよ、お怒いかりをしずめたまえーっ！」

「もう一回、ぐるぐるってやって、もう一回ー！」

　楽しげな子どもたちとはうらはらに、青年はむっつりと無表情だ。ひっと有紗は息を吞のんで駆かけ寄った。

「唯ちゃんも凜ちゃんもやめなさい！　ご迷めい惑わくでしょ！」

　ただでさえ子どもが苦手そうな人なのに、遠えん慮りよなしに遊び相手にさせられて怒っているのではと、はらはらしながら引きはがそうとしたが、二人は彼にしがみついたままだ。

「姉上、あぶない！　大魔神のたたりを拙せつ者しやがしずめるまで隠かくれているのだ！　この恐おそろしい顔を見たら石になってしまうぞ！」

「こ、こらっ、大魔神なんて言わないのよ！」

　子どもは正直というのか、とっつきにくい彼の雰ふん囲い気きをそんなふうにはっきり言ってしまう。二人が気にせずまとわりついているので、有紗は赤面しながら頭をさげた。

「申し訳ありません、京きよう四し郎ろうさん！　失礼なことばかり言って……」

　黒ずくめのいでたちの青年は、にこりともせず口を開く。

「上がらせてもらっていいかな。彼らを運び入れないことには出かけられない」

「はいっ、どうぞお上がりください！」

　子ども二人を軽々と抱えたまま、彼は靴くつを脱ぬぐと居間のほうへと歩いていった。彼の靴をそろえてから有紗は急いで後を追う。

　彼──烏からす丸ま京四郎が休みの日の朝にこうして訪ねてくるようになって、今日で三度目。

　烏丸侯こう爵しやくの子息である彼のもとで、有紗はわけあって助手として働かせてもらっている。家族には内ない緒しよで通っていたのだが、少し前にめでたく公こう認にんとなり、それならと彼も堂々と迎えにきてくれることになったのだ。

　雇やとってもらっているうえに送り迎えまでしてもらうのはさすがに心苦しかったのだが、働きにではなく勉学に励はげむ場を提供してもらうという建前で母に了りよう解かいをもらっているので、そのほうが心配をかけずに済むだろうとの彼の助言もあり、ありがたくそうさせてもらっている。

（ここまでお世話になっているんだもの。今日も頑がん張ばってお役に立たなくちゃ！）

　居間へ戻ると、卓袱ちやぶ台だいの前に座った京四郎が唯人と凜之介に囲まれているのを、母の小さ夜よ子こが回収してくれていた。

「まあまあ、二人とも、烏丸さまが困っていらっしゃるでしょう。少し静かにしていらっしゃい」

　申し訳ありません、と京四郎に母が詫わびているのを横目に、有紗は用意していた羽織に袖そでを通し、財さい布ふを懐ふところに入れた。いつでも出られるように準備していたのだ。

（そうだわ、お茶を……）

　思いついて台所へ行こうとした時、ちょうどそこから盆ぼんを抱えた一番上の弟の玲れい弥やが出てきた。湯気の立つカップを載のせているのを見て、ほっとする。

（代わりに淹いれてくれたのね。さすがは玲ちゃんだわ）

　しっかり者で優しい弟に目でお礼を言っていると、気づいた玲弥が軽くうなずき、京四郎の前にカップを置いた。

「……どうぞ」

「……ありがとう」

　互たがいにどこか妙みような間のあるやりとりをして、玲弥はさっさと席を立ち、京四郎はカップを手にする。

　有紗が隣となりの部屋で持ち物の最終確認をしていると、玲弥が入ってきた。

「姉さん、リボンが曲がってるよ」

「えっ、本当？　こう？」

「こう。直ったよ」

　とっくに背せ丈たけを抜ぬかれてしまった弟が悠ゆう々ゆうとリボンを直してくれる。

　礼を言おうと振り向くと、彼は浮うかない顔をしていた。

「どうしたの？」

「別に……。なんだか嬉うれしそうだなと思ってさ」

　玲弥が不満そうに言うので、有紗は思わず顔を押さえた。仕事を頑張ろうと張り切っていたのがそんなふうに見えたらしい。

「そうね。烏丸さまのお屋や敷しきって本がたくさんあるから、それが読めるのは嬉しいわね」

　すかさずごまかしたが、玲弥はじっと見つめてきた。

「……本当に、勉強しに行ってるんだよね？」

　有紗はどきりとする。聡そう明めいな弟に事情が見み抜ぬかれているのかと一いつ瞬しゆん動どう揺ようした。

　そもそも有紗が京四郎のもとで働くことになったのは、玲弥のことがきっかけだ。

　薬種屋を営む父、孝こう介すけが失しつ踪そうし、家計が苦しくなったため、弟の学費を出してやるという条件付きで有紗は伯父おじたちに命令されて、とある華か族ぞくの別べつ荘そうへ潜せん入にゆうすることになった。それが烏丸家だったのだ。

　いろいろあって学費の件はなくなってしまったが、代わりに京四郎が援えん助じよを申し出てくれた。その代価として彼のもとで働くことになったのだ。

　無関係の人から施ほどこしを受けるのは気が咎とがめるが、報ほう酬しゆうとしてなら望むところ。弟たちのためにも、手を差しのべてくれた京四郎に報むくいるためにも、週に一度の労働の日は自分なりに一いつ生しよう懸けん命めい働いている。

　ただ、女学生の身分で働きに出るというのは世間的に非常識だし、家族にも心配をかけるのは間ま違ちがいないので、京四郎の協力もあって秘密にしていた。烏丸邸ていの図書室で勉強させてもらうという口実で通っている。

　しかし玲弥はどうやら納なつ得とくしていないらしく、日曜に出かけるのをあまりよく思っていないようだった。

「そ……そうよ、もちろん。どうして？」

　玲弥がちらりと居間のほうへ目をやり、真しん剣けんな顔で見つめてきた。

「もしかして……あの人に、何か困ったことを要求されてるんじゃないかと思って。それで逆らえなくてお屋敷に行ってるんじゃないの？」

　有紗は目を瞠みはった。

　つまり弟は、京四郎に脅おどされて呼びつけられているだとか壮そう大だいな思い違いをしているのだ。

　彼の不ふ機き嫌げんの理由がやっとわかって驚おどろいたのと、その突とつ拍ぴよう子しもない内容がおかしくて、有紗はついくすくす笑ってしまった。

「玲ちゃんたら、想像力が豊かね。京四郎さんは確かに怖こわいお顔をなさっているけど、全然悪い人じゃないのよ。玲ちゃんが心配するようなことは一いつ切さいないわ」

　きっぱりとした否定を信じてくれたようで、玲弥は少し頰ほおを赤くして、口ごもった。

「……本当に、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ええ。ごめんね、心配かけて」

　一人でそんなふうに気を揉もんでいたと思うといじらしくなり、有紗は微笑ほほえんで彼の腕うでに触ふれた。

「玲ちゃんのぶんまでお勉強してくるわね。帰ったらどんな本があったか教えてあげる」

「……うん」

　笑え顔がおでの言葉に気が緩ゆるんだのか、玲弥もようやく笑みをみせてうなずいた。
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　近ちか頃ごろは留守にしている父の代わりに長男の自分がしっかりしなければと頑張ってくれているが、こうしてみるとやっぱりまだ幼くて可愛かわいい弟だ。

（玲ちゃんが長男である前に、わたしは長女なんだから。みんなが心配せずに暮らせるように頑張らないと！）

　優やさしい母と可愛い弟たちのため今日もしっかり働いて稼かせごうと、有紗は気合いをあらたにしたのだった。
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　家族総出で見送られ、向かった先は烏丸家本ほん邸ていだった。

　すでに二、三度来たことがあるため、使用人たちとも顔見知りになっている。愛あい想そ良よく挨あい拶さつを交かわし、有紗は前をいく京四郎を追った。

　これまでの〝労働〟の日は外へ出かけていたが、今日は屋敷内での作業になると車中で言われていた。

（働けるならわたしはどこでもいいんだけど。それにしても、本当に立派なお屋敷よねえ……）

　つややかに光るドアや、磨みがき抜かれた板張りの廊ろう下か。飾かざってある絵画は画が壇だんで有名な画家のものだ。汚よごれ一つない窓ガラスにはベージュのカーテンがかけられ、深い赤の絨じゆう毯たんとの組み合わせで暖かみを醸かもし出している。

　怖い噂うわさのある烏丸侯こう爵しやく家のお屋敷にしては、普ふ通つうに華族っぽい──などとひそかに失礼なことを考えていると、そっけない声が飛んできた。

「きょろきょろしているとまた迷子になるぞ」

「う……、ちゃんと付いてきてますっ」

　初めて訪おとずれた際に見事に迷ってしまったことを思いだし、有紗は赤面しながら足を速めた。小走りになりながら追いついて京四郎の横に並ぶと、彼は前を見たまま言った。

「出がけの内ない緒しよ話ばなしはなんだったんだ？」

「えっ？」

「弟と隣の部屋で話していただろう」

　下の弟たちにまとわりつかれながら、ぼうっとお茶を飲んでいるだけだと思ったのに、ちゃんと見ていたらしい。

「玲ちゃんは心配してたんです。わたしが本当に勉強をするために京四郎さんのところに通ってるのかって」

　脅されているだの逆らえなくてだのということは伏ふせておく。お世話になっている自覚はあるし、さすがに失礼だと思ったのだが、

「私に無体なことを要求されているのではと疑っているわけか」

　京四郎のほうからそんなふうに言われ、有紗は目を丸くした。

「どうしてわかったんです？」

「彼の敵意のまなざしを見れば気づくさ」

　敵意のまなざしというのには心当たりはなかったが、玲弥の心配ぶりからしてそういうこともあるかもしれない。慌あわてて頭を下げた。

「不ふ愉ゆ快かいに思われたのならすみません。でも、玲ちゃんは誤解しているだけなんです。本気で京四郎さんを悪人だと思っているわけじゃありませんから……」

「仕方ない。悪あく人にん面づらは生まれつきだ」

「そ、そんなことありませんったら」

「下の弟たちからも大だい魔ま神じんの称しよう号ごうをいただいたしな」

　ちくちくと言われ、有紗はたじろいだ。無表情で流していると思いきや意外に気にしていたのだろうか？

　これはいけないと思い、とりなすつもりで見たままを力説した。

「悪人面だなんてとんでもないです。こんなに綺き麗れいなお顔をしていらっしゃるのに！　京四郎さんは、わたしが今まで見た男性の中で一番の美男子だと思います！」

　京四郎が一瞬こちらを見る。

　すぐに目をそらしてそれきり黙だまり込んでしまったので、有紗ははっとして口を押さえた。

（あれ？　なんだか今、恥はずかしいことを言ってしまったような……）

　学校新聞の取材と称しようして、叔父おじの馨かおるに活動写真に連れていってもらったり、いろんな雑誌を借りて読んだりしているので、いわゆる二枚目な男性を見る目はあると自負している。それもあってつい力がこもってしまったのだが、はしたない発言だと思われたかもしれない。

「ええと、つまり……、そう！　せっかくだから、もっと笑顔を出されたらいいのにって言いたかったんです！　そうすれば無む闇やみに玲ちゃんに警けい戒かいされることもなかったと思います」

「そうかね」

「そうですよ！　いつも無表情なんてもったいないです」

「おかしくもないのに一人でにやにやしていたら不気味だろ」

「でも、楽しいなって思う時だってあるでしょう？　そういう時には笑うんですよね？　京四郎さんって、どんな時にそういう気分になるんです？」

　彼だって人間なのだから、時には声をあげて笑うことだってあるはずだ。現に有紗は、かなり頻ひん度どが低いながらも彼の微び笑しようらしきものを見たことがある。

　興味がなさそうな顔をしていた彼が、ぼそっとつぶやいた。

「そういえばあった」

「どんな時ですか？」

　好こう奇き心しんを刺し激げきされて思わず身を乗り出すと、横顔のまま一いち瞥べつされる。

「君がぶつぶつ寝ね言ごとを言いながら熟じゆく睡すいしているのを見た時」

「なっ!?」

　ふんと鼻で笑われ、有紗は真っ赤になった。

「ひどい！　ひどいです！　勝手に寝顔を見るなんてっ！　寝言なんか言ってないのに！」

「痛い痛い。そんなに怒おこらないでくれ」

　わざとらしく手首を押さえながら彼が言う。本当に痣あざが増えているのかと疑いたくなる無表情ぶりだ。

　きぃっとさらにわめこうとした時、足を止めた京四郎が傍そばのドアを開けた。

「そういうわけで今日の仕事場はここだ。よろしく頼たのむ、お嬢じよう様さま」

　つん、と古い紙の匂においが鼻び孔こうをつく。

　ドアの向こうに広がっていたのは、本で埋うめ尽つくされた壁かべと数十もの棚たなが並ぶ図書室だった。
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「もうっ、信じられない！　どうしてあんなに意地悪なのかしらっ」

　大きなテーブルに山積みにされた本を運びながら、有紗はぷりぷり怒っていた。

　本日の労働は、出されたまま置きっぱなしにされている本を元の場所に戻もどすこと。簡単なようだが量が膨ぼう大だいなので、丸一日はかかりそうだ。

　京四郎は書類整理があるそうで、別室にこもっている。相変わらず出て行く時も有紗の罵ば倒とうに涼すずしい顔をしていた。

「やっぱり面おも白しろがってるんだわ。絶対そうよ。全然効いてないってお顔だもの。そもそもわたしの言うことを耳に入れてないんだわ。いっつも聞き流してっ」

　一人で作業を始めて一時間以上が過ぎても、まだ腹立ちが収まらない。誰だれもいないのをいいことに愚ぐ痴ちりながら有紗は本を布で磨みがいた。怒いかり任せのせいでどの本もぴかぴかだ。

「だいたい、なんでわたしの寝顔を見て笑うのっ。年とし頃ごろの娘むすめに対して失礼じゃない！　こうなったらわたしも大魔神って呼んでやるんだから！」

「あのぅ」

「きゃあっ!?」

　急に声がしたので飛び上がって振ふり向くと、書しよ棚だなの間からドアの前に男性が立っているのが見えた。こちらを見て一礼し、近づいてくる。

「失礼いたしました。ノックとお声がけはしたのですが、お返事がなかったので……」

　申し訳なさそうに言ったのは、烏丸家の執しつ事じの桂かつらだった。

　彼とは以前、別べつ荘そうでも会っている。当時の有紗はメイドとして働いていたから、彼には仕事の面でもいろいろとお世話になっていた。

「ごめんなさい！　変な声をあげたりして……。奥にいたので気がつきませんでした」

　慌てて頭を下げると、桂は微笑ほほえんだ。

「こちらこそ、申し訳ございません。有紗様がこちらで作業をなさっておいでだと聞きましたので、お手伝いにまいりました」

　主あるじの無ぶ愛あい想そうさと正反対の、温おん厚こうそのものといった顔でそう言われ、有紗は驚おどろいた。

「でも、桂さんもお仕事がおありでしょう？」

「この時間帯は忙いそがしいわけではありませんので。何かやることはないか探していたところなのです」

「京四郎さんのお世話は……？」

「邪じや魔まだと追い出されました」

　あっさりと言われ、有紗は思わず納なつ得とくした。京四郎なら言いそうだ。

　せっかくの申し出を受けることにして、二人で本の整理を再開する。ドアに近い大きなテーブルで本を磨き、種目別に選別してから書棚に戻していくという繰くり返しだ。どこに何があるかというのが大まかに決まっていて、事前に渡わたされた図書室内の位置表に沿ってやることになっていた。

「それにしても、こんなにたくさんの本を京四郎さんがお一人で読まれたんですか？」

　そしてそのまま放ほうっておいたのだろうかと本の山を見ながら訊きくと、向かいで作業をしていた桂が顔をあげて微笑んだ。

「京四郎様のお仕事の資料が大半ですから。あとは外部に貸し出しもしておりますので、その方々から戻ってきたものも多いのですよ」

「外部にも？　図書館みたいですね」

「はい。どなたにでもというわけではなく、特別な顧こ客きやくのみですが。京四郎様はこの図書室の管理をなさっておいでなのですよ。借りにいらした方のご要望どおり、本を探し出して届けたり……」

「ふうん……。そういうお仕事もなさっているんですね」

「顧客からは〝図書館の主ヌシ〟と呼ばれて恐おそれられているそうですよ」

「どうしてですの？」

「薄うす暗ぐらい図書室でひっそりと本を開いている姿に驚かれるのでしょう」

　内ない緒しよ話ばなしをするように桂が声を落としたので、有紗はくすっと笑った。

（なんだか、想像できちゃうわ）

　今は京四郎の優やさしい面も知っているし、言い合いができる仲になったけれど、有紗も初めは彼の雰ふん囲い気きに怯おびえることもあった。慣れない人が薄うす暗くらがりで彼のそんな姿を見たらびっくりするのもわかる。

（図書館の主、か……）

　整理した本を小分けにして運びながら、有紗はさりげなく書名を見ていった。

　植物や鉱石について書かれたもの、医学書、哲てつ学がく書、各地の民話をまとめたもの。内容はさまざまあり、外国語の本も多い。だが有紗が見たいものはなかった。

（呪のろいの指輪に関する本なんて、ここに置いてあるわけないか……。いろんな人が借りにくる図書室だものね）

　一度、京四郎の書庫を見せてもらったことがある。そちらには魔ま術じゆつ関連の書物がたくさんあったが、残念ながら有紗にはまったく理解できないものばかりだった。

（指輪の由ゆい緒しよが書かれたものもないそうだし。当分はお付き合いが続きそうね……）

　右手の人差し指に巻いた包帯──その下にある指輪を見下ろし、ため息をつく。

（わたしとしてはそれほど困ることはないけど……。いえ、いろいろともちろん困ってはいるけど！　でも、何より京四郎さんのためにも、早く呪いを解く方法を探さなくちゃ）

　有紗の言動一つで彼の身体からだに呪いの痣が刻まれてしまうのだ。それが増え続け、いずれ身体中にめぐってしまえば、死につながるという。たまたま結ばれた契けい約やくのせいでそんなことになるなんて絶対に嫌いやだった。

「そういえば……、有紗様。先ほどお独り言を仰おつしやっていらしたようですが、何かございましたか？」

　ふいに桂が言ったので、神しん妙みように考え込んでいた有紗は我に返った。

「えっ、聞こえてましたの？」

「はい。聞こえてしまいました」

　微笑みながら言われ、頰ほおが熱くなる。彼にとっては主人にあたる人のことを思い切り愚痴っていたのだから、決まり悪いとしかいいようがなかった。

「だって……京四郎さんが意地悪を仰るんですもの。意い趣しゆ返がえしにしたってひどいです」

「意趣返し、と仰いますと？」

「うちの弟たちが、京四郎さんに失礼を言うんです。お顔が怖こわいとか、そういうふうなことを……。それでお怒りなのは当然というか、申し訳ないとは思いますけど、でもわたしだっていつも子ども扱あつかいされて怒ってるんですから」

　口を尖とがらせている有紗を、桂は困ったような笑えみで見ていた。彼も京四郎の口の悪さは身にしみてわかっているのだろう。

「京四郎さんって、誰にでもあんなに皮肉屋なんですか？　それとも本当に気分を害していらっしゃるんでしょうか」

　つい真しん剣けんな顔で身を乗り出してしまう。機き嫌げんを損そこねているのなら、自分の怒りは堪こらえて受け止めなければならないと思ったのだ。

　桂は革かわ表紙を乾から拭ぶきしていた手を止め、微笑ましそうに有紗を見つめた。

「有紗様にはそのように見えていらっしゃるのですね。私などから見れば、有紗様とご一いつ緒しよの時の京四郎様はとても上機嫌だと思うのですが」

　有紗はきょとんとして瞬まばたく。

「まさか。ご冗じよう談だんでしょう？」

「本当ですとも。近ちか頃ごろの京四郎様は、以前に比べてやわらかい雰囲気になられましたよ。よく笑っておられますしね」

「……!?」

　耳を疑った有紗を残し、桂は会え釈しやくすると、本を抱かかえて書棚のほうへと入っていった。

　もしや彼にもからかわれているのかと思ったが、軽口をたたくような人でないのは知っているし、本当のところはどうなのか混乱してきた。有紗は盛大に首をひねりつつ、また作業を始めた。

（雰囲気がやわらかい？　よく笑ってる？　あれで……？）

　だとしたら以前はどれほど無愛想で冷たかったのだろう？　今でも充じゆう分ぶんそう見えるから、まったく想像がつかない。

（でも……桂さんの仰ることが本当なら、わたしも見てみたいな。京四郎さんの笑顔……）

　冴さえ渡る月の光のような、綺き麗れいで整った容よう貌ぼう。微笑みを浮うかべたら、きっともっと素す敵てきに見えるだろうに。

（……って、別に変な意味でそう思っているわけじゃないけど！　ただちょっと見てみたいだけでっ）

　誰も見ていないのになぜか慌あわててしまい、ぶんぶんと頭かぶりを振る。

　そうだ、深い意味はない。ただ、彼も楽しそうに笑うことがあるのだと──そういう日常を過ごせているのだと確かく認にんしたいだけ。

　恩義のある彼だから、あまり嫌な思いをしてほしくない。そう思っているだけなのだ。

　気を取り直して、手押し車で運んできた本を棚たなに戻もどしていくうち、壁かべの大時計が鐘かねを鳴らした。──十時だ。

（そうだわ……少し早いけど、お茶の時間にしなくちゃ）

　ここにいる間は有紗は助手であり、その仕事の中にはお茶の用意も含ふくまれている。京四郎がいたく有紗の淹いれるお茶を気に入ってくれたらしい。

　ただ彼は呪いに縛しばられた〝下げ僕ぼく〟なので、〝主人〟である有紗に茶を淹れろと命じることができない。けれど有紗が飲みたいから淹れる分には指輪も許してくれるようだ。そのため、なるべく気を回してお茶の時間を取るようにしていた。

　切りのいいところまで終わらせようと急いで本を戻していたが、最後の一冊の場所だけが書しよ棚だなの一番上になっている。踏ふみ台を使わないと届きそうにない微び妙みような高さだ。

　見上げると、ちょうど一冊分空いた箇か所しよがある。有紗は精せい一いつ杯ぱい爪つま先さき立だち、そこに本を入れ込もうとした。

「ん……、あとちょっと……っ」

　懸けん命めいに指を伸のばすが、もう一押しというところで届かない。

　と、ふいに後ろから手が出てきた。有紗が持っていた本をつかみ、すんなりと空いた場所に押し入れる。

　驚おどろいて振ふり向くと、そこにいたのは京四郎だった。

「あっ……、ありがとうございます」

　いつのまにか図書室に来ていたらしい。考え事をしていたせいで気配に気づいていなかった。

　急な登場にびっくりするやら、あっさりと親切なことをされてどぎまぎするやらで顔を赤らめた有紗を、京四郎がちらりと見る。

「届かないところは無理にしなくていい。あとでやるから」

「はい……。あの、急いでいて、踏み台を取りに行く時間が惜おしくって」

「踏み台は使うな。落ちたら危ない」

「──え」

　不ぶ精しよう者ものと皮肉られるかとうなだれていた有紗は、ぽかんとして顔をあげた。

　まさかそんな言葉をかけられるとは思わなかったのだ。

　京四郎は有紗の視線に気づくと、怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

「なんだ？」

「いえ……、いらしてることに気づいてなかったので、驚いて。それに……そんな優しいことを言われるとは思ってなくて」

　すると彼は、なぜか不ふ機き嫌げんそうな顔になって目をそらした。

「……それよりお嬢じよう様さま。喉のどが渇かわいたんだが」

「あ、そうでした。すぐにお茶にしますね！」

　有紗は急いで手押し車をテーブルの傍そばへ戻すと、お茶の準備をしに走った。厨ちゆう房ぼうに茶器や茶葉を用意してもらっているのだ。

　ドアを閉めながらそっと中をうかがうと、京四郎が咳せきをしているのが聞こえた。

　有紗はしばし耳を澄すまし、瞬まばたきしながら胸を押さえる。

（落ちたら危ない、なんて。もしかして心配してくださったのかな……？）

　意外すぎて信じられなかったが、なんだか、心が温かくなったような気がした。







〝下僕〟の要望どおりお茶を淹れてやり、束つかの間休きゆう憩けいをとることになった。

　見晴らしのいい二階の部屋にテーブルを整えてもらい、二人でお茶と菓か子しを囲む。京四郎の私室の一つで、この隣となりの書しよ斎さいが彼の定位置らしい。そちらにある本ほん棚だなを見せてもらうため入ったことがあるので、華か族ぞくのお屋や敷しきでのお茶会だというのに有紗もさほど緊きん張ちようせずに済んでいた。

　二杯はい目めを淹れたところでふと思い出し、有紗はかしこまって切り出した。

「次のお仕事の日ですけど……申し訳ないんですが、早めに帰らせていただけませんか？」

「何かあるのか」

「六ろく条じようの曾そう祖そ父ふの誕生会があるんです。わたしも母と弟と一緒に行くことになっていて……」

　京四郎がカップを口に運びながら、興味がなさそうに言う。

「また意地悪な伯父おじさんたちにいじめられるんじゃないのか」

「大だい丈じよう夫ぶです。大お祖父じいさまが一緒ですから。それに、少しくらいいびられてもどうってことありません。つけいる隙すきがないくらい学業を頑がん張ばってますからね！」

　有紗は自信を持ってうなずいた。

　六条財ざい閥ばつの娘むすめだった母の小夜子は、薬種屋を営む父、孝介と駆かけ落ちまがいで結けつ婚こんしたため、六条家からは白眼視されている。だが、小夜子の祖父──つまり有紗の曾祖父だけは別だった。孫まご娘むすめを今でも溺でき愛あいし、曾ひ孫まごである有紗たちのことも歓かん迎げいしてくれている。

　ただ、高こう齢れいでもあるしすでに隠いん居きよの身なので、してやれることは少ないと本人は嘆なげいているらしい。両家の事情が複雑なこともあってあまり会う機会はないが、有紗はこの曾祖父が好きだった。

　問題があるとすれば当日の衣い装しようだ。父が失しつ踪そう中で生活費にも事欠く一乗寺家に、晩ばん餐さん会かい用の服など用意できようはずがない。

「前に馨叔父おじさまにもらったドレスで行こうと思っているんですけど……。あれ、似合ってましたか？」

　馨がくれた淡あわい緑色のドレスは、烏丸家の別べつ荘そうへ潜せん入にゆうした時に着たことがある。京四郎も覚えているはずだ。

　期待をこめて見つめたが、彼の答えはそっけなかった。

「悪くはなかった」

　知らん顔で茶を味わっている。一いつ瞬しゆんですら考えてくれたとは思えない態度だ。

「つまり、似合っていたということですか？」

「どっちでもいい」

「もう！　いいですっ、京四郎さんには乙おと女め心ごころなんてわかりませんよね」

　有紗はふくれてカップを置く。彼に相談しようとしたのが間ま違ちがいだった。

「寸法はぴったりだったから、おかしいわけではないだろうし……。そうだわ、髪かみをあげて行こうかしら。少しは大人っぽくなるかも。あとはお母さまに口紅を借りて……」

　真しん剣けんな顔で計画を練る有紗を、京四郎がちらりと見る。

「随ずい分ぶん気合いが入っているじゃないか」

「それはそうですよ。親しん戚せきがみんな集まるんですから」

　もちろん憧あこがれの従兄いとこ、慧けい一いち郎ろうも来るのだ。優やさしい彼ならきっと、綺麗になったと褒ほめてくれるに違ちがいない。

　想像して頰ほおを染めていると、冷たい声が飛んできた。

「色気などなくて結構。むしろ出すな」

「なっ！」

「余計な虫がついたら面めん倒どうだとあの時も言っただろ。払はらいのける私の身にもなりたまえ」

　目をむいて言い返そうとした有紗は、思わず口をつぐんだ。

（それって……どういう意味？）

　余計な虫がついたとしても払いのける義理は彼にはないはずなのだが──呪のろいの指輪で結ばれた従者としての責務なのだろうか？

　京四郎が物もの憂うげにカップを置く。

「第一、子どもが化け粧しようなどしても七五三と間違えられるだけだ」

　有紗はぽかんとし、すぐさま頰を赤くした。

　なんのことはない、いつもの皮肉の一いつ環かんだったのだ。

「ひどい！　誰だれが七五三ですかっ！　いい加減にしないと怒おこりますからね！」

　きぃっとわめいても、京四郎は我関せずといったふうに頰ほお杖づえをついている。

「君は基本的に、私といる時はだいたい怒っているだろ」

「あら、気づいてらしたんですね。意外だわ。だったら怒らせないよう少しは努力していただきたいですけど！」

「気をつけるよ」

「全然気をつける気ないでしょう！」

　いくらむきになって言い返しても、とんと応こたえた様子はない。無感動な目をしてあさってのほうを見ている彼に有紗は脱だつ力りよくした。

「もう……」

　京四郎が小さく咳をしている。

　有紗は口を開きかけたが、思い直して立ち上がった。

「お茶のおかわりを淹いれますっ」

「ありがとう、お嬢様」

　気のない返事をして目を閉じた彼に、頰をふくらませてみせ、お茶を淹れ直す。

　新しいカップをテーブルに置くと、音で気づいた京四郎が目を開けた。その視線がカップの隣に添そえた小皿に向けられたので、有紗は席に着きながら説明した。

「のど飴あめです。金きん柑かんの甘あま煮にの煮に汁じると蜂はち蜜みつなんかも入ってます。変なものは入れてませんから、ご心配なく」

「……」

「さっきからずっと咳をしていらっしゃるでしょ。それで、ちょうど持ち合わせがあったので」

　飴玉を見つめて黙だまっていた京四郎が、ようやく口を開く。

「君が作ったのか」

「はい。父に教わった通りに作りましたから、ちゃんと効果はありますよ。少なくともうちの家族の間では。お風邪かぜなら悪化しないうちに養生なさったほうがいいですよ。寝ねる時に喉を冷やさないようにするとか」

　まだ父が家にいた頃ころ、玲弥と一いつ緒しよによく手伝いをしていた。その時に家族用にと教わったものの一つがこれだった。一乗寺家では冬場によく愛用しているものだ。

　京四郎は少しの間考え込んだようだったが、おもむろに背広の内側に手を入れると、小さな帳面を取り出した。

「いくらだ」

「……え？」

「のど飴の代金だよ。言い値で買おう。いくらだ」

　やっと有紗も気づいた。彼が手にしているのは小切手帳だったのだ。

「いえいえいえっ、とんでもないです！　そもそも売り物じゃありませんから！」

　仰ぎよう天てんして首を振ふったが、京四郎は今にもペンを走らせそうな雰ふん囲い気きだ。

「遠えん慮りよしなくていい。材料費と人件費とかかった時間を言ってみたまえ。私が計算してやる」

「そんな……、家族で飲むために作っただけなんですから。費用も何もありませんよ。素人しろうとが作ったものですし、値段なんかつけたら罰ばちが当たります」

「いいから払わせろ」

「ひっ」

　じろりと見られ、有紗は震ふるえ上がった。そういえば前にもこんなふうに迫せまられたことがあったが、やっぱり脅おどされている気分になってくる。

　困ってしまったが、どうあっても受け取るわけにはいかない。なんとか説得しなければ。

「あの……、お気持ちは嬉うれしいんですけど、わたし、そういうつもりでお出ししたわけじゃありません。単なる気持ちというか、気き遣づかいであって……お金がほしくてやったことじゃないので……」

　おずおずと言って、思わず目を伏ふせる。

　彼には家計が苦しいことを知られている。だから助けようとしてくれたのかもしれない。けれど、なぜだか少し寂さびしいような気持ちになっていた。

　京四郎は黙ったが、やがて静かに言った。

「これは施ほどこしじゃない。君の才能を買ったんだ」

　有紗は驚おどろいて顔をあげる。

「才能……ですか？」

「誰でもができることじゃないのだから、それは才能だろ」

「そんな、大げさです」

　笑おうとしたが、彼は表情を変えなかった。

「持っているから、その素す晴ばらしさに気づいていないだけさ」

「……」

「まあいい。そんなに小切手が嫌きらいなら別のものにしよう」

　思いがけない言葉に戸と惑まどっていた有紗は、またしても目をむいた。

「いえっ、わたしは何も──」

「本は好きか？」

「えっ？　ええ、好きですけど……」

「なら、代価はこれだな」

　傍かたわらの小テーブルに積み上げてあった本の山から、京四郎が器用に一冊を抜ぬき出した。

　差し出されたそれは深緑色の布張りがされており、くすんだ金字で題名が書かれている。

「……仏蘭西ふらんす語？」

「あちらの小説だ。学生時代に読んだきり、この先も読み返すことはないから誰かに譲ゆずろうと思っていた」

　立派な装そう丁ていに思わず頰を染めたものの、すぐに有紗は慌あわてた。

「でも、こんな高そうな本、飴玉と対価になりませんよ」

「君がいらないと言うなら捨てるが」

「なっ！　もったいない！」

「では諦あきらめて収めるんだな」

　そっけなく言われ、有紗は彼と本の間でうろうろと視線を泳がせたが、思い切って本を抱だきしめた。

「ありがたくちょうだいしますっ」

　京四郎が無言でうなずく。それでよし、というふうにカップを口に運んだ。

　有紗はあらためてその本を眺ながめた。それほど分厚くはないが読み応えがありそうだ。

「仏蘭西語はちょっと苦手だけど、勉強するいい機会だわ。学校の図書室には小説を置いてないんです。嬉しい……」

　市内には公共の図書館もあるのだが、女学校からは出入りを禁じられている。学外の者との接点ができるため、不ふ埒らちな交際の場になるおそれがあるというのが理由だ。有紗の知る図書館といえば、これまでは学校のこぢんまりとした図書室だけだった。

　巷ちまたでは少女小説が流行しているが、自分ではなかなか買えないので、級友に借りたり馨が持ってきたものを読んだりしていた。それ以外の手段で本を読めるなんて思ってもいなかった。

「ふふ。飴玉が本になるなんて。わらしべ長者になった気分です」

　嬉しくて思わず笑えみをこぼすと、見ていた京四郎がつられたように微笑ほほえんだ。

　初めて見るくらいの、とても優しい顔で──。

（あ……）

　だがそれも、ほんの一いつ瞬しゆんだった。有紗が驚いて見つめた時には、彼はもういつもの無表情になっていた。

　目の錯さつ覚かくだったかとまじまじ見ている有紗に、彼は冷静な顔で見つめ返してくる。

「君を見ていたら腹が減ってきた。大福が食べたい」

「……え？」

「その頰ほおのせいだな。いつも餅もちみたいによくふくれる」

　きょとんとしていた有紗は、意味に気づくとみるみる真っ赤になった。

「──誰だれの顔が大福餅ですかーっっ！」
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　翌朝。

　登校した有紗は、出来上がったばかりの学校新聞を掲けい示じ板ばんに貼はりだして、恒こう例れいの教師のチェックを受けていた。

「校内音楽会の結果発表に……卒業する方々への祝辞……校長先生の朝礼での訓示特集……。よくまとめていますね、一乗寺さん。今月はこれでよろしいでしょう」

　満足そうにうなずく女教師に、有紗はおしとやかに「ありがとうございます」と礼をする。

　有紗の夢は新聞記者になることだ。その夢をかなえる修しゆ業ぎようのため、入学以来毎年級長を務めてきたという実績をもとに、学校新聞を作らせてほしいと教師に直じき訴そした。それが認められ、こうして月に一度の発行を許可されているのだ。

「では、行ってよろしいですよ」

「はい。失礼いたします」

　もう一度礼をして、しずしずとその場を後にする。

　が、教師の姿が見えなくなると、袴はかまの裾すそをひるがえしながら教室へと走った。

（ふふっ。本番はこれからなのよ！）

　有紗の作る新聞は、表と裏の二種類ある。掲示板に貼りだしたのは表の新聞だ。そして今日は裏新聞の発行日でもあった。

　中身はというと、友人が書いた乙おと女め小説やその挿さし絵え、流行の俳優や芝しば居い、遊びなどなど──お堅かたい教師たちが見たら卒そつ倒とうものの内容なのだが、生徒に人気があるのは断然こちらのほうだ。

　もちろん許可をもらっていないので、各組に配布して回し読みしてもらうことになっている。

　教室へ行こうとしていると、「お姉さまぁー」と声が追いかけてきた。

　三年生の教室のほうから、形の良い額を出した少女が小走りにやってくる。ひょんなことからエスの契けい約やくをかわしてしまった松まつの小こう路じ緋ひ早さ子こだった。

「あら、緋早子さん。ごきげんよう」

「うふふ。ごきげんよう、お姉さま」

　息を切らしてやってきた彼女は嬉しそうに頰を染めている。とある事件のせいで一時は元気がなかったが、もう心配はないようだ。

「これをお渡わたししようと思って、通りかかられるのを待っていましたの」

　差し出されたのは綺き麗れいな布で飾かざり付けられたノートだった。彼女の提案で、文通ならぬ交こう換かん日記を始めたのだ。リボンや造花の可愛かわいい飾り付けはもちろん彼女のお手製である。

「まあ、お早いんですね。一昨日おとといお渡ししたはずなのに」

「昨日はお休みでしたもの。書く時間はたくさんありましたわ」

「そうですけど、でも蒼た生み子こさんの分もあるでしょう。お二人ともお書きになったの？」

「蒼生子も交換日記が楽しいのですわ、お姉さま」

　にこにこしながら言われ、有紗も思わず笑みをこぼした。

　緋早子の双ふた子ごの妹である蒼生子は、父親と魔ま術じゆつの絡からんだ事件に巻き込まれ、かなり特とく殊しゆな存在として今は軍の預かりになっている。だが普ふ段だんは屋や敷しきにいるそうで、緋早子と姉妹の時間を満まん喫きつしているようだ。三人で交換日記をすることになったのを機に「わたくしのことだけさま付けなのは解げせないわね」と注文があったので、親しい呼び方に変えさせてもらった。

「それより、今日は学校新聞の発行日でしょう？　わたくし、もう待ち遠しくって。早く読みたくてたまりませんわ！」

　学校新聞の熱ねつ烈れつな愛読者である緋早子が頰を上気させているので、有紗は微笑んだ。

「どうもありがとう。あとで緋早子さんの教室にもお持ちしますから、またその時にね」

「はい！」

　笑顔をかわして別れ、有紗は再び廊ろう下かを走り出す。発行日に浮うかれるのは読者だけではないのだ。

　四年花組の教室に入ると、わっと級友たちが取り囲んできた。

「有紗さん、例のあれはどうなりましたの？」

　わくわくしたように目を輝かがやかせている少女たちを見回し、有紗はしっかりとうなずいた。

「無事に発行しましたわ。今からお配りするところです」

　きゃあっ、と歓かん声せいがあがった。

「最終話はどうなるのかしら。操みさおさんと夏なつ子こさんは結ばれるのかしらっ」

「これで最後なんて嫌いやよ。有紗さん、続編を希望しますわ」

「早く読みたいわ。一番の方、急いで読んでくださいね」

　各組に新聞は一枚だけなのだが、早い者順では公平性に欠くため、順番はくじで決めているらしい。読者である彼女たちが話し合って決めたようだった。

　連れん載さい小説の行方ゆくえについて盛り上がる彼女たちに、有紗は、しっ、と指を立ててみせた。

「皆みなさん、くれぐれも先生方には内ない緒しよでお願いしますわね。知られたら続編どころじゃありませんから」

　はしゃいでいた級友たちが途と端たんに表情をひきしめ、「もちろんですわ！」と力強くうなずく。こういう時、乙女の団結はすごいのだ。

　くじで一番を引き当てた級友に新聞を渡し、彼女と友人たちがきゃっきゃと楽しげに目を通しているのを眺め、有紗は大きく息をついた。

（ふう……。なんとか今月も発行できたわ。よかった）

　日曜に京四郎のもとに行くことになってからというもの、なかなか時間がとれず、編集に苦労していた。これで一安心だ。

「有紗さん、お疲つかれみたいね？」

　傍そばにいた級友に顔をのぞきこまれ、有紗は照れ笑いを浮かべる。

「実は、取材に時間がかかりすぎてしまって。昨夜徹てつ夜やして仕上げましたの」

「まあ。力作ですのね。でもお身体からだは大だい丈じよう夫ぶですの？」

「ええ、平気です」

「有紗さんの睡すい眠みんと引き替かえになった記事だもの。心して読みますわ」

「楽しみだわ！」

　聞きつけた他ほかの友人たちもうきうきした様子だ。

　いかにも心清らかな彼女たちと会話をしながら、有紗はほんわかした気分になっていた。

（昨日は京四郎さんと随ずい分ぶんやりあったから……というか、わたしが一方的に怒おこっていただけだけど……ちょっと疲れていたのかも。意地悪を言わない方たちと一いつ緒しよだと和なごむわね……）

　この静せい華か女学院は良家の令れい嬢じようが集つどう学校だ。出自や身分に差はあるが、それをかさにきて威い張ばったりいじめたりということはない。庶しよ民みんの有紗にとっても居い心地ごこちのいい場所だった。

（本当に、京四郎さんったらどうしてあんなに口が悪いのかしら。黙だまっていらしたら素す敵てきなのに。組の皆さんだってそう言っているわ。ここにいる方たちが京四郎さんの本ほん性しようを知ったらどうなるのかしら）

　下校時に車で迎むかえにきてくれるため、京四郎の存在は級友たちにも知られている。当初はあれこれ追つい及きゆうされたものだったが、なんとかごまかし、父の友人ということで落ち着いていた。人形のように整った顔立ちの彼に興味を抱いだいている級友は少なくないようだ。

（昨日だって、わたしのことを七五三だの大福餅だのって……っ！　あれはきっと痣あざがうんと増えたに違ちがいないわ。もう知らないんだから！）

　茶を飲みながらふんと鼻で笑っていた彼を思いだし、ふくれ面つらになった時だった。

　ばたばたと雰ふん囲い気きにそぐわない足音とともに、誰かが教室に飛び込んできた。

「大変よーっ！　皆さん、大変ですわ！」

　戸口の近くにいた有紗は驚おどろいてそちらを見た。

「どうなさったの？　鈴すず子こさん」

　校内一の情報通として知られる神楽かぐら坂ざか鈴子だった。有紗も学校新聞の取材ではいろいろと協力してもらっている。

「ああ、有紗さん、大変なの！　ビッグニュースですわ！」

　うろたえたような興奮したような顔で、彼女が叫さけんだ。

「高たか嶺ねの花の紫むらさきの君──あの北きた御み門かど菫すみれ子こさまが、とうとうご婚こん約やくなさったんですって！」

　ばさっ、と有紗の手から裏新聞の束が落ちた。

　つい先ほどまではしゃいでいた級友たちが次々と悲鳴じみた声をあげる。

「なんですって？　菫子さまが？」

「本当ですの？」

「ああ……ついに菫子さままで！」

　他の組にも話が伝わったのか、あちこちから悲鳴が聞こえている。今日は一日この話で校内はもちきりになりそうだ。

　ざわめきが広がる中、有紗は呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

（菫子さまが……ご婚約！）

　北御門菫子。一級上の五年生である彼女は、美び貌ぼうで知られた有名人だ。

　憂うれいのある独特の雰囲気と、壊こわれそうなくらいの儚はかなさ。近寄りがたいほどの孤こ高こうの存在。

　この世よ離ばなれした感のある神秘的な魅み力りよくに憧あこがれる下級生は数え切れない。実は有紗もその一人だった。

「寂さびしいわ……。とうとう菫子さまがお嫁よめにゆかれるのね」

「お姉さま方が次々に去っていかれて……」

　教室内は一気にお通つ夜やのような空気になってしまった。

　ほとんどの女学校は四年制だが、静華女学院は六年制をとっている。ただ、順調に六年間在ざい籍せきして卒業する生徒ばかりではなかった。良家の令嬢たちだけあって、早々と縁えん談だんが決まって退学する者も多いのだ。

　これまでも憧れの上級生たちをそうして見送ってきて、そのたびに寂しさで嘆なげき合うのが下級生の恒こう例れい事じのようなものだった。

　中でも北御門菫子は、彼女が愛用する紫色のリボンや小物を真似まねする者が続出したほどの〝大物〟だ。ショックは大きく、涙なみだぐんでいる級友もいた。

　一報をもたらした鈴子が、うんうんとうなずきながら一同を見回す。

「寂しいわよね。でも、おめでたいことですもの。みんなで菫子さまのお幸せを祈いのりましょう。ね、有紗さん」

　一緒に盛り上げてくれという視線を感じ、有紗ははっとして笑え顔がおを作った。

　この騒さわぎが続けば授業どころではないし、組の全員が教師に叱しかられることになる。級長としてそれは避さけなければならない。

「そ……そうですわね！　おめでたいことです！　お祝いしてさしあげましょうよ！」

　二人の言葉に、それもそうだと思い直したのか、級友たちが目め頭がしらをおさえつつ顔を見合わせている。

「寂しいけれど、菫子さまがお幸せなら……」

「そうよね……」

「笑顔でお見送りしなくちゃね……」

「そうですとも！　元気を出して、笑顔でやりましょう！」

　懸けん命めいに有紗は笑みを振ふりまいた。けれど内心、がっくりと肩かたが落ちてしまうのを止めることはできなかった。
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「はぁ…………」

　放課後。

　校門から出てくるなり大きなため息をついた有紗を、車にもたれて待っていた京四郎は訝いぶかしげに見た。

「どうかしたのか」

　そこで初めて彼がいたのに気づき、有紗は顔をあげた。説明しようかと思ったのに、言葉が出ない。

「……はぁぁ…………」

「ほう。罵ば倒とうの代わりにそう来るか」

　またもやため息をついたのを見て、京四郎がおもむろに腕うで組ぐみをして目を閉じた。

「痣が減るならなんでも構わん。好きなだけ無視して冷れい遇ぐうしたまえ」

　冷静にとんでもない要求をしてきた彼は何か誤解しているようだ。

「違いますっ。……ちょっと、ショックなことがあったんです」

「どんな」

「……上級生の方が、ご婚約されて……おめでたいことですけど、寂しくて」

　目を開けた京四郎が怪け訝げんそうに見つめてくる。

「なぜ君がショックを受ける必要がある？」

「だって……、すっごくお綺き麗れいで、天てん女によみたいな方なんですよ。憧れてたのに、ご結けつ婚こんされたら退学されるんですもの。寂しいじゃありませんか」

　有紗は嘆いたが、京四郎は興味が失うせたような顔になって遠くへ目をやった。

「憧れの人が大勢いて楽しそうだな」

「な……馬ば鹿かにしてません？」

「繊せん細さいな女学生の感傷に感服しているだけだよ」

「やっぱりしてるでしょうっ！」

　キッとにらむと、京四郎が少し顔をしかめた。見事に痣が痛んだらしい。

「京四郎さんの皮肉屋！　こんな時くらい慰なぐさめてくれたっていいでしょ！」

「わかった。丁てい重ちように慰めて差し上げるから、とりあえず車に乗りたまえ。往来で騒ぐと近きん所じよ迷めい惑わくだ」

「誰だれのせいですかっ！」

「──有紗ちゃん？」

　覚えのある声に呼ばれ、有紗は驚いて振り返った。

　下校時は迎えの自動車で賑にぎわう校門前だが、教室で一人落ち込んでいたせいで時間が経たっており、今は人もまばら。そこに、つい先ほどまではなかった車が停とまっている。

　後部座席から出てきた青年を見て、有紗は目を丸くした。

「慧兄さま!?」

　見覚えのある車だと思ったら、やってきたのは従兄いとこの慧一郎だった。

「どうなさったの、こんなところに」

　留学を終えて帰国したばかりの彼は、今は六条家の事業を勉強しながら手伝っている。仕事の途と中ちゆうに通りかかったのかと思ったが、返ってきたのは意外な答えだった。

「うん。ちょっとね、校長先生にご挨あい拶さつに来たんだ」

「ご挨拶って、どうして？」

　女学校の校長に何の用だろうと不思議に思って見上げたが、慧一郎は「今度教えるよ」と微笑ほほえんだだけだった。

「有紗ちゃんは今帰り？　ええと──」

　慧一郎が京四郎を見たので、有紗はぎくりとした。

（あっ！　どう見ても不自然だわ、この状じよう況きよう！）

　お嬢じよう様さま学校だけあって迎えの車がくるのは珍めずらしくないが、もともと有紗は電車で通学していたし、それは慧一郎にも知られている。いやそれ以前に京四郎が無関係の──外見上は、だが──女学生の運転手を務める理由がない。彼は指輪の契けい約やくのことを知らないのだから。

　だが、動どう揺ようする有紗をよそに、慧一郎はそのことについては何も言わなかった。ごく自然に笑みを京四郎に向けている。

「烏丸君、久しぶりだね。元気だったかい？」

　対する京四郎はにこりともしない。

「まあまあだ」

「はは。相変わらずだなぁ」

　無ぶ愛あい想そうぶりに気を悪くするでもなく、慧一郎は懐なつかしそうに笑った。

　二人は大学で同期だったと聞いたことがある。同じく同期だった馨の話によれば、京四郎には友人はいなかったそうだが、少なくとも慧一郎の彼を見るまなざしは親しげだった。

「叔母おば様さまに聞いたよ。烏丸君のお宅で勉強させてもらってるんだって？」

「えっ？　ええ、そうなの！　すごくお勉強してるのよ、本を読ませていただいたりとかっ」

　有紗は慌あわてて笑みを浮うかべる。母から説明が行っていたせいで不ふ審しんがられなかったようだ。

「そうか、有紗ちゃんは本が好きだったね。うちの書庫にも借りにおいで。好みのものがあるかはわからないけど」

　微笑んで見つめられ、答えに詰つまった。

　六条邸ていに書庫があるのは知っているが、本を借りることができないのは自分が一番わかっている。六条の伯父おじたちが書庫に入れてくれるはずがないのだから。

（慧兄さまはご存じないからこう言ってくださるのよね。どう答えればいいかしら。自分のお父さまが姪めいに意地悪してるなんて、きっと知りたくないだろうし）

　困り顔で言葉を探す有紗を、慧一郎は不思議そうに見ている。

　だが、どうにかごまかそうとした時、彼がふと表情をあらためてのぞきこんできた。

「馨兄さんは詳くわしく話してくれなかったけど……父さんが君に無理な要求をしたそうだね。嫌いやな思いをさせてごめんね」

　有紗は驚おどろいて慧一郎を見上げた。

　あの時は馨もかなり怒おこっていたから、伯父たちに釘くぎを刺さしたのだろうとは思っていた。ただ伯父の息子むすこである慧一郎には、父親のそんな一面を詳しよう細さいに伝えるのが忍しのびなかったのかもしれない。有紗もできれば彼には知らせてほしくないと思っていたのだが──。

「僕が帰ってきたからには、もうそんなことはさせないから。絶対に」

　有紗の肩にそっと手を乗せ、慧一郎が真しん摯しなまなざしを向けてくる。

「今度困ったことがあったら僕に言うんだよ。君は六条家の血を引いているんだから、恩おん恵けいを受ける権利がある。遠えん慮りよすることはないんだからね」

　思いがけない言葉に、有紗は何も言えなかった。

　六条家に助けてもらいたいなんて思ったことはない。けれど実際問題、援えん助じよをしてもらわなければ生活できなかった時期のことを思い出し、胸が詰まった。

　慧一郎が六条家を継ついだら──もうあんな悔くやしい思いをすることもなくなるのかもしれない。その安心感と、それほどに気にかけてもらっていたことの嬉うれしさで、有紗は頰ほおを染めた。

　この人に心配をかけてはいけない。ありがたいと思うからこそそう感じ、笑みを浮かべる。

「ありがとう。でも大だい丈じよう夫ぶ！　もう何も困ってないわ」

「そうかい？　それならいいんだけど」

　本当に納なつ得とくしたのかはわからないが、慧一郎はそれ以上は突つっ込んでこなかった。微笑んで有紗を見つめ、思い出したように言う。

「そうだ。今夜訪ねていってもいいかな。渡わたしたいものがあるんだ」

「慧兄さまならいつでも歓かん迎げいするわ。でも、渡したいものって？」

「これもその時まで秘密にしておくよ。びっくりさせたいからね」

　楽しげに笑うと、彼は京四郎へ目をやった。

「僕が送っていければいいんだけど、少し長引くかもしれないんだ。烏丸君、悪いけど頼たのんでもいいかな」

　黙だまってやりとりを見ていた京四郎が、「ああ」と短く答える。

「よろしく。──じゃあ、有紗ちゃん。気をつけて」

「はい」

　手を振ふると、慧一郎は笑えみを見せて校門の中へ入っていった。

　有紗はほんわかした気分でしばらく見送っていたが、ふと首をかしげた。

「でも……本当に、何しにいらしたのかしら。なんのご挨拶なの？」

　いくら考えてもさっぱりわからない。生徒の父ふ兄けいが寄付のため訪おとずれることはあるが、まさか彼もそうなのだろうか？

　うーんと考え込む有紗を、京四郎が無言で一いち瞥べつする。

　すぐに目を伏ふせた彼の横顔に物もの憂うい陰かげがあることに、有紗は気づかなかった。
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　六条家本ほん邸ていで盛大な宴うたげが開かれたのは、その週の日曜の午後のことだった。

　銀行や百貨店、最近では新聞社なども手広く経営する六条財ざい閥ばつ。その事業関係者も招かれているとかで、会場となった別べつ棟むねの大ホールは大層賑にぎわっている。

「ねえ、お母さま。このドレス、ちゃんと似合ってるかしら」

　晩ばん餐さん会かい前の歓かん談だんがあちこちで花開く中、有紗は心配半分、高こう揚よう半分で訊たずねた。

　淡あわいピンクのつややかな生き地じで作られたドレスは、胸むな元もとに上品なリボンとレースがあしらってある。他でもない慧一郎が贈おくってくれたものだ。

　以前、馨がドレスを贈ったことを知って、寸法を聞いてひそかに注文しておいたらしい。女学校の校門前でばったり会った日の夜、馨と一いつ緒しよに訪ねてきた彼はこれを渡しに来てくれたのだった。

「似合っていますよ。本当に可愛かわいいドレスね。慧一郎さんが有紗ちゃんのイメージで作ってくださったんでしょうね」

「ドレス自体はとても素す敵てきなんだけど……子どもの七五三みたいじゃないかしら？」

　今夜は小夜子に借りた道具でほんのりお化け粧しようをしている。京四郎の皮肉を思いだして心配していたら、小夜子と玲弥が噴ふき出した。

「なんだい、それ。気にしすぎにも程ほどがあるよ、姉さん」

「こんな大きな七五三がありますか」

「だって……」

　顔を赤らめる有紗を、小夜子が優やさしく見つめる。

「自信を持って着ていれば、衣い装しようというのはもっと輝かがやくものなのよ。慧一郎さんにいただいた時の気持ちを思いだして、ずっとそのことを考えていなさいな」

　なだめるように言われ、有紗は瞬まばたいた。

（あの時の気持ち……？）

『すごく綺き麗れいな色と生地だったから、有紗ちゃんに着てみてほしくてね。気に入ってもらえるといいんだけど』

　そう言って笑顔でドレスの箱を差し出した慧一郎。贈る側なのに、なぜだかとても嬉しそうにしていた。

　ふたを開けた瞬しゆん間かんの感動は、言葉では言い表せない。まさに天にも昇のぼるような心地ここちだった。

　あの時の幸せな気持ちを思い出すと、自然と笑みがこぼれる。

「じゃあ、今夜はわたし、西洋のお姫ひめ様さまになったつもりでいるわ」

「ふふ。その意気よ」

　小夜子が笑ってうなずいた時、「姉さん！」と声が飛んできた。

　振り返ると、馨が人々をかきわけながらこちらにやってくるのが見えた。いつもお洒落しやれな彼だが、今日の服も決まっている。

　やってきた馨は、有紗を見るなり目を輝かせた。

「似合ってるじゃないか。慧一郎のやつ、なかなかセンスがいいな！」

「本当？」

「ああ。今夜の客の中でおまえが一番美人だ」

　屈くつ託たくのない笑顔で褒ほめられ、有紗は嬉しくなって抱だきついた。

「ありがとう！　叔父おじさまも一番素敵よ！」

「ハッハッハ！　さあ来い、俺のお姫様！」

　いつものように叔父と姪めいの交流を楽しむと、馨は抱き上げていた有紗を下ろしながら玲弥を見た。

「おまえも似合ってるぞ。ぐるぐるってやるか？」

「僕は遠慮しておくよ」

「なんだよ。最近させてくれなくなりやがって」

　玲弥が苦く笑しようして首を振ったので、馨は残念そうな顔になる。有紗をとても可愛がってくれる彼だが、それは弟たちに対しても同様なのだ。

　やりとりを微笑ほほえましそうに見ていた小夜子が会話に加わる。

「今日はお仕事はいいの？」

「あんまりよくありませんけどね。お祖父じい様さまの誕生日をすっぽかすわけにはいきませんから」

　家業を継がず記者になると言って父や兄と大おお喧げん嘩かしたあげく家を出ている馨は、こういう特別な行事でもないかぎり帰っていないらしい。面おも白しろくなさそうな顔になってあたりに目をやっている。

「まあ、兄貴たちに捕つかまる前にとっとと帰りますよ。どうせまた見合い話を押しつけられるに決まってるし」

「いい人を見つけて連れてきたら、お兄さまたちもお黙りになりますよ」

「また、姉さんはすぐそれだ。俺の恋こい人びとは仕事だっていつも言って……」

「──あら、六条さん？　こんばんは」

　朗ほがらかな声が背後からして、馨がぎくっとしたように顔をしかめた。

　濃こい臙えん脂じ色いろのワンピースを着た女性が近づいてくる。彼女を見た有紗は目を輝かせた。

「あ……！」

　以前、事件の現場で出会った女性記者の醍だい醐ごだった。周囲の女性たちの華はなやかなドレスや着物に比べれば控ひかえめな衣装だったが、彼女の意志の強そうな顔立ちを引き立てていて、不思議と目を引いている。

「馨さん？　お知り合いなの？」

　途と端たんに興きよう味み津しん々しんな顔になった小夜子に、彼女はにこやかに挨あい拶さつした。

「大日本新報社の醍醐万ま里り子こと申します。会長のお招きで参りました」

「そう、新聞社の方でしたの。馨の姉でございます」

　今度は醍醐が興味津々な顔になる番だった。

「六条さんのお姉さま！　あまりにもお綺麗なので、ご姉きよう弟だいだなんて想像もつきませんでしたわ。お会いできて光栄です」

「まあ。ふふ」

　楽しそうに笑う小夜子の隣となりで、馨が「どういう意味だよ」と不満げな顔をしている。

　大日本新報社は六条財閥の傘さん下かにある新聞社だ。小夜子の父であり有紗の祖父にあたる人が会長を務めている。まだ新しい会社なので、宣伝のためなのか、こういう宴の場には記者たちも招くのが恒こう例れいになっているようだった。

「おたくの記者たち、総出で来てるんだろ。暇ひまそうでいいよな」

「その暇そうな記者にまたこの前も出し抜ぬかれていらしたわよねえ、六条さん」

　馨の憎にくまれ口を笑顔で打ち返した醍醐が、ふと有紗を見た。見つめていたのに気づいたらしい。目を細め、少し優しい表情になった。

「有紗さん、でしたわね？　私のこと覚えていらっしゃる？」

「もちろんです！　あれから何度も醍醐さんの書かれた記事を読みました。あ、こちらは弟の玲弥です」

　記者になるという夢を持つ有紗にとって、彼女もまた憧あこがれの存在だった。できれば弟で子し入いりしたいくらい、まぶしかった。

「まあ。利発そうなご姉弟で、素敵だわ」

「あのっ、実はですね、わたし、毎月学校で新聞を──」

「やめろ有紗。近づくとお転てん婆ばが悪化するぞ」

　すかさず売り込もうとした有紗を、馨が慌あわてたように止めた時だった。

「──晩餐の前に、ここで一つ、皆みなさまにお知らせがございます」

　朗々とした声がホールに響ひびいた。

　小夜子と馨の長ちよう兄けいである、明あきら伯父おじだった。堂々とした物もの腰ごしで客たちを見回した彼は、やたら上じよう機き嫌げんな様子だ。

　よくいびられるけれど、こうして見るとやはり財閥の先頭を切って走る財界人の貫かん禄ろくはあるかもしれない。そんなふうに思いながら見つめていると、明に促うながされ、壇だん上じように若い男女が登ってきた。

　二人を見た有紗は思わず目を瞠みはる。

（慧兄さまと……、すっ、菫子さま!?）

　正装した慧一郎の隣にいるのは女学校でひそかに遠くから眺ながめていた菫子だったのだ。いつもの袴はかま姿すがたではなく淡い紫むらさき色いろのドレスを着ているが、間ま違ちがいない。

　目を伏せて立つ彼女は楚そ々そとして美しかった。有紗は一いつ瞬しゆんここがどこかも忘れて見とれてしまった。

（──ん？　でも、どうして菫子さまが？）

　六条家の事業つながりで招待されていたのかと意外に思っていると、明が満面に笑えみをたたえて声を張り上げた。

「このたび、我が息子むすこ、六条家の後こう継けい者しやであります慧一郎と、北御門家ご令れい嬢じようの菫子嬢の間に婚こん約やくが整いました！　正式発表の前ではありますが、皆さまにご報告いたします！」

　ぼとっ、と有紗の手からバッグが落ちた。

　周りから歓かん声せいと拍はく手しゆがわき起こる。慧一郎が照れたような笑顔で何か挨拶しているが、耳に入ってこなかった。

（え……？　婚約？　慧兄さまが……婚約……婚……約……）

　あまりにも突とつ然ぜんすぎて頭が理解するのを拒きよ否ひしたかのようだった。壇上の二人を凝ぎよう視ししたまま有紗は棒立ちになった。

「まあ……ちっとも知らなかったわ。馨さん、知っていたの？」

　驚おどろいた顔で訊きく小夜子に、馨が悪戯いたずらが成功した子どものように笑っている。

「姉さんたちをびっくりさせようと思ってね」

「まあ、人が悪い。言ってくれたらお祝いができたのに」

「はは、すみません。あいつが黙だまっててくれって言うもんですから。帰国したばかりで準備にばたばた走り回ってたから、ゆっくり報告したかったんだと思いますよ」

「それにしたって……急なお話ねえ」

「いや、話自体は留学中から進んでたみたいですよ。それで帰って早々に発表するっていうんで、先方の女学校やら挨あい拶さつ回まわりで忙いそがしかったらしくてね」

「そう……。そんな時にわざわざ有紗ちゃんと玲弥ちゃんの衣い装しようを作って、届けてくださったの。申し訳なかったわねえ」

「あいつも嬉うれしかったんじゃないですか、無事に話がまとまって。二人を招待するっていうんで服を贈おくるんだって張り切ってましたよ。玲弥はともかく、有紗には俺が贈ったドレスがあるからいいんじゃないかって言ったんですけどね。可愛かわいい布地を見つけたからって」

「六条家の人たちって、なんだかんだで姉さんに甘いよね」

「女の子がいないからなぁ、何かと構いたくなるんだよ。姉さんもそうだったしな。だが俺はおまえのことも可愛いと思ってるぞ。ハッハッハ……おい、有紗、どうした」

　機嫌よく笑っていた馨が、固まっている有紗に気づいて訝いぶかしげにのぞきこんだ。

「ハハハ、びっくりしすぎて魂たましいが抜けたか？　……え？　なんだよ？」

　玲弥に脇わき腹ばらを突つつかれ、彼はきょとんとしている。

　一方の有紗は、弟と叔父の間に交かわされる目配せにも気づかず、まさしく魂が抜けかかっていた。

　菫子の婚約というだけでもショックだったというのに、まさかもまさか、その相手が慧一郎だったなんて。

（だって……全然そんな素そ振ぶりなんかなかったのに……！）

　慧一郎も年とし頃ごろだから、いつこんな話が出てもおかしくはない。けれどそれは遠い未来のことのような気がしていた。こんなふうに突然、前まえ触ぶれもなく決まることだとは思っていなかった。

　相手が菫子でなかったとしても打ちのめされただろうが、なぜよりによって憧れの二人が婚約なのか。ショックが二重にのしかかり、声も出ない。

　いつのまにか壇上での挨拶が終わり、再び歓かん談だんが始まっていたが、それにすら気づけないほど呆ぼう然ぜんとしていた。

　慧一郎が客たちに挨拶しながらこちらへやってきたのは、それからまもなくのことだった。

　菫子を伴ともなった彼は、有紗たちに気づくと笑顔になった。

「驚いたわ、慧一郎さん。おめでとうございます」

「ありがとうございます、叔母おば様さま。黙っていてすみません」

　頭を下げた彼が、有紗に目を留め、嬉しそうに微笑ほほえむ。

「やあ、綺き麗れいだね。すごく似合ってるよ」

「……」

　その笑顔も賛辞も心からのものに思えた。しかし、褒ほめてもらえたというのに、少しも喜べなかった。

「紹しよう介かいします。北御門菫子さんです。有紗ちゃんと同じ静華女学院の上級生なんですよ」

　菫子が丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎしたので、皆も会え釈しやくを返す。有紗もなんとか頭を下げたが、憧れの天てん女によさまを前にしても浮うかれることができなかった。

　優やさしくて大好きだった慧一郎が、違ちがう人になったように感じられてしまう。あまりにショックで、どんなふうに笑えばいいかもわからない。

「有紗ちゃん？　どうかしたの？」

　黙りこんでいるのに気づいたようで、慧一郎が不思議そうに見つめてきた。

　咄とつ嗟さに、なんでもないわと返そうとした有紗だが、実際に出てきたのは別の言葉だった。

「……どうして黙ってらしたの？　ひどい……」

　皆が驚いた顔で見ている。それはわかったが止まらなかった。

「ひどいわ。わたしだって……」

「姉さん」

　玲弥が肘ひじを引く。心配そうな声だった。有紗は拳こぶしを握にぎりしめ、キッと慧一郎を見上げた。

「……わたしだって、菫子さまに憧れてたのに。内ない緒しよにするなんてひどいわ！」

　慧一郎と菫子が目を見開いた。

　口をとがらせてみせ、有紗は怒おこったように続けた。

「お幸せにして差し上げないと承知しないんだから。絶対よ、慧兄さま」

　呆あつ気けにとられていた慧一郎が、ほっとしたように表情をくずす。

「もちろんだよ。ありがとう、有紗ちゃん」

「とってもお似合いですわ。おめでとうございます」

　有紗はにっこり笑って二人を交こう互ごに見つめ、お祝いをこめて一礼する。

　急いで作った笑顔は少し引きつっていたかもしれなかったが、今は、それが精せい一いつ杯ぱいだった。
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　晩ばん餐さん後は各おの々おの好きな場所に散らばり、客たちは美酒や異国のゲームに興じている。

　同年代の連れもいない玲弥は、そのどちらにも加わるわけにいかず、異国渡わたりだという焼き菓が子しをテーブルの端はしで一人で食べていた。

　母は、本日の主役である曾そう祖そ父ふにつきっきりで話し相手になっている。最初はそこにまじっていたのだが、姉の様子が心配で抜ぬけ出してきたのだった。

「──あれ？　有紗はどこ行ったんだ？」

　六条家の面々に追い回されて逃にげていた馨が戻もどってきたので、玲弥はフォークを置いて答えを返す。

「庭に行くって言ってたよ。ちょっと風に吹ふかれたい気分なんだって」

「なんだ、のぼせたのか」

「そういう感じじゃなかったけど……。一人にしてって言われたから」

　肩かたを落としてふらふら歩いていくのを、とても止められなかった。姉が慧一郎を人一倍慕したっていたのは知っているから。

　馨がなんともいえない顔つきで、ぽりぽりと頰ほおを搔かく。

「慧一郎に懐なついてたからなぁ。急にこんなことになって複雑なのかもな」

〝悪戯〟に加担していた叔父おじだが、もちろん悪気などなかっただろうし、やはり気にしているのだろう。何より姉の気持ちに気づいていなかったようだった。

「叔父さんが結けつ婚こんする時もきっと寂さびしがるだろうね」

「何言ってる。俺はおまえらがみんな嫁よめをもらうまで独り身でいてやるよ」

「凜之介はまだ五歳だよ。あと二十年はかかるんじゃない？」

「構うもんか。どうせ嫁の当てもないんだ」

　ふんと笑った彼は、玲弥から見れば記者にしておくのがもったいないような垢あか抜ぬけた魅み力りよくがある。縁えん談だんなど降るほどあるだろうに、本人はいっこうにその気にならないようだ。

「しかし、やっぱり一人にしておくのは心配だぞ。いつどこで誰だれが有紗にちょっかいかけやがるかわからない。おい玲弥、あいつどっちに行った？」

　落ち着かない様子できょろきょろし始めたので、玲弥は不思議に思って見つめた。

「叔父さん、姉さんに対してはすごく心しん配ぱい性しようになるよね。過保護というか……」

「おまえだって心配だろ？」

「それはもちろん、そうだけど」

「だろ。有紗に近づく男がいたら阻そ止ししろよ」

「でも、なんだか最近になってひどくなった気がする。何か理由があるの？」

　馨が驚いた顔になる。まじまじと玲弥を見つめてきた。

「……おまえは昔から、妙みように鋭するどいところがあるよな」

「やっぱり、何かあったんだね？」

　玲弥は思わず身を乗り出した。

　帰らない父。そして突然一乗寺家に現れた烏丸京四郎という青年。平へい穏おんな日常が徐じよ々じよに崩くずれていく中で、何かが起こっているような気がしていたのだ。

　馨に促うながされて部屋の隅すみへ行くと、彼は軽くあたりを見回してから口を開いた。意外なくらい真面目まじめな顔つきだった。

「義兄にいさんが──おまえたちのお父さんがいなくなる前にな、二人で話す機会があったんだ。その時に気になることを言ってたんだよ。『有紗に変な人間が近づかないように見ていてくれないか』って。あらたまった顔してな」

　思いがけない話に、玲弥も真しん剣けんな表情になる。

　父は、もちろん姉を可愛がってはいたけれど、彼女のことだけ特別に言い置いていくというのは妙な気がした。

「余計な虫がつかないように見張ってほしいということ？」

「俺も最初はそう思ったんだ。でもな……ひょっとしたら別の意味があったのかもしれない」

「別の……？」

　考え込むように腕うで組ぐみをしていた馨が、じっと見つめてきた。

「おまえ、俺と初めて会った時のこと覚えてるか？」

　急に話が飛び、玲弥は戸と惑まどいながらうなずく。

「うん。慧一郎兄さんと二人で遊びに来てくれたよね。門の外からのぞいてたのを姉さんが見つけて……。叔父さんたち学生服姿だったから、十年くらい前だっけ」

　店の前の庭で遊んでいた時のことだった。門柱からこっそり顔をのぞかせていた二人組をめざとく見つけた有紗が駆かけていって、じぃっと見上げていたのを覚えている。

　しばらくそうしてから、『おにいちゃんたち、だぁれ？』と物もの怖おじもせず訊たずねたので、二人が慌あわてたように自己紹介したのだ。人見知りの気のあった玲弥は、その間ずっと姉の後ろに隠かくれるようにしていたものだった。

「じゃあ、それより前のことは？」

「？　前って？」

「東とう京きように越こしてくる前だよ。俺は姉さんと義兄さんが子どもを連れて戻ってきたって聞いて、すぐ会いに行った。それまで二人とも行方ゆくえ知しれずだったからな。初めて会った時、おまえは六つかそこらだったろ。つまり結婚してから少なくとも七、八年は連れん絡らくが取れなかったわけだ」

　駆け落ち同然のように結婚した両親が、しばらく東京を離はなれていたのは聞いている。六条家に連れ戻されないための逃とう避ひ行こうだったと言っていた。

　玲弥はそれを信じているが、馨のほうは納なつ得とくが行っていないらしい。

「ずっと心配してたのに、どこにいたのか訊きいても『鎌かま倉くらにいた』の一点張りで他ほかは何も教えてくれなかった。若い夫ふう婦ふが見知らぬ土地で子ども生んで育てるって、相当大変だったと思うんだけどな。おまえ、覚えてるか？」

　そんなことは今まで不ふ審しんに思ったこともない。玲弥は首を振ふった。

「まだ小さかったし、ほとんど覚えていないよ。でも、それと姉さんのことと関係があるの？」

「それはわからん。けど考えてみると、姉さんたちは何かから逃げてたか……あるいは隠れてたのかもしれないと思ってな。もちろん、六条の家にはずっと追われてたんだろうけど。連絡の取れなかった間に何かがあって、それ絡がらみで有紗の身を案じてたんじゃないか……とかまあ、仕事の合間に考えてたわけだ。義兄さんが戻ってこないのもおかしいし、それで──」

　馨が難しい顔で持論を展開している。玲弥は神しん妙みようにそれを聞いていたが、ふいに奇き妙みような感覚に襲おそわれた。

　鋭い頭痛が走る。めまいのような揺ゆれ。

（……？　なんだ？）

　思わずこめかみを押さえた時、脳のう裏りに何かがひらめいた。

　黒々とした山。そして、あざやかな紅あかい色。

　なんの光景かもわからないまま、玲弥はつぶやいていた。

「燃えてる……」

「──ん？　なんだって？」

　馨が訝いぶかしげにのぞきこんできたので、はっと我に返る。

　不ふ吉きつなものを感じ、玲弥は無理やりにその色を頭から追いやった。

「なんでもないよ。それより、僕も気になってることがあるんだ」

　いつもならこういうことは告げ口のようで躊躇ためらうところだが、今はそんなことは言っていられない。意を決して打ち明けた。

「烏丸さんのことだけど……やっぱり変だよ。あの人の言動には矛む盾じゆんがある」

　烏丸侯こう爵しやくの息子むすこ。馨とは大学の同期。六条の伯父おじたちの策略に乗ったせいで、有紗が出会ってしまった人。

　本来ならそれだけで縁えんが切れるはずなのに、今や姉は彼の家に毎週通うまでになってしまっている。玲弥にはそれがどうしても納得いかなかった。

「どういうことだ？」

「お父さんを訪ねてうちに来たのを見たことがあるんだ。見み間ま違ちがいじゃない、絶対あの人だった。でもあの人は知らないって言うんだ。どうして噓うそをつく必要があるの？」

　彼を見かけたのは、決まって夜だった。人目を避さけるようにして中庭の工こう房ぼうへ入っていく姿を覚えている。

　時折そんな客は他にもあったから、その時には気にしていなかった。だがその他大勢のはずのうちの一人がこうして一乗寺家に入り込んできているとなると、話は別だ。

　それだけでなく、彼には既き視し感かんのようなものがある。ずっと前にもどこかで見たことがあるような。

　父がいない今、長男の自分が家族を守らなければならない。烏丸京四郎は玲弥にとってもっとも警けい戒かいすべき人間になりつつあった。

「お母さんも姉さんも歓かん迎げいしてるけど……。僕は、あの人のこと好きじゃない」

　なぜこう思うのか、自分でもわからないのだが──彼はいつか、姉をどこかへ連れ去ってしまうような気がするのだ。

　もちろん根こん拠きよはない。ないけれど、有紗が警戒していないのが歯は痒がゆいとすら思う。

「おまえがそんなふうに誰かのことを言うなんて、珍めずらしいな」

　馨がどこか感心したように言った。その自覚はあったので黙だまっていると、彼はふと真面目な顔に戻もどって顎あごをなでた。

「実は俺もちょっと気になってるんだよな。烏丸のやつ、うちに来た時に有紗を見かけたとか言ってたが、当時の俺があいつを家に誘さそうとはどうしても思えないんだ。そもそも大学以外で学友とつきあうようなやつじゃなかったし……」

「それも噓だっていうこと？」

「……わからん」

　馨は息をつき、玲弥の肩かたを軽くたたく。

「とりあえず少し調べてみるよ。おまえは心配するな」

　いつもの快活な笑え顔がおに、玲弥はこくりとうなずいた。

　そう言われていくらか安あん堵どしたが、奇妙な不安がなくなることはなかった。







　第二幕　乙おと女めと禁断の恋こい







　誕生会での衝しよう撃げき発表があってからというもの、有紗は気が抜ぬけたようになっていた。

「はぁ……」

　日曜日。労働のため訪おとずれた烏丸邸ていでも、ため息は止まらない。

　午後から客があるというので、京四郎からは今日も邸内の雑務を言い渡わたされている。先日と同じように大量の本の片付けが仕事だ。

「慧兄さまと、菫子さまが、ご婚こん約やく……」

　つぶやいておいて、またも大きなため息が出る。

　宴うたげでの発表から事態は早々と動いた。各新聞で報道され、二週間後にはあらためて婚約披ひ露ろうのパーティーが開かれることになっている。

（何かの間ま違ちがい……という線は、もうなくなっちゃったわよね……）

　もちろん有紗だっておめでたいことだと思っているし、祝福する気持ちはある。けれど今は正直なところ寂さびしさのほうが強かった。憧あこがれの人たちが一度に遠くに行ってしまったような気がするのだ。

「有紗様、どうかなさいましたか？　先ほどからため息ばかりついておいでですが……」

　一いつ緒しよに作業をしていた桂が心配そうに声をかけてきたので、はっと我に返る。今日も彼は手伝ってくれていたのだ。

「あ、ごめんなさい、しっかりやりますわ」

「……また京四郎様とやり合われましたか？」

「いいえ、違うんです。今回は京四郎さんは何も──」

　慌てて手を動かしていた有紗は、ふと口をつぐむ。

　婚約発表からこの方落ち込んでいたのを京四郎も嫌いやと言うほど見ているはずなのだが、そういえばいつものように皮肉を言ったりからかったりしてこなかった。考えてみれば不思議だ。

（というより、京四郎さんも何か気がかりがあるみたいだったっけ……）

　いつも淡たん々たんとしている彼だが、最近はどこか様子が違っていたような気がする。うまく形容できないけれど──。

　考え込んでいたら、桂が見つめてきた。気き遣づかうようなまなざしだったので有紗は急いで話を取り繕つくろった。

「ええと……、京四郎さんって、どなたに対してもあんなに意地悪を仰おつしやるんですか？」

「どなた……と言われましても、京四郎様は普ふ段だんから口数が少なくていらっしゃるので」

「わたしの前ではあんまり無口じゃありませんよ。お口から出るのはほぼ皮肉ですけれど」

　桂は困ったように笑っている。京四郎の口の悪さを認めつつも受け止めている、ある種の親しみを感じさせる表情だった。

「桂さんやご家族の方とはお話しされるでしょう？　お友達……は、いらっしゃるかわかりませんけど、でも、許いい嫁なずけとか……」

　桂が驚おどろいたように目を瞠みはった。

「許嫁の件を……京四郎様がお話しになったのですか？」

「えっ？　いえ、なんとなく、そういうお年とし頃ごろだし……。あの、いらっしゃるんですか？」

　彼の驚きようにつられながら訊きくと、桂は口ごもってしまった。言ってもいいものかと迷っているように見える。

　何気なくこの話題を出したものの、彼の様子から察してしまい有紗は動どう揺ようした。

（本当に許嫁がいらしたんだわ。あの京四郎さんに！）

　自分といる時にはそんな素そ振ぶりを少しも見せなかったから、余計に衝撃的だった。

　確かにいてもおかしくはないのだし、それについてあれこれ言う立場でもないのだが──なんだか、京四郎までもが遠い存在になってしまったような気がした。

「あ……、ですが、それは過去のお話ですので」

　有紗の表情に気づいたのか、桂が急せいたように言った。

「過去、ですか？」

「はい。わけあってご破談になりました。ですが、今でも京四郎様は……」

　神妙に言いかけ、彼ははっとしたように言葉を吞のんだ。

「……出過ぎたことを申しました。どうかお許しください」

　余計なことを言ってしまったと後こう悔かいしているのか、複雑そうな表情になっている。

　有紗はそれ以上追つい及きゆうしなかった。

　けれど、言いにくそうな彼の様子から訳ありだというのを強く感じて、またも動揺するのを止められなかった。







　気まずい空気のまま作業を続け、昼食を挟はさんで、有紗は一人で図書室に戻った。

（京四郎さんの許嫁……か）

　頭の中はそのことでいっぱいだった。

　どんな女性なのだろう。彼とどんな話をしたのだろう。彼は彼女には優やさしくしてあげたのだろうか。彼は彼女を──。

（お好き……だったのかな……）

　桂は途と中ちゆうで言うのをやめてしまったが、あの後にはこう続いたのではないだろうか。

『今でも京四郎様は、その方のことが忘れられないのです──』

「……」

　なんだか胸の奥がちくちくして、有紗は両手で押さえた。

　謎なぞの多い京四郎だが、こんな秘密は知らなくてもよかった──かもしれない。

（どうして破談になったのかしら。京四郎さんが侯こう爵しやく様の実子じゃないから？　ううん、そんなことは関係ないはずだわ。養子をとっていらっしゃる華か族ぞくなんて他ほかにもあるもの）

　一体何があったのだろう。気になるが本人に訊いてみるわけにもいかない。かといって、桂の様子からして使用人たちも教えてはくれなさそうだ。

（というか……わたし、これから京四郎さんにどんな顔をして会えばいいの？）

　気を遣つかいすぎて罵ば倒とうの言葉も出てこない気がする。

　あまりの動揺に、慧一郎と菫子の婚約のショックなど吹ふき飛んでしまったのも気づかないまま、有紗は悶もん々もんとしながら作業を続けた。

　外部に貸し出され、戻ってきた本を乾かわいた布で拭ふき、項こう目もくごとに分けていく。ある程度たまったら手押し車に載のせて書しよ棚だなに戻しに行く。その繰くり返しだ。没ぼつ頭とうしたおかげで順調に本の山は減っていった。

「あら……これもだわ」

　処理していくうち、京四郎の書しよ斎さいのものがいくつか出てきた。紛まぎれ込んでいたらしい。

　どうしようかと考えた末、同じように乾から拭ぶきしてから、まとめて戻しに行くことにした。

（とにかく今はお仕事をするのが第一だわ。お給金をいただくんだから）

　許嫁云うん々ぬんのもやもやを無理やり頭の中から追い出して、足早に二階へ向かう。

　京四郎は応接間で客と会っている頃ころだから不在だろうが、書斎に出入りするのは許可されているし、場所もわかっている。目当ての部屋のドアが少し開いていたので、身体からだで押して開けようとした。

「──どうしたらいいのですか？」

　ふいに細い女の声がしたので、有紗はどきりとして立ち止まった。

　声はドアの向こうから聞こえた。無人だと思ったのに誰だれかがいたらしい。

（でも、誰？）

　気になったのは、声が泣き出しそうに震ふるえていたからだった。使用人の誰かが叱しかられているのかと、つい耳を澄すましてしまうと、同じ声が続いた。

「こんな気持ちで……本当に婚約なんてしてもいいのかしらって。このまま自分をごまかしていても、わたくしも、あの方も幸せになれないのじゃないかしらって……」

（……婚約？）

　内容からも口調からしても、使用人ではなさそうだ。

「どうしたらいいのかわかりません。わたくし……忘れられないのです」

「……」

「他の方のことをこんなふうに気にしたままで嫁とつぐなんて……。いっそ婚約をお断りするべきだとも考えました。でも世間にも知られてしまって、わたくし一人の力ではもうどうすることもできない……」

　女性が憔しよう悴すいした声で切々と訴うつたえているのに、相手は一言も発しない。

　一体これはどういう話なのだろうと、固かた唾ずを吞んで本を抱かかえ直した時だった。

「あなたはこれでいいと本当に思っていらっしゃるのですか？　あのことを胸に秘ひめて、素知らぬ顔でわたくしが他の方と結けつ婚こんしてもいいと？　──京四郎さま」

　思いがけない名が出てきて、有紗は耳を疑った。

（え？　お話の相手は京四郎さんなの？）

　訪ねてくる客というのはこの女性のことだったのだろうか。しかしなぜ応接間ではなくこんな私的な場所で会っているのだろう？

　戸と惑まどっていると、冷静な声がした。

「答えは一つしかない。昔のことは忘れて、彼と結婚するんだ」

　京四郎の声だった。

「でも、わたくしは──」

「それで君を不誠実な女だとは誰も思わない」

「できません」

「忘れろ」

「どうしてそんな……。わたくしだって、一度は烏丸の家に入る覚かく悟ごをしましたのに……今になって何もなかったことにはできません」

「……」

「このままでは、あなたお一人がつらい思いを……」

　堪こらえきれなかったのか女性の声が涙なみだでゆがむ。

　有紗はごくりと喉のどを鳴らした。どうやら二人の間にはただならぬ因いん縁ねんがあるようだ。

　このまま聞いていてもいいのだろうかとうろたえていると、京四郎がため息をついた気配を感じた。

「──菫子」

　静かな声に、一いつ瞬しゆん遅おくれて、有紗は叫さけびそうになった。

（菫子？　……ええっ!?）

　口を手で押さえて堪え、何度も今の声を頭の中で繰り返す。

　そんな特とく徴ちよう的な名前の人が他にいるわけがない。彼の客というのは北御門菫子だったのか？

　考えてみれば有紗は菫子の声を知らなかった。彼女は学校ではいつも一人で物静かに過ごしていたし、誰かと言葉をかわしているのを見たことがない。先日のパーティーで挨あい拶さつした時も、そういえば無言で会え釈しやくしただけだった。だからすぐにはわからなかったのだ。

（え？　えっ？　ど、どういうことなの？　京四郎さんと菫子さまが、どうして？）

　両者に面識があったのも知らなかったし、どんな繫つながりでどんな関係なのかも見当がつかない。

　どうしてこんなふうに、密会ともいえるようなことをしているのかも──。

　混乱してわけがわからなくなっていると、京四郎のゆっくりとした声が聞こえた。

「烏丸家の嫁よめより、慧一郎君の妻のほうが君に似合っている。彼と幸せになれ」

「……京四郎さま……」
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「いつまでも過去に縛しばられるな。君はもう忘れていいんだ」

　女性が──菫子がすすり泣いている。

　なんともいえないような優しい京四郎の声に、有紗は呆ぼう然ぜんと立ちつくした。
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　もはや、憧あこがれの従兄いとこと上級生が婚こん約やくしたショックなど星の彼方かなたへ吹き飛んでいた。

　衝しよう撃げきの密会をのぞいてしまってから一日。

　有紗は学校の教室で、席につくなり悶々と考え込んでいた。

（あの会話からして、どう考えてもただならぬご関係よね……）

　少女小説が流行はやっているせいでそちらの知識だけはあるのだが、男女の交際となるとそうはいかない。自由恋れん愛あいが広まってきたとはいえ、女学校ではそういうことは〝不良のすること〟だと教えられている。先進的な母がいるせいで有紗自身は否定的な目では見ていないが、自分の世界からかけ離はなれた事態であるのは間ま違ちがいなかった。そのせいか頭がついていかないのだ。

（烏丸家の嫁って仰おつしやってたけど、どういうこと？　一度はそうなる予定があったの？　も、もしかして、京四郎さんと菫子さまって、恋愛関係だったとか!?　そう仮定してみるとあの時の会話もしっくりくるけど、でも……）

　思わず頰ほおを押さえる。あの京四郎が誰かに愛を囁ささやくというのがどうしても想像できない。

（そういえば……京四郎さんが元気がなかったのって、菫子さまの婚約が発表された頃くらいからだったわ。ひょっとして落ち込んでいらしたのかしら）

　昨日は、二人の会話を聞いてからというもの、彼の顔をまともに見ることができなかった。どうしたらいいかわからなくて、帰りに送ってもらった時もほぼ無言だった。

　彼のほうも考え事をしていたようで何も言ってこなかったし、お茶も飲まずに帰ってしまった。あれは菫子の訪問に動どう揺ようしていたからかもしれない。

　涙ながらに訴えていた菫子の細い声を思い出すと、ちくりと胸が痛んだ。

（お二人は……好き合っていらっしゃるのかな……）

　どちらも名家の生まれだから家格はつりあう。だが、だからといって交際できるわけではない。それぞれに家の事情があるのだし、ましてや名家の出身だからこそ自由恋愛は難しいはずだ。

（どうしよう。こんなこと、慧兄さまに言えないし）

　婚約を喜んでいた慧一郎が知れば悲しむだろうし傷つくだろう。報道された今、東京中に知られているから婚約解消なんてできるわけがない。

　おろおろと頭を抱えて悩なやんでいた有紗だったが、やがて意を決して立ち上がった。

（とにかく、わたしにできる範はん囲いで事実を確かめてみよう。そうすれば何か解決策が見つかるかも！）

　一限目の授業が始まるまで時間がある。情報収集ならできそうだ。







　華か族ぞくの中で煙けむたがられているという烏丸家はともかく、北御門家のほうはあちこち交友があるはずだと踏ふんで、まずは菫子のお家事情を知っていそうな級友たちに聞き込みをしてみた。

「菫子さまのご兄弟？　確か、お姉さまが一人いらしたはずよ。お婿むこをもらってお家を継つがれるみたい」

　教えてくれたのは諏す訪わ山やま男だん爵しやく家令れい嬢じようの千ち代よ乃のだ。有紗はどきどきしながら身を乗り出した。

「その、お姉さまのお婿さまって、ひょっとして帝てい大だいのご出身？　お歳としは二十五歳くらいじゃないかしら？」

　京四郎と菫子の接点。年ねん齢れいが離れていることからして、兄弟の友人知人という線はある。

（お婿さまが京四郎さんと学友だったのかも。それで菫子さまとお近づきに！）

　固かた唾ずを吞のむ有紗に、千代乃はきょとんとして首を振ふった。

「確かに帝大のご出身だけれど、お歳はもっと上よ。三十路みそじくらいだったかしら」

「そう……」

　同期ですらつきあいのなかった京四郎が、五つ年長の先せん輩ぱいと親しいというのは考えにくそうだ。

「じゃあ、菫子さまとお親しい華族のお家って、どちらかご存じない？」

　真しん剣けんな顔で聞き込みをする有紗に気づいてか、他ほかの級友たちが何事かと集まってくる。彼女たちは一様に首をひねった。

「確かお父さまがご病気だとかで、あまり社交の場に出ていらっしゃらないと聞いたことがあるけれど」

「お母さまのご実家の十じゆう条じようさまとはお付き合いがあるんじゃないかしら」

「お姉さまはお友達がたくさんいらっしゃるみたいよ。わたくしの姉がね、もう嫁とついだんだけど、よくあちこちの会合でお会いすると言っていたわ」

　華族や政財界重じゆう鎮ちんの令嬢たちばかりだが、憧れの上級生といえど実家の交友関係には疎うといのか、これといった情報が出てこない。有紗はたまらず、ずばりと訊きいてしまった。

「じゃあ、烏丸侯こう爵しやく家とはお親しいのかしら？」

　級友たちがぽかんとして見つめてくる。

「烏丸侯爵？　さあ……」

「聞いたことがないけれど……」

「有紗さんのほうがお詳くわしいんじゃなくて？　なんといっても従兄のお兄さまが菫子さまとご婚約なさったんだもの」

　痛いところを突つかれ、有紗はぐっと詰つまった。──詳しく事情を知っていたのなら、こんなに悶もん々もんとすることもなかったのだが。

「来週にお披ひ露ろ目めのパーティーがあるんでしょう？　有紗さんも出席なさるのよね？」

「羨うらやましいわぁ。菫子さまの晴れ姿を間近で見られるなんて！」

「有紗さん、ぜひ詳しよう細さいな取材をお願いしますわね。見られないわたくしたちの分まで！」

　途と端たんに話がそれてきたので、有紗は「ええ、わかりましたわ」と笑え顔がおで応じ、そそくさと場を離れることにした。

（お家同士のお付き合いまで詳しくご存じな方って、そうそういないのね。馨叔父おじさまだったら、もしかしたら……ううん、だめだわ。うっかりして京四郎さんたちのことが知られちゃったら大おお事ごとだもの）

　考え込みながら教室を出ようとすると、廊ろう下かを誰だれかが小走りにやってくるのが見えた。

「あら、ごきげんよう、有紗さん！　先生はまだいらしてないわよねー？」

　寝ね坊ぼうでもしたのか慌あわてたように駆かけてきたのは、鈴子だった。

　有紗はひらめき、やってきた彼女の腕うでをがしっとつかんだ。校内一の情報通の彼女なら何か知っているかもしれない。

「鈴子さん、訊ききたいことがあるの」

「えっ、なあに？　取材ならいつも通り、情報料は宿題一日分で手を打ちますけど」

「取材ではなくて個人的な興味だけど、情報料は払はらいますわ」

　二人は情報を交こう換かんする時の常で、ひそひそと言葉をかわす。教師が来る気配がないのを確かく認にんし、有紗は思い切って持ちかけた。

「菫子さまのことなの。烏丸侯爵家と何か因いん縁ねんがないか、ご存じ？」

　彼女との間のやりとりは毎回直球だった。お互たがい口が堅かたいとわかっているからできることだ。

　意外な質問だったのか、鈴子は驚おどろいたように黙だまり込む。記き憶おくをたぐるように考え込んだが、彼女はやがて大きくうなずいた。

「菫子さまと、烏丸侯爵家……。ええ、聞いたことがあるわ」

「本当！」

　やはり、両者には過去に何かがあったのだ。

「わたしの婆ばあやがね、三み木き原はら伯はく爵しやくさまの女中頭がしらと懇こん意いなの。あ、三木原伯爵さまっていうのは、当時ひそかに仲人なこうど役を務められた方なんだけど。それで愚ぐ痴ちがてら話を聞いたみたい。婆やの情じよう報ほう網もうってすごいのよ。というより使用人の情報網ね。実はわたしもかなり利用させてもらっているんだけど──」

「ちょ、ちょっと待ってくださる。仲人役ってどういうこと？」

　眉まゆをひそめた有紗に、鈴子は深刻な表情になって顔を近づけてきた。

「菫子さまはね。以前、烏丸侯爵家の御おん曹ぞう司しと許いい嫁なずけでいらしたのよ」

「……！」

　予想外というべきか、予想通りというべきか。

　もたらされた衝しよう撃げき情報に、有紗は息を吞んで立ちつくした。
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　情報屋の鈴子いわく──。

　烏丸家と北御門家の間でひそかに婚こん約やくが取り決められたのは、菫子がまだ子どもの頃ころだという。彼女が年頃になるのを待って世間に発表することにしており、表向きは伏ふせられていたのだが、当人たちはすでに親しくなっていて互いの家を行き来していた。

　ところが、なんらかの事情があって、突とつ然ぜん婚約が解消されることになった。

　北御門家の依い頼らいで仲人を請うけ負った三木原伯爵は、張り切っていたところを急に破談になって大層立腹したらしい。最終的には、菫子の将来もあるからと怒いかりを収めたそうで表おもて沙ざ汰たにはならなかったが、使用人伝いに話が流れたようだ。

『破談の理由はわからないわ。菫子さまのご両親は頑かたくなに口をつぐまれていたそうだから。ご本人同士はとても親しくされていたそうだし、ご両家の間で何かあったのかもしれないわね』

　婆やから聞いたという話を包み隠かくさず披ひ露ろうしてくれた彼女は、同情した様子だった。

『あなたもお立場上気になると思ってお話ししたけれど、菫子さまがお気の毒だから、従兄いとこのお兄さまにはどうか内ない緒しよにしてあげてちょうだいね。お願いね……』

　鈴子からもたらされた話は、この一週間でだいぶかみ砕くだいて理解できるようになっていた。

（つまり──菫子さまはその過去にまだ決別しきれていらっしゃらなかった。それを京四郎さんに訴うつたえにいらしたけれど、京四郎さんは菫子さまを諭さとして、慧兄さまとの結けつ婚こんを勧すすめた……この前の会話はそういうことだったんだわ）

　紅茶を淹いれながら考えるうち、有紗は知らず知らず沈しずんだ表情になっていた。

　事情を知ったことでいくらか冷静になれたものの、複雑な気持ちは大きくなるばかりだった。

　お家の事情で引き裂さかれた、仲のよかった許嫁同士。それを思うと可哀かわい相そうでたまらないのだが、だからといってどうすることもできない。

　かといって何も知らないであろう慧一郎のことを考えると、二人に同情するのが後ろめたくなってくる。祝福されて嬉うれしそうに笑っていた彼を思い出し、有紗はため息をついた。

（……慧兄さまが嫌いやな思いをしなくて済むように、どうにかできないかしら……）

　彼が悲しむ姿を想像すると、それだけで胸が苦しくなる。だがどうすればいいのかわからない。

「──おい。こぼれるぞ」

　怪け訝げんそうな声に、はっと有紗は我に返った。

　カップに注いでいた紅茶があふれそうになっているのに気づき、慌ててポットを引っ込める。

　今日は日曜日。烏丸邸ていで労働中、お茶の時間をとっているところだったのだ。考え事のしすぎで手元が疎おろそかになってしまった。

「失礼しました、どうぞ」

　ぎこちなく笑みを浮うかべ、有紗は京四郎の前にカップを置く。彼の視線を感じたが、目をやる勇気がなかったので、繕つくろうように話を向けた。

「京四郎さん、最近お仕事に出かけませんね。毎週お屋や敷しきでの作業ばかりで」

　ここ数週間はずっと邸内での仕事を言いつけられている。有紗としては働くのならどこでも構わないのだが、本来なら忙いそがしいであろう彼が外での仕事に行かないのが不思議だった。

「引きこもっての仕事は不満か」

「そうじゃありませんけど……」

「外に出たいのならいつでも散歩してきて構わないぞ」

「お仕事しに来てるんですよ。散歩なんてしません」

「なら昼ひる寝ねでも」

「しませんってばっ」

　いつものようにまぜっかえしているようでいて、いまいち切れがない。それも菫子のことで上の空だからなのだろうか。──そう思ったら、なんだかもやもやとしたものが胸にこみあげてくる。

　はたと目が合い、訝いぶかしげに見られているのに気づいて、有紗は急いで表情をつくろった。

「ええと、その……、そう、本のことです！　京四郎さんの書しよ棚だなにあったものをまた見せていただけないかなと思って」

「女学生の琴きん線せんに触ふれるものでも見つけたか」

「そうじゃなくて、指輪の呪のろいを解く方法を見つけたいんです。早く解けないと大変でしょ。いつまでもわたしの〝下げ僕ぼく〟をやらされるなんて、嫌でしょう」

　以前も何度か書棚を見せてもらったことがある。これぞという本を抜ぬき出してはページをめくってみたが、結局は指輪に関するものは見つけられなかった。

　そのことも近ちか頃ごろでは重く心にのしかかっていた。

（指輪さえなかったら、京四郎さんはわたしに構わず他ほかのことに専念できるはずなのに。お仕事とか……菫子さまの説得だとか）

　ありがたいことに雇やとってもらったおかげで生活できているし、本を読ませてもらったり勉強もできている。本当に感謝しているのだが、自分の存在が彼の生活を縛しばり付けていることに気づいてしまうと、申し訳なさで焦あせりを感じるようになった。

　しかし有紗の葛かつ藤とうをよそに、彼は興味がなさそうな顔でカップを口に運んでいる。

「別に嫌じゃないが」

「……どうしてですか？」

　子ども云うん々ぬんとからかいの言葉が続くのかと、身構えながら有紗は訊いたが、京四郎はそれについては答えなかった。

　カップを手にしたまま肘ひじ掛かけにもたれ、彼はなんでもなさそうに口を開く。

「まだ落ち込んでいるのか」

「えっ？」

「慧一郎君の婚約のことで」

　有紗はどきりとして彼を見た。

　これまではその件で何か言われたことなどなかったのに、どうして急に踏ふみ込んできたのだろう。

（……菫子さまのために、慧兄さまのことで探さぐりを入れようとしてるのかしら）

　胸のあたりが、きゅっと痛くなった気がした。

　気の毒だとは思うけれど、京四郎と菫子の仲を応おう援えんするわけにはいかない。自分は慧一郎の味方なのだから。

「平気です。いつまでも子どもじゃありませんから」

　なんとなくむすりとして返すと、京四郎が視線を向けてきた。

　彼は口を開きかけたが、思い直したようにカップを置いた。

「ここのところ来客続きでね。今日も予定が入っている」

「……？」

「さっきの質問の答えだよ。だから外出できない」

　唐とう突とつな話題の転てん換かんにきょとんとする有紗を一いち瞥べつし、京四郎がおもむろに腰こしをあげた。

「そろそろ依頼人が来る頃だ」

「あっ、じゃあわたし、お茶をお持ちします」

「いい。桂に頼たのむ」

　あっさり拒きよ否ひされ、有紗は不思議な思いで彼を見上げた。

「お茶をお出ししたらすぐ出ていきますけど……」

「いいんだ」

　仕事の邪じや魔まをされたくないのかと思って付け加えたが、彼は見向きもせず部屋を出て行こうとする。

　その態度に違い和わ感かんを覚え、有紗は彼を追いかけた。

「もしかして、わたしに会わせたくないようなお客様なんですか？」

　書しよ斎さいで密会していた菫子のことが脳のう裏りをよぎる。そのせいで嫌な言い方になってしまったことに気づいたが、引っ込みがつかなかった。

　京四郎が振ふり返る。いつもの冷たいような表情に、怪訝そうな色が浮かんでいた。

　彼が何か言いかけた時、控ひかえめなノックが響ひびいた。

「──京四郎様。お客様をお連れいたしました」

　有紗は弾はじかれたようにドアを見た。間がいいのか悪いのか、客が来たようだ。

　京四郎は少し眉まゆを寄せたが、諦あきらめたように「ああ」と返事をした。

　静かにドアが開き、桂が客を伴ともなって入ってくる。有紗は固かた唾ずを吞のんで見つめたが──。

「烏丸君、急に申し訳ない」

　急せいた様子で入ってきた青年を見て、目を瞠みはった。

「慧兄さま！　どうして？」

　硬かたい表情で現れたのは、なんと慧一郎だった。彼も驚おどろいたように足を止める。

「有紗ちゃん、来てたんだね」

「どうなさったの、一体」

「彼に相談したいことが急ぎであったから、時間を作ってもらったんだ。菫子さんのことで」

　客というのは彼だったのかと納なつ得とくしかけた有紗は、最後の言葉にぎょっと息を吞んだ。

（菫子さまのこと？　ま、まさか、あのことを知って問い詰つめにいらしたんじゃ!?）

　自分の許いい嫁なずけが他の男性と訳ありと知れば、彼としては黙だまってはいられないだろう。決着をつけに来たのかと有紗はうろたえて二人を見た。

「有紗君。君は退室してくれ」

　京四郎がちらりとも見ずに言ったので、ますます狼ろう狽ばいする。二人きりになって一体何をするつもりなのか。

（大変だわ！　修しゆ羅ら場ばになる前に止めなくちゃ！）

「……有紗ちゃん？」

　慌あわてて駆かけ寄って腕うでにしがみついた有紗に、慧一郎は不思議そうな顔をしている。

　振り向いてみると、京四郎が眉をひそめて見ていた。その剣けん吞のんな目つきに気づき、有紗は背筋が冷える思いがしたが、頑がんとして動かなかった。

「僕は構わないよ、居てくれても。聞かれて困る話じゃないし」

　慧一郎がとりなすように言ったので、京四郎もそれ以上強く出る気が失うせたらしい。仕方なさそうにまた椅い子すに腰を下ろした。

「それで、相談というのは？」

「実は……菫子さんの様子が近頃おかしいんだ」

　促うながされて席につきながら言った慧一郎に、有紗はどきっとする。様子がおかしい原因に心当たりがありすぎて動どう揺ようしてしまったが、続いたのは意外な言葉だった。

「ここしばらく、彼女のもとに不ふ審しんな手紙が届いているらしくてね。怯おびえているというか、ふさぎこんでいるようなんだ。あちらのご両親に聞いて訪ねてみたんだけど、彼女は何も言ってくれなくて……」

　深刻な表情で切り出した彼はいつもの優やさしい従兄いとこの顔ではなくなっている。そのことに驚きながらも、有紗は彼の傍そばに立ったまま聞き入った。

「その手紙の内容は？」

「見せてもらったんだけど……奇き妙みようなことに、全部白紙なんだよ。もちろん差出人も書かれていなかった。不気味ではあるけど、でも、怯えているのは他にも理由があるんじゃないかと思ってね。彼女は何か嫌いやなものを感じ取っているのかもしれない」

（白紙……）

　そんな手紙が何通も届いたら確かに気味が悪い。婚こん約やくが発表されて本来なら幸せなはずの時期なのに、動揺してしまうだろう。菫子のふさぎようを想像し有紗は表情をくもらせた。

「僕はあまり信心深いほうじゃないけど、呪いだとか、そういう話もあるだろう？　君のご実家の家業を思い出して、相談してみようと思ったんだ。このままじゃ菫子さんが可哀かわい相そうで……どうにかして安心させてあげたいんだ」

　京四郎は黙って考え込んでいる。真しん剣けんなその表情を見て、有紗はまた、もやもやしたものがこみあげてくるのを感じた。

（京四郎さんも心配なんだわ。そうよね。許嫁だった人だもの……）

「次の日曜に、正式な婚約披ひ露ろうのパーティーが開かれることになっているんだけど──帝てい都とホテルのホールで、大勢の客を招待しているんだよ。手紙の差出人が紛まぎれ込んで現れるんじゃないかと、それも心配でね。ただの悪戯いたずらじゃないような気がするから」

「警察にご連れん絡らくは？」

　たまらず口をはさんだ有紗に、慧一郎が軽く首を振る。

「そうしようとしたんだけど、菫子さんがそれだけはやめてほしいと言うんだ」

「でも、用心したほうがいいと思うわ」

「もちろん警備の人間は配置する予定だよ。僕も彼女から目を離はなさないでいるつもりだ」

「そう……」

　警察に報しらせたくないという菫子の気持ちもなんとなくわかる。祝いの席を物々しくしたくないのではないだろうか。けれどもやはり心配で、気分が重くなってきた。

　黙っていると、入れ替かわりのように京四郎が口を開いた。

「その手紙を見せてもらえないか？」

「ああ、もちろん。──これだよ」

　慧一郎が懐ふところから取り出した紙をテーブルに広げる。

　折り目がついているだけの、真っ白な紙だった。有紗はごくりと喉のどを鳴らしてのぞきこんだ。

「本当に何も書いてないのね……」

「陽ひに透すかしたりもしてみたけど、文字が浮うき出てくることはなかったね」

「あ、もしかしてあぶり出しじゃないかしら？　唯ちゃんがこの前やってたの。みかんの汁しるで字を書いて、それを乾かわかして、火であぶると字が出てくるのよ」

「残念ながらそれもなさそうだったよ」

　慧一郎が微笑ほほえむ。やっと少しだけ緊きん張ちようが解けた、そんな表情だった。

　有紗はなおも首をひねって考えていたが、京四郎を見てはっとした。

　手紙を見つめる彼は厳しい目をしていた。何か異変に気づいたようだと察し、思わず口元を押さえたが──。

（……!?　指輪が光ってる！）

　右手の人差し指、包帯で隠かくしたそこにある指輪が赤い光を放っていた。

　咄とつ嗟さに隠したが、慧一郎も手紙を見ている京四郎も気づかなかったようだった。有紗はおそるおそる赤い光を盗ぬすみ見る。

　規則的に明めい滅めつする光。こんなふうに光るのは初めてだ。

（この指輪が反応するということは、魔ま術じゆつがらみ……？）

　これまでの経験からしてその可能性は高い。ただの白紙ではなく魔術が施ほどこされているのだろうか。でも、なぜ？

　京四郎に言わなければと顔をあげた時、ふいに彼が口を開いた。

「話はわかった。当日は私も現場で警備につこう」

「本当かい。ありがとう」

　ほっとしたように慧一郎が表情を崩くずす。有紗はすかさず身を乗り出した。

「わたしも行きます！」

「だめだ」

　にべもなく返され、あまりの即そく答とうぶりに有紗はたじろいだ。

「どうしてですか？　どのみち、わたしも親しん戚せきとしてお呼ばれされてるんですから──」

「どうしてもだ」

　聞く耳もたずといった冷たい態度に戸と惑まどったものの、今度は反発心がわき起こってくる。

「わたしに来て欲しくないんですか？」

　菫子と会うから──邪じや魔まをされたくないから。そうなのだろうか？

　抗こう議ぎするような言い方になったのをどう思ったのかはわからない。

　京四郎が一いつ瞬しゆん黙だまり、静かに言った。

「そうだ」

「……」

「来ないでくれ。頼たのむ」

　彼らしくもなく優しい、下した手てからの言葉。

　本当に来て欲しくないのだというのが伝わってきて、有紗はそれ以上何も言えなくなってしまった。







　第三幕　乙おと女めと狙ねらわれた令れい嬢じよう







　六条家と北御門家主しゆ催さいの婚約披露パーティーは、帝てい国こく最高と謳うたわれる帝都ホテルで開かれた。

　財ざい閥ばつと名門の両家だけあって招待客は多た岐きにわたっている。財界人や政治家の有名どころもちらほら見受けられた。

　いつもなら興きよう味み津しん々しんで列席者に見入るところだが、今日はそういうわけにはいかない。有紗は神しん妙みような顔で会場の入り口を見張っていた。

「いい？　玲ちゃん。あやしい人がいたらすぐに教えてね」

　菫子に白紙の手紙を出した人物がもしかしたらやってくるのではと慧一郎は心配していた。その可能性が高いのは同意だったので、離れたところから監かん視しすることにしたのだ。

　一人でやるつもりだったのだが、どうせ手持ち無ぶ沙さ汰ただからと玲弥も付き合ってくれている。

「でもさ、本当にあやしい人がいたら、僕たちの前にホテルの人が止めるんじゃないかなぁ」

「それならそれでいいのよ。でも見落とすということもあるでしょ。監視の目は多い方がいいじゃないの」

「こんな場に一目でわかるようなあやしい人が現れたら、目立ってしょうがないと思うよ。変装してくるんじゃないのかな」

「そうなのよ。だからそれも考えつつ見張るの。紳しん士し淑しゆく女じよだからって見み逃のがしちゃだめよ」

「基準が難しいよ……」

　困ったようにぼやきながらも、玲弥は律りち儀ぎに客たちを見ている。

　──先週の日曜日。

　烏丸邸ていから帰る慧一郎を追いかけ、有紗はパーティーに出席させてほしいと頼み込んだ。もちろん、京四郎には内ない緒しよでという条件つきでだ。

　京四郎とのやりとりを見ていた彼は、何か感じるものがあったらしい。『親戚なんだから遠えん慮りよしないでおいで』と優しく言ってくれたため、こうして玲弥と二人で来ることになったのだ。

　ただ、あれ以来京四郎とはぎくしゃくしてしまっている。あの時の彼の態度が不満で、心にこびりついたようにすっきりしない。

（京四郎さんも来ていらっしゃるはずだけど……見つからないようにしなきゃ）

　咎とがめられたとしても帰ったりするものかと思いながらも、少し後ろめたい気持ちもあって、あまり元気が出てこなかった。

「そろそろお客さんたちが途と切ぎれそうだよ」

　玲弥が指し摘てきしたとおり、受付を訪おとずれる客たちはだんだんまばらになっていた。今のところ目立っておかしな客は一人もいない。

「お客の中にいるとは限らないかもしれないよ。ホテルの従業員だとか、いくらでも紛まぎれ込めそうだし」

「今日はご両家から使用人を連れてきているそうよ。従業員の代わりにね。慧兄さまがしっかりチェックしてらっしゃるはずだから、そっちはあまり心配していないんだけど……」

「じゃあ、演だし物関係の人たちは？　歌手とか奇き術じゆつ団とか呼んでるって言ってたよね」

　婚こん約やく発表の席で演し物というのも変わっているが、跡あと取とり息子むすこのためにと各方面のお偉えらいどころを山ほど招待しているから、彼らを楽しませようと伯父おじたちも気合いが入っているのだろう。

「会場入りするところは見たんだけど、全員の顔を知っているわけじゃないのよね……。わたし行ってみるから、玲ちゃんはここで見張っててくれる？」

「一人で？　危ないよ、僕も行くから」

「手分けしたほうがいいわ。時間もないし」

「でも──」

　玲弥が何か気づいたように受付のほうを指さした。

「次のお客さんが来たよ、姉さん」

　はっとして有紗もそちらを見る。受付をしている背の高い男性を見て、思わず目を瞠みはった。

「伏ふし見みさまだわ！　ちょっとご挨あい拶さつしてくるわね」

　以前事件現場で会ったことのある警官の伏見が、その職業をまったく感じさせない笑えみを浮うかべて受付の男性と談だん笑しようしていた。彼が来たということは、やはり慧一郎は警察に相談したのだろうか？

「伏見さま！　こんばんは」

　小走りに駆かけ寄ると、気づいた彼がこちらを見て笑顔になった。

「おや、素す敵てきなお召めし物だ。お会いできると期待して来た甲斐かいがありました」

　今夜も慧一郎がくれたドレスを着ている。褒ほめられたのは素す直なおに嬉うれしかった。

「ありがとうございます。まさか伏見さまにこういう場でお会いできるとは思いませんでしたわ」

　素知らぬふりをして探さぐりを入れてみる。伏見がうなずいた。

「こう見えて一応、伏見銀行の頭取の息子ですからね。父と共にご招待していただいたんですよ」

　忘れていたがそういえばそうだった。銀行も経営する六条家にとっては商売敵がたきなのだが、次期跡取りのお披ひ露ろ目めの意味もあって伯父たちは多くの同業者も招いていたのだ。

「じゃあ、今日は警察官としていらしたわけじゃないんですね？」

「ええ、休きゆう暇か中ですから。──ひょっとしてまた何かありましたか？」

「えっ。いえ、なんでもありませんわ」

　少し迷ったものの、慧一郎が話していないようなら自分が言うことではないと思い、笑顔でごまかす。幸い疑われた様子はなく、伏見は微笑ほほえんだ。

「できれば二人きりでエスコートしたいところですが……お忙いそがしそうですね？」

　彼の目が有紗の背後に向いている。ついてきていた玲弥が、ぺこりと頭を下げた。

「弟の玲弥です。ちょっと二人で探し物をしていましたの」

「おやおや。お手伝いしましょうか？」

「いいえ！　お客様にそんなことをさせたら従兄いとこに叱しかられますわ。お気持ちだけいただきます」

　とんでもない、というふうに手を振ふってみせると、彼はそれ以上突つっ込んではこなかった。

「僕は構わないんですが、あなたが叱られるのは可哀かわい相そうですね。ではお邪魔しないうちにお暇いとましましょうか」

「どうぞごゆっくり」

　笑顔で会え釈しやくすると、伏見も笑みを見せて会場の中へ歩いていった。

　姿が見えなくなるまで見送り、有紗はほっと息をつく。

「あの人は？」

「東京警視庁の伏見さまよ。なんとか変には思われなかったみたいね」

「警察？　じゃあ例の件で？」

「ううん、違ちがうみたい。慧兄さまは警察に知らせてないって仰おつしやってたから」

　本当にごまかしてよかったのか、やはり相談すべきだっただろうかと一瞬不安がよぎった。けれど何も起こらなければ問題ないのだと、急いで打ち消した。

　受付ホールは人ひと気けがなくなっている。奥の会場からはここまでざわめきが聞こえていた。

「そろそろ始まりそうだね。お客さんもみんな来たみたいだ」

　受付係があたりを片付け始めている。客には招待状と照合して記帳してもらうことになっているのだが、それがすべて終わったらしい。

「……じゃあ、演し物出演者のほうに行ってみましょうか」

　演し物は食事の後に行われるはずだから、演者たちはどこか控ひかえ室のような場所に集まっているはずだ。慧一郎にもらったホテル構内図を確かめ、二人はそちらへと向かった。
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　有紗の心配をよそに、パーティーは滞とどこおりなく進んだ。

　各氏の挨拶後、食事が振る舞まわれ、その後は巷ちまたで話題の歌手や奇術団の催もよおしなどが始まった。特設舞ぶ台たいと観覧席が作られ、客たちが大勢集まっている。

　有紗は賑にぎわうその場から離はなれたところで、あたりを観察していた。

　玲弥と二人で演し物出演者の控え室に行ってみたが、特にあやしい者は見当たらず、劇団や芸能会社に所属した歌手や芸人ばかりだというのを聞いて首をひねりながら帰ってきたのだ。

（そんな人たちが菫子さまにあんな手紙を送るのも変だし……。一体どうなっているの？　わたしたちの考えすぎだったのかしら）

　今のところは何も起きる気配がない。杞き憂ゆうであったのならそれが一番だが、どうも気になっていた。

「玲ちゃん、もっと前で観みてきたら？　もうわたしに付き合わなくていいのよ」

　引っ張り回してしまったので気が咎とがめて勧すすめたが、玲弥は首を振った。

「いいよ、そんなに興味があるわけじゃないから。それより、今日はもう何もないのかもしれないね。もうすぐ終わる時間だし」

「そうね……」

　慧一郎と菫子はこの時間を利用して着き替がえと休きゆう憩けいをしているはずだ。パーティーが始まってからというもの客たちへの挨あい拶さつ回まわりで忙しそうにしていた。二人が別の衣い装しように着替えて締しめの挨拶に出てきた時が、パーティーの終わる時だ。

「あ──、お姉さま！」

　明るい声に呼ばれてそちらを見ると、緋早子が可愛かわいらしく手を振って駆けてくるところだった。和装しか見たことがないが、今夜は明るい橙だいだい色いろのドレスがよく似合っている。

「よかった！　お捜さがししていましたの」

「緋早子さんも来てらしたの？」

　受付を見張っていた時には見当たらなかったのにと驚おどろいて訊きくと、彼女は恥はずかしそうに頰ほおをそめた。

「実は、出がけに車が故障してしまって。それで遅おくれて参ったのです」

「まあ……大変でしたわね。でもお会いできてよかったわ」

「わたくしもですわ！」

「今日はご両親とご一いつ緒しよに？」

「はい。それと、飛鳥あすか井いさんにもお供していただいています」

　彼女の後ろから遠えん慮りよがちに近づいてきた青年が頭を下げた。有紗はまたもや驚いて彼を見つめた。

「まあ。お久しぶりです、飛鳥井さん」

「ご無ぶ沙さ汰たしています。有紗お嬢じようさん」

　学生服姿の彼は、有紗を見ると屈くつ託たくのない笑えみで挨あい拶さつした。

　他ほかの客たちも使用人や書生を連れてきているから、彼が来たのも珍めずらしくはない。四しノの宮みや邸ていの書生だった彼は松小路家に移ったそうだが、うまくやっているようだ。

「奇き術じゆつ団が来ているのでしょう？　わたくし、観るのは初めてなのです。父にそういう興行へいくのを止められているものですから」

　緋早子がわくわくしたように舞台のほうへ目をやる。はしゃいだ様子なのが微笑ましかった。

「あ、あれが奇術師？　変わった恰かつ好こうですのね。ふふ、怪かい人じんってあんな感じなのかしら」

　舞台上に立った黒いマントに帽ぼう子し姿の男を興きよう味み津しん々しんで観ている緋早子に、飛鳥井は少し苦く笑しようしている。

「もっと近くでご覧になったら、緋早子さん」

「ええ、じゃあお姉さまも──」

　にこにこしながらこちらを見た彼女が、はっと口をつぐむ。玲弥がいることに気づいたらしい。有紗はあらためて紹しよう介かいした。

「玲ちゃん、こちらは女学校の下級生の松小路緋早子さんと、書生さんの飛鳥井さんよ。弟の玲弥です」

「初めまして。姉がお世話になっています」

　玲弥が礼れい儀ぎ正ただしく挨拶する。彼の存在に初めて気づいたからか、それとも同世代の男性を前にして緊きん張ちようしたのか、緋早子はもじもじしながらお辞じ儀ぎをした。

「こちらこそ……お世話になっております」

　飛鳥井も一礼して、玲弥を興味深そうに見ている。弟というには大きすぎるから意外に思っているのだろう。

　本来なら彼女のように天てん真しん爛らん漫まんに宴うたげを楽しんでもいい年とし頃ごろなのに、妙みように分別のある弟が不ふ憫びんになり、有紗はそっと玲弥の腕うでを押した。

「ねえ、玲ちゃん。緋早子さんを舞台のほうに連れていってあげてくれない？　ここからじゃよく見えないもの」

「えっ？」

　なぜ自分が、というような怪け訝げんな顔をした彼に、声をひそめて言ってやる。

「女の子二人じゃ良い席が確保できないわ。よく見えそうなところまで案内してあげて」

「いいけど……」

　素す直なおな彼は姉の思おも惑わくには気づかなかったようだ。頰を赤くしている緋早子を自然に促うながした。

「じゃあ行きましょうか？　緋早子さん」

「えっ！　はっ、はい」

　いきなり下の名前で呼ばれてびっくりしたらしく、緋早子は拒こばむ様子もなく彼と二人で舞台のほうへ歩いていった。

　有紗は二人の後ろ姿を満足げに見送っていたが、くすくすと笑う声に気づいて振ふり向いた。

「有紗お嬢さん。ひょっとして、あのお二人をくっつけようとなさっているんじゃありませんよね？」

　飛鳥井が面おも白しろそうに見ているので、慌あわてて首を振る。言われて初めて軽けい率そつだったかもしれないと気づいたのだ。

「違ちがうんです、そんなつもりはありません！　緋早子さんのお父さまに言いつけないでください！」

「そんなことはしませんよ。でも、どうして？」

　楽しげに見つめられ、赤面しながら弁解する。

「有名な歌手や奇術団の舞台ですもの。あれくらいの年代の子なら誰だれだって興味があるでしょうに、弟はそういうことを表に出さないんです。わたしにつきあってこんな隅すみっこにいなくてもいいのにと思って……。ごめんなさい、緋早子さんを利用するようなことをして」

「自分に謝られることはないですよ。緋早子お嬢さんだって嬉うれしそうでしたし。有紗お嬢さんは弟思いでお優やさしいですね」

　有紗は曖あい昧まいに笑みを返した。優しいというのとはちょっと違う気がする。

「……弟がわたしを真似まねて控えめにしようとするのが、嫌いやなだけなんです」

　六条家の恩おん恵けいを受ける権利があると、慧一郎は言ってくれた。あの言葉を玲弥にはそっくり言ってあげたい。

　飛鳥井は少し黙だまったが、気を取り直したように話を変えた。

「そのドレス、すごく素す敵てきですね。よくお似合いですよ」

　本日二人目の褒ほめ言葉に、有紗も気持ちを切り替かえて微笑ほほえむ。

「ありがとうございます。従兄いとこが贈おくってくれましたの」

「従兄というと、今日の主役の？」

「はい。綺き麗れいな布地を見つけたから、って」

「それであなたに似合いそうだから？　なかなか慧けい眼がんですね」

　感心したような言い方が楽しくて、有紗は思わず笑みをこぼした。

　思えば、慧一郎の婚こん約やくで落ち込んでいた頃ころはなんと平和だっただろう。こんなふうに笑ったのは久しぶりな気がした。

　ふいに舞台のほうで歓かん声せいがあがったので目をやると、黒いマントの男が奇術を披ひ露ろうしたところのようだった。盛り上がっているのを見るに大成功したのだろう。

「お嬢さん、もしかして何かありましたか？」

　急に飛鳥井が言ったので、目線を戻もどすと、彼が心配そうに見つめていた。

「え？　どうしてですの？」

「元気がないように見えたので。悲しいことでもあったのかと……」

「嫌だわ、そんなふうに見えました？」

「はい」

　彼は真面目まじめな顔でうなずき、あらたまった声で言った。

「もし困ったことがあるのなら、周りの大人に相談したほうがいい。いや、そうするべきです」

「ええ、でも……」

「あの方には言えないことですか？　いつも学校の迎むかえにいらしている……」

　京四郎のことを知っているのかと驚いて見つめると、彼は恥じたように目を伏ふせた。

「すみません。ずっと気になっていたもので。どういうご関係なんだろうと」

「あ……、父のお知り合いなんです。それで時々面めん倒どうを見ていただいています」

　名目上の関係をいつものように説明する。実際はもっと複雑なのだが、ここしばらくますます複雑化しているのを思い出し、自然と声が小さくなった。

「信しん頼らいなさっているんですね。お父上も、あなたも」

「いい方ですもの。恐こわそうに見えますけど、優しいんです……」

「でも、相談はできない」

　どきりとして有紗は顔をあげる。京四郎本人に何も訊けずに悶もん々もんとしているのは事実だ。

　飛鳥井が神しん妙みような顔で見つめている。

「自分でよかったらうかがいますよ。何かお悩なやみなのなら」

　どうしてそんなに親身になってくれるのか、それともそういう性しよう分ぶんなのだろうか。不思議に思いながらも、気にかけてもらったことが嬉しく、有紗は心からの笑みを浮うかべた。

「ありがとうございます。でも、お気持ちだけで。とある方の重大な秘密に関することなので、口外できないんです」

「そうですか……」

「せっかくのお申し出を無下にして、ごめんなさい。本当に嬉しかったですわ」

「いえ。お嬢さんがそう仰おつしやるなら」

　飛鳥井は笑って首を振ると、有紗の隣となりに並んで壁かべにもたれた。

　舞ぶ台たいに立つマント姿の奇術師に目をやっていたが、ふと思い出したように目線を戻す。

「そうだ。お嬢さん、清きよ辻つじ京きよう助すけという名に心当たりはありませんか？」

「清辻……？　いいえ、初めてきくお名前です」

　飛鳥井の表情が微び妙みように動いた。

　動どう揺ようしたように見えたが、すぐに彼はもとの笑みに戻って「そうですか」と言った。

「どなたなんですか？」

「いやあ、新進の作家ですよ。というか自分の学友なんですが。売れてるんだと言い張るので、本当なのか確かめたくて。お嬢さん、学校新聞を作っていらっしゃるでしょう？　だったら流行にも敏びん感かんじゃないかと思いましてね」

「勉強不足でお恥はずかしいですわ。後学のためにも詳くわしく教えていただけます？」

　流行のものは取材と称しようして一通り見ているつもりだが、まだまだ知らないことは多いのだ。良い機会だからと身を乗り出したが、飛鳥井はにこりと笑って指さした。

「お嬢じようさん、自分にも取材してくださっているんですか？」

　いつのまにか愛用の手帳を手にしているのに気づき、有紗は慌てて後ろに隠かくした。

「ごめんなさいっ、いつもの癖くせで」

「構いませんよ。どうぞ」

　楽しげに飛鳥井が手で促したので、つられて微笑む。

　どうしてなのか、彼には警けい戒かい心しんを抱いだかせない魅み力りよくのようなものがある。それどころか、彼と話していると気がかりが薄うすれていくような感じがした。

「じゃあ、飛鳥井さんのことをお訊たずねしてもいいですか？」

「もちろん。光栄です」

「飛鳥井さんは、どちらのお生まれなんですか？」

「甲こう州しゆうです。地元の中学を出てこちらへ来ました」

「甲州……。行ったことはありませんけど、いいところなんでしょうね」

　何気なく有紗は言ったが、相づちが返ってくると思いきや、飛鳥井は黙っていた。寂さびしそうに微笑んで目をそらしてしまったので、有紗は気になって見つめた。

（何かいけないことを言ったかしら……？）

「有紗お嬢さんは、ずっと東京ですか？」

　すぐにもとの表情に戻った彼が逆に質問してきたので、少しほっとしながら答える。

「生まれは鎌倉です。といっても全然覚えていないんですけれど。子どもの頃に東京に引っ越こしてきました」

「鎌倉？　……そうですか」

　意外そうにつぶやいた彼は、首をかしげた有紗を見て笑った。

「自分のような田舎いなか者ものから見ると、有紗お嬢さんは都会的でまぶしいですよ」

「そんな。田舎者だなんて思いませんわ。飛鳥井さん、役者さんみたいですもの」

　京四郎のように人形めいた容よう貌ぼうではないが、彼もなかなか整った顔立ちをしている。表情が豊かだからいい表現者になれそうだ。

「背が低いから役者にはなれません。なれても三枚目かな」

「そんなこと！」

「ああ、そういえば一つあった。なれそうな役」

「えっ？」

　飛鳥井がにっこり笑って片手をあげる。その手には花のついた小枝が握にぎられていた。

「うさんくさい奇き術じゆつ師の役なんてどうですかね？」

　差し出されたそれを、有紗は頰ほおを上気させて見つめた。

「まあ……桜？」

「早はや咲ざきの花でしょう。そこに生けてあったのを抜ぬいてきてしまいました」

　悪戯いたずらっぽく飛鳥井が目配せした先には、ふた抱かかえはありそうな花か瓶びんに山のごとく花が生けられている。

「今日のドレスの色にぴったりだ」

「本当……。でも、どうやって？　いつのまに？　全然気がつきませんでした」

「よくも悪くも手先が器用なんですよ」

　困ったように笑うので、思わずつられて笑えみがこぼれる。すると彼がどこかほっとしたような顔をしたので、有紗はふと気づいた。

（もしかして……元気づけてくださったのかしら）

　だとしたら成功だといっていい。少し憂ゆう鬱うつだった気分がなくなり、自然と笑えるようになったのだから。
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　それから二人は、しばらくの間とりとめのないことを話した。

　舞台では奇術師の芸が終わり、人気女優が流行歌を披露している。澄すんだ美しい歌声に客たちは聞き惚ほれているようだ。

「有紗ちゃん」

　ふいに呼ばれ、なんとなく舞台を見ていた有紗は驚おどろいて振ふり向いた。

　慧一郎が立っていた。彼を見るなり、思わず息を吞のむ。

「慧兄さま、どうなさったの？」

　休きゆう憩けい中の彼がここにいるのも奇き妙みようだったが、そんなことがどうでもよくなるくらい、彼の表情は尋じん常じようではなかった。ひどく青ざめ、うろたえているのがわかる。

「菫子さんを見なかった？　どこにもいないんだ」

　小声での問いに、目をむいて詰つめ寄る。

「いないってどういうこと？　みんなが護衛していたはずでしょ？」

「ああ……違ちがう、そうじゃないんだ。いなくなったんじゃなくて」

　混乱しているのか慧一郎が髪かみをかきあげながらうめく。

「消えたんだよ。僕の目の前で。控ひかえ室にいて、たまたま二人きりの時だった。ほんの一いつ瞬しゆん目を離はなした隙すきに……」

「消えた……!?」

　顔から血の気が引くのがわかった。

　そんな事態に遭そう遇ぐうした慧一郎が狼ろう狽ばいするのは当然だ。だが有紗はこれまでも人が突とつ然ぜん消えた事件に巻き込まれたことがある。だから別の意味で動揺してしまった。

（もしかして、魔ま術じゆつ絡がらみなんじゃ!?）

　白紙の手紙を見た時に指輪が反応していたのを思い出す。あれはもしや警告だったのだろうか？　そうだとしたら、誰だれにも言わずにいた自分のせいだ。

（どうしよう！　菫子さまが……！）

　足あし下もとがふらついたが、なんとか堪こらえ、有紗は慧一郎の腕うでをつかんだ。ショックを受けている暇ひまがあったら捜そう索さくに動かなければ。

「捜さがしましょう！　ホテルのどこかにいるはずだわ。急ぎましょう！」

「お嬢さん、どうかしましたか？」

「ごめんなさい飛鳥井さん、失礼しますっ」

　飛鳥井が深刻な顔で訊きいてきたが、説明する間が惜おしく、有紗は慧一郎と一いつ緒しよに会場を抜け出した。
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　菫子が消えたと慧一郎から連れん絡らくを受けた時、京四郎は彼らの控え室の隣りん室しつにいた。

　二人の周りには北御門家の両親や使用人がいたから、あからさまに姿を見せてはいい気はしないだろうと控えていたのだが、それが仇あだになったらしい。魔ま弾だん銃じゆうが反応したのに気づいて駆かけつけようとした時には遅おそかった。

　取り乱しながらも慧一郎が護衛たちに彼女を捜すよう指示をするのを見て、独自に捜索に走った。

　彼女が消えたという控え室をうかがってみたが、親族や使用人たちが集まってきていて入れそうにない。目視だけで調べた限り、異変はないようだった。

（菫子が【闇やみ】を生み出して入り込んだのか……。今の彼女なら【闇】を引き寄せたかもしれないが、もしそうなら気づくはずだ）

　日本古来の神しん道とう結界と、西洋からもたらされた魔術が共存する現代。時として両者の力がぶつかることでひずみが生まれる。この世界では【闇】と呼んでいた。

　大きな悩なやみを抱える者や、気持ちが弱くなっている者がそういった【闇】に引きずり込まれたり、あるいは自ら生み出してしまうこともある。その【闇】を破は壊かいするのが、京四郎の所属する機関の主な任務だった。

【闇】はなんの前まえ触ぶれもなくできるものではない。だから菫子が魅み入いられていたとしたら、近くにいた自分は必ず気づくはずなのだが──。

（兆候はなかった。引きずり込まれたか……）

　菫子の過去に関することでもあるから慧一郎には話せない。彼への説明を考えるのは彼女を見つけてからだ。

　控え室を離れ、見当をつけていた場所を捜すため足早に歩き出す。【闇】というだけあって薄うす暗ぐらい場所や湿しつ地ち帯などに生まれることが多い。まず初めにそれを捜すのが任務の常だった。

　庭への出口を目指して歩いていくと、手洗いから男が出てきた。

「──おや。お急ぎで、どちらへ？」

　親しげに声をかけてきたのは伏見だった。京四郎は持っていた魔弾銃をさりげなく隠かくす。

「ええ、ちょっと」

「有紗さんのところですか？」

　通り過ぎようとしていた京四郎は、足を止めて振り返る。

「彼女が、ここに？」

「ご存じないんですか？　弟さんと一緒にいらしていましたよ」

「……」

　やっぱり来たのか。大方、慧一郎に頼たのみ込んで招待してもらったのだろう。

　菫子が消え、その原因もわかってない今、有紗を放ほうっておくのは危険だ。白紙の差出人が想像通りの人物だとしたら、何をされるかわからない。

　菫子を捜すか有紗を追い出しにいくかと一瞬迷った時、伏見がゆっくりと近づいてきた。

「やはり彼女、あなたにとって特別な人のようですね」

　こんな時に冷やかしかと京四郎は内心舌打ちしたが、続いたのは思いがけない言葉だった。

「あなたがあまりに口が堅かたいものだから、別の道から探さぐろうと思いましてね。有紗さんのことを調べさせてもらいました。少しは進展があるのではと期待してね」

　横に並んだ彼は、前を向いたまま笑みを浮うかべている。

「彼女、一乗寺夫妻の実子ではありませんね」

「……」

「幼い頃ころに火事に遭あい、一家は離り散さんしています。それで一乗寺家に引き取られたそうで。実の両親は行方ゆくえがわかっていない。火事の原因も不明。奇妙な話もあったものです。一体、何が起こったのでしょうね」

　不ふ穏おんな内容とうらはらの朗ほがらかな声。京四郎はひそかに拳こぶしを握にぎりしめる。

　警察の捜そう査さ能力を甘く見過ぎていた。封ふう印いんされたはずの事件を探り出していたとは。

　どこまで知ったのだろう。ここまでならまだ、なんとでも言い繕つくろえる。だがこの先は──。

　動どう揺ようを探そうというのか、伏見がじっと視線を向けてくる。

「そうそう、彼女には兄が一人いたとか。訳あって離れて暮らしていたようですが、彼もまた行方が──」

「伏見さん」

　それ以上聞く必要はなかった。自分はすべて知っているのだから。

「そこまでにしてください。深入りしないほうが身のためです」

　脅おどしととられてもいい。どこかで釘くぎを刺さしておかねば取り返しがつかなくなる。

　冷たい声に怯ひるんだ様子もなく、伏見は目を逸そらさない。いつもうさんくさい微び笑しようをたたえている彼が、真顔で見つめていた。

「諦あきらめませんよ。あの男を捕とらえるまではね」

「……」

「しつこいのはご存じでしょう？　解決するまでお付き合いしてください」

　最後に笑えみを見せ、彼は悠ゆう々ゆうと廊ろう下かを去っていく。

　京四郎は眉まゆをひそめてそれを見送ったが、すぐさま身を翻ひるがえして庭へと向かった。
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　会場を飛び出した有紗は、慧一郎と別れ、必死に菫子を捜していた。

　今夜、ホテルは六条家が貸しきりにしている。そのためどこへ入っても咎とがめられることはないそうだが、それにしても広いホテルをしらみつぶしに捜すのは時間がかかりすぎる。一階から七階まで駆け回ったせいで額には汗あせが浮いていた。

「どこにいらっしゃるの……」

　菫子が消えた控え室にも入らせてもらったが、隠れられる場所はなかったし、どこかに通じているような通路もなかった。彼女の意志で消えたのではないのは間ま違ちがいないだろう。

（やっぱり、魔術が関係してるんだわ……）

　指輪が反応したのを京四郎に話していればこんなことにはならなかったかもしれない。後こう悔かいのあまり泣きそうになりながら、また一階まで見て回ることにして走り出した。

　客室のあるフロアと各階の手洗い、風ふ呂ろ、パーティーホールやレストラン。もう一度すべて見て回り、息を切らしながら一階までたどりつくと、あたりを見回した。

　最新のホテルだけあってめずらしい設備や場所がたくさんある。エレベーターという昇しよう降こう機きや、空中に浮いた庭園、噴ふん水すいのある玄げん関かんホール。どれも興味をそそるものばかりだったが、今は好こう奇き心しんなどわいてこなかった。

（あと見てないのは、演だし物出演の人たちの控え室と……肝かん心じんのパーティー会場くらいかしら）

　出演者の控え室は舞ぶ台たいで使う物であふれてごみごみしていた。あのどこかに菫子を隠せないだろうか？

　パーティー会場は人で賑にぎわっていたし、逆に紛まぎれ込ませることは可能かもしれない。木を隠すなら森にという理り屈くつもある。

　どちらも気になったが、ひとまず先に控ひかえ室へ向かうことにした。今なら舞台の最中で人は出で払はらっているだろうし、残っている人に事情を話して捜させてもらえばいい。

　結ゆい上げていた髪かみが乱れてきたので、思い切って崩くずし、いつものようにリボンだけ結ぶ。そうすると少し調子が出てきた気がした。

　人ひと気けのない廊下は一面が大きな窓になっており、庭園に面している。照明で反射したそこに走る自分の姿が映っていた。せっかくのドレスが台無しな身のこなしに気づき、有紗はなんとなくそちらを見た。

（──？　何？）

　奇き妙みようなものを見つけ、驚おどろいて目を凝こらす。

　上のほうから赤い光線がまっすぐこちらに向かって伸のびているのだ。思わず立ち止まってしまったが、やっと気がついた。

　赤い光線は自分の指先から出ているのだった。正確には、包帯で隠した指輪から──。

　はっとして光線の先を見上げる。あそこは確か空中庭園のある場所だ。

　今までにも指輪が光って不思議なことが起きたのを見てきた。きっと何かがあるのだ。

　指輪がぴかぴかと明めい滅めつする。白紙の手紙を見た時と同じ光り方だった。

（もしかして！）

　直感が走り、有紗は急いで光の指す方へと駆かけ出した。

　ホテルの支配人を捕つかまえて空中庭園への行き方を教えてもらい、一いつ旦たん庭に向かう。目指す場所へはそこから階段で上るとのことだった。いくつか設けられた上り口から一番近いところを選んで、有紗は駆け上った。

　庭は電灯が灯ともり、意外なほど明るかった。ここにも大きな噴水があり、水音が流れている。

　おそらくは夜も散策できるはずなのだが、今夜はパーティーが開かれているせいなのか人の姿はない。

　足音を忍しのばせ、有紗は慎しん重ちように見回しながら歩いた。指輪から伸びる光線は消えていたが、光はまだ明滅している。

（どこなの？　これ以上奥には行けないはず……）

　周囲は柵さくがあり、見晴らせるようになっているらしい。異国の庭園を模したのか植木が迷めい路ろのようになっているが、隠れる場所はない。

　そう思った時、かぼそい声が水音にまぎれて聞こえた。

「……こんなこと……もうやめてください……」

　見回すと、奥の木こ陰かげに人ひと影かげがある。灯あかりに照らされているのは長身の影と、間違いなく菫子だった。気づいた瞬しゆん間かん、有紗は叫さけんだ。

「何をしているのっ！」

　二人が振ふり向いたが、駆け寄った有紗はびくりとして足を止めた。

　菫子の手をつかんでいた影は、奇妙な身なりをしていた。長いマントをまとい、黒い帽ぼう子しをかぶって、さらには仮面をつけているのだ。舞台で見た奇き術じゆつ師しのようないでたちに不気味なものを感じながらも、拳を握りしめて近づく。

「その方に何をするつもり？　手を放はなしなさい！」

　仮面の男は黙だまってこちらを見ている。彼に捕とらわれた菫子は今にも気絶しそうなくらい蒼そう白はくな顔色だった。

「……おまえは？」

　初めて発せられた声は意外に若かった。

　有紗は怯んだが、キッとにらみつけて言い放った。

「賊ぞくに名乗る名はないわ。その方はわたしの憧あこがれのお姉さまよ。お怪け我がでもさせようものならただではおかないわ！」

　得体の知れない相手にこんな態度がとれたのは、必死だからなのもあるが、菫子を見つけて高こう揚ようしていたからかもしれない。危険を感じる余よ裕ゆうはなかった。

　男はしばし沈ちん黙もくしたが、何を思ったのか、菫子の手を放した。

　驚く有紗に、男はゆっくりと近づいてくる。

「なるほど。麗うるわしき乙おと女めの友情だな。──しかし」

　男は躊躇ためらいもなく、いきなり拳を有紗の腹に叩たたき込んだ。

「……っ！」

　強きよう烈れつな痛みと吐はき気がこみあげ、目の前が暗くなる。菫子の悲鳴を聞きながら、有紗はたまらず倒たおれ込んだ。

「お転てん婆ばも度を過ぎるとこういうことになる。覚えておくといい」

「……」

　言い返そうとしたのに声が出ない。菫子が攫さらわれると思い、懸けん命めいに手を伸ばした。

（やめて、菫子さまを連れていかないで！）

　男の足音が止まる。

「……おまえ、その指輪は……」

　息を吞のんだような声がした。何事かと有紗は顔を動かしてみようとしたが、目がかすんで見えなかった。

「やめて、やめてください！　その方は関係ないでしょう！」

　菫子が叫んでいる。

　無造作に腕うでをつかまれたが、ぐったりと身体からだが重く、動けない。

　もしかして口くち封ふうじに殺されてしまうのだろうかと、ぼんやりと考えた時だった。

「────有紗!!」

　激しい叫び声が響ひびいた。

　ばたばたと足音が入り乱れる。怒ど声せいが飛び、揉もみ合う気配がする。

　助けが来たのだ。そう気づいてほっとしたが、名を呼んだのが誰だれなのか確かめる間もなく、有紗の意識は暗くら闇やみへと落ちていった。







　第四幕　乙女の想おもいと兄の秘密







　新しく引っ越こした家は、いろんな部屋と建物と庭があった。

〝お父さま〟はここでお店をやるのだという。昔から薬を作っているのは知っているから、ここでそれを売るのだと聞かされ、有紗はなんの疑いもなく信じた。

　お店の前にある庭はがらんとしていて、門から石いし敷じきの小道が続いている。他ほかには特に何もない場所だったが、駆け回るにはちょうどよくて、一番の遊び場になった。

「前みたいに、お山でも遊びたいわねえ」

　周りに家ばかりある景色が珍めずらしくてそうこぼすと、一いつ緒しよにいた玲弥が不思議そうな顔をしたことがある。

「おねえちゃん、なに言ってるの？　お山って、どこのこと？」

「お山はお山よ。しろつめくさがいっぱい咲さいてるところよ」

「ぼく、しらない。行ったことないよ」

　あまりにも頑がんとして彼が言うので、喧けん嘩かになって──〝お母さま〟に訴うつたえたら、優やさしく笑って頭を撫なでられた。

「有紗ちゃん、きっと夢を見たのね。お山で遊んだ楽しい夢だったんでしょう」

　そう言われるとそんな気がしてきて、弟にごめんと謝って、それきり忘れてしまったのだが──。

　ある日、いつものように庭で遊んでいたら、門柱の陰かげから誰かがのぞいているのを見つけた。

　学生服に制せい帽ぼうをかぶった若い男の二人組。そう認めた瞬間、何かが頭の中でひらめいた。

（おにいちゃんだ！）

　お山で一緒に遊んだ人だ。やっぱり夢じゃなかったのだ。

　転がるようにして駆け寄り、彼らを見上げて食い入るように見つめた。

　けれど、驚おどろいた顔で固まっている二人を見るうち、じわじわと落らく胆たんが広がっていった。

（おにいちゃんじゃない……）

　彼らのうちのどちらも、有紗に白しろ詰つめ草くさの冠かんむりを作ってくれたあの人ではなかった。

「おにいちゃんたち、だあれ？」

　がっかりしながら訊きくと、二人は慌あわてたように顔を見合わせ、肘ひじで互たがいを突つつき合った。

「いや、あやしい者じゃないぞ。俺は馨、こっちは慧一郎っていうんだ。おまえたち、ここの子か？」

「うん」

「そうか。えっとな、俺はおまえたちの叔父おじさんなんだ。で、こいつはおまえたちの従兄いとこ……つまり、叔父さんっていうのはおまえたちのお母さんの弟で、従兄はおまえたちのお母さんの兄さんの息子むすこ──」

「兄さん。小さい子にそんな説明、まだ難しいよ」

　優しい顔をした人のほうがもう一人をたしなめると、その場に膝ひざをついて、目線を合わせてくれた。

「お名前教えてくれるかい？」

　微笑ほほえみかけられ、悪い人ではなさそうだと判断し、有紗はうなずいた。

「ありさ。この子は、れいちゃんよ」

「ありさちゃんと、れいちゃんか。僕たちはね、君たちのお母さまに会いに来たんだ。呼んできてくれないかな？」

「うん、いいわよ」

　有紗は後ろに隠かくれるようにくっついていた玲弥の手を引いて、家へと取って返した。

「お母さまー！　おにいちゃんたちが来たわー！」

　そこからは不思議な感覚だった。

　母おも屋やから出てきた母が目を丸くしている。〝おにいちゃん〟たちが笑え顔がおで駆かけ寄ってくる。

　歓かん声せいが沸わいて、みんなが嬉うれしそうで。

「あなた、馨さん？　まあ、慧一郎さんなの？　二人とも大きくなって！」

「姉さん！　今までどこにいたんですか、心配したんですよ！」

「こんなに大きなお子さんがいらしたんですね。可愛かわいいなあ」

「こいつ、妙みように子どもあしらいが上手うまいんですよ。一人っ子のくせして」

「従妹いとこなんだから、子どもだとか関係ないよ。ねえ？」

「とにかくおあがりなさいな。まあまあ、嬉しいわねえ」

　その光景を見ていたら、白詰草のお山の風景がゆっくりと薄うすれていくようで──。

「じゃあ俺は叔父らしいことをやるぜ。──ほーら！」

　いきなり高々と抱だき上げられ、有紗は目を瞠みはって馨を見下ろした。

「これからは時々遊びに来てやるからな！　楽しみにしてろよ」

　そう言ってにっこり笑った彼に、有紗は一いつ瞬しゆんで懐なついてしまった。

「うん！」

　抱っこされた安心感と、なぜか懐かしいような気持ち。

　お山の風景の上に、家ばかりの新しい住まいの景色がかぶさっていく。

　待ち侘わびていた人の顔が、若き訪問者たちの存在感にかき消され──。

　わずかに残っていた過去が自分の中から消えてしまったことすら、幼い有紗にはわからなかった。
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　気がつくと、そこは店の前の庭ではなかった。

　やわらかな布ふ団とんに横になっているのがわかり、夢を見ていたのだと有紗はぼんやりした頭で考えた。

　馨と慧一郎に初めて会った時の夢。あの時のことはうっすらとだが覚えている。

　ただ一つだけ不思議なことといえば──。

（……お兄ちゃんって、誰だれだっけ……？）

　夢の中の自分はその人のことを捜さがしていたようだったけれど、誰のことなのかわからない。

　なのにどうしてだろう。胸が詰つまって切ないような気分がこみあげてくる。

　何かが足りない、でもそれが何かわからない。寂さびしさと心細さを抱かかえていた小さい頃ころがよみがえり、じんわりとまぶたの裏が熱くなった。

「──姉さん？　気がついた？」

　覚えのある声に呼ばれ、ふっと意識が覚かく醒せいする。

　玲弥がのぞきこんでいた。綺き麗れいに整えていたはずの髪かみが乱れ、顔が強こわばっている。

「……玲ちゃん……」

　なんとか声を出すと、玲弥の表情が安あん堵どしたようにゆるんだ。

「よかった……。気分はどう？　あ、話すのがつらいなら無理しなくていいから」

　気き遣づかってくれる弟がいじらしくなり、大だい丈じよう夫ぶだという思いをこめて有紗はゆっくりとうなずいてみせた。

「ここ、どこ……？」

「ホテルの部屋だよ。さっきまでお医者さんがいたんだけど、姉さん眠ねむってたからちょっと席をはずすって──」

「お姉さまぁ！」

　どんっと勢いよく誰だれかに体当たりされ、玲弥が横によろける。

　彼に代わってのぞきこんできたのは緋早子だった。

「よかった！　本当によかったですぅ！　このままお目覚めにならないのじゃないかと、わたくし、心配で心配で……ッ。うっうっうっ」

「ひ……緋早子さん。ごめんなさいね、ご心配かけて……」

　涙なみだを浮うかべた彼女にしがみつかれ、有紗は目を白黒させた。若じやつ干かん息苦しかったが、そのせいかだんだん頭が明めい瞭りようになってくる。

　少しお腹なかのあたりが気持ち悪いのは、殴なぐられたせいだろうか。あの時のショックがよみがえり、ざっと血の気が引くような感覚がした。

（そうだわ。あやしい男が菫子さまを攫さらおうとしていて、それで……）

　思い出した瞬しゆん間かん、一気に背筋が冷えた。

「玲ちゃん、菫子さまは!?　ご無事なの!?」

　緋早子に押しのけられていた玲弥が、腕うでをさすりながら神しん妙みようにうなずいた。

「別の部屋で休んでいらっしゃるよ」

「ご無事なのね？　よかった……！　お怪け我がはないの？　あの男は捕つかまったの？」

「落ち着いて。姉さんが間に入ったおかげで、菫子さまは無傷だったみたいだよ。今は慧一郎兄さんがついてる。男は逃にげたそうだよ」

「逃げた？　でも……」

　有紗は気を失ってしまったし、菫子はとても抵てい抗こうできる様子ではなかったというのに、あっさり何もせず逃げたというのは妙な話だ。

　有紗の疑問を見み抜ぬいたかのように、玲弥が後ろへ目をやった。

「飛鳥井さんが駆けつけてくださって、それで姉さんたち助かったんだよ。姉さんをここまで運んでくださったのも飛鳥井さんなんだ」

　そこで初めて有紗は、彼が部屋にいたことに気がついた。

　下がったところに立っていた飛鳥井は硬かたい顔をしている。蒼そう白はくな顔色だった。

　そういえばあの時、気を失う寸前、誰かに名前を呼ばれたような気がする。あれは彼だったのか。

　彼が来てくれなかったらどうなっていたかわからない。有紗は感激し、慌てて身体からだを起こそうとした。うまく力が入らないのに気づいたのか玲弥が手を貸してくれて、なんとか起き上がる。

「飛鳥井さん……、ありがとうございました。本当に……」

　歩み寄ってきた飛鳥井が、伏ふし目がちに首を振ふった。

「もう少し早く駆けつけていれば、お嬢じようさんがこんな目に遭あうことはなかったんです。申し訳ありません」

「そんな！　飛鳥井さんは命の恩人です。そんなこと仰おつしやらないでください」

「そうですよ。飛鳥井さんが追いかけてくださったから、姉さんは助かったんですよ」

　玲弥も真しん剣けんな顔で言い添そえた。どういうことかと有紗が見ると、飛鳥井が心配そうなまなざしで見つめてきた。

「お話の最中に、六条家の従兄いとこの方が血相を変えて来られたでしょう。お嬢さんも同様に出ていかれたので、気になって……。何かあったのならお手伝いしようと追いかけたんです。でも途と中ちゆうで見失ってしまって。あちこち捜さがしていたら庭の方で話し声が聞こえたので……」

「そうだったんですか……」

　菫子がいないことを慧一郎が報しらせにきたのは、飛鳥井と話している時だった。焦あせって飛び出したものだから、その後彼がどうしたのかまで頭が回っていなかったのだ。

　もしそこで彼が追いかけて来なかったら──それを思うとあらためて怖こわさがこみあげ、有紗は頭を下げた。

「本当に、感謝いたしますわ。ありがとうございます、飛鳥井さん」

「いえ……、そんなことなさらないでください、お嬢さん」

　慌あわてたような声で彼が言ったので、顔を上げると、飛鳥井の表情にようやく笑みらしきものが浮かんだ。

「お嬢さんさえご無事なら、自分はそれでいいんです」

　しみいるような静かな微び笑しようだった。

　そこまで言ってもらう理由は正直なところわからないし、不思議ではあった。けれどもこの人にも心配をかけたのだというのが強く伝わってきて、有紗は何も言えなくなってしまった。

「わたくしも！　緋早子もそうですわ、お姉さまぁ！」

「うぐっ……、え、ええ、ありがとうございます、緋早子さん」

　しくしく泣いていた緋早子にまたもしがみつかれ、息を詰まらせながら対応していると、飛鳥井がやんわりと彼女を引きはがしてくれた。

「お身体の具合はいかがです？　眩暈めまいや吐はき気がするということはないですか？」

「大丈夫ですわ」

「……ちょっと、脈を診みさせていただいても？」

「えっ」

　意外な申し出に驚おどろいていると、横から玲弥が口を挟はさんだ。

「飛鳥井さんのお父さまはお医者さんなんだって。医学の心得があるそうだから、診ていただいたら？」

「まあ、そうなんですの？」

「いやあ、心得といっても聞きかじりです。医学校へ行ってるわけでもないんですが、田舎いなかにいた頃は父を手伝うことがあったので」

　照れたように笑いながら、飛鳥井が手を差しのべる。その動きにつられるかのように、有紗はごく自然に手を差し出していた。

　温かくてやわらかい手が、そっと手首を握にぎる。普ふ段だんの有紗なら家族以外の男性にそんなことをされようものなら全速力で逃げ出すところだが、不思議と今はまったくそうしようとは思わなかった。

「うん……だいぶ落ち着いていらっしゃるみたいだ。よかった」

　独り言のようにつぶやくと、彼は有紗の手を握って自身の額に当てる。

　祈いのるような、神妙な表情だった。

「……有紗お嬢さんが、早く元気になりますように」

　目を丸くして見つめた有紗に、飛鳥井はゆっくり手を離はなして微笑んだ。

「我が家に伝わるおまじないです」

「あら……」

　そうなんですかと笑えみを返して相づちを打とうとして、有紗は言葉を吞のむ。

　脳のう裏りに、夢で見た光景が一いつ瞬しゆんひらめいたのだ。

　どこか知らない山の風景。白しろ詰つめ草くさが咲さく草原。丘おかの上に立つ学生服の少年。

　──眩暈のように視界が揺ゆらぐ。

「姉さん？　大丈夫？」

　玲弥が心配そうにのぞきこんできたので、急いで笑みを繕つくろった。

「なんでもないわ」

　平静を装よそおいながら、緋早子をなだめている飛鳥井をそっと盗ぬすみ見る。

（今のは……何……？）

　夢の中で小さい自分が捜さがしていたのは、一体誰だれなのだろう？

　どうしてもそれが思い出せない──。
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　華はなやかな装いの男女が行き交かう、帝てい国こく最高の呼び声高いホテル。エレベーターなるものが設置されており、物もの珍めずらしさもあってなのか、上階へ向かう人の列ができている。

　京四郎は彼らをかきわけるようにして廊ろう下かを奥へと急いでいた。

　演だし物が半分終わり、休きゆう憩けいのつもりなのか会場の外で歓かん談だんする人の輪ができている。優ゆう雅がさのかけらもなく駆かけてきたのを見て眉まゆをひそめる者もいるが、知ったことではない。

　菫子が発見されたとの一報を聞きつけたものの慧一郎と連れん絡らくが取れず、手当たり次し第だいに通行人を捕まえて探さぐった結果、九人目がようやく有用な情報をもたらしてくれた。

『六条家の親しん戚せきの令れい嬢じようが、具合を悪くしてホテルの一室に担かつぎ込まれたらしい──』

　それで急きゆう遽きよ、慧一郎さんがお見み舞まいに行かれたようですよ、と。

　菫子の失しつ踪そうは極ごく秘ひだったからそういうことにして事実を伏ふせたのだろう。ちりちりと痣あざが痛むのを感じ、嫌いやな焦しよう燥そうがこみあげる。本当に具合を悪くしただけだと信じるほど吞のん気きではなかった。

（やっぱり巻き込まれたか……）

　来るなと言ったものの、それくらいで彼女が引き下がりはしないだろうというのは予想していた。本人が言ったように六条家の親戚としてやってくるぶんにはなんの問題もないのだし、彼女なら慧一郎に頼たのみ込んででも来るだろうと。

　そして実際そのとおりになった。それを思い、京四郎は思わず自分に舌打ちする。

　慧一郎が相談に来た折に、彼に強く要求するべきだったのだ。わけを話し、危険だから有紗を呼ぶなと言えば彼も納なつ得とくしただろうに。

　それをしなかったのは、事情を詳くわしく話せないというのが一番の理由ではある。

　だが他ほかに、彼への憧あこがれを打ち砕くだかれてしまった有紗が可哀かわい相そうで、つい彼女の行動に甘くなってしまったからというのも大きい。好きな男のため役に立ちたいという想おもいを無下にするのが躊躇ためらわれた。

　何より、彼を見つめる彼女の表情を正視するのが億おつ劫くうだった。

　自分の見ていないところでなら、少しくらい仲良くしてくれてもいい。そんなふうに思ってしまい──見たくないものから目を背そむけた。

「……っ、なんだね、君！　無礼な……」

「失礼」

　人ひと混ごみでぶつかった紳しん士しが文句を言いかけるのを、ぎろりと一いち瞥べつする。よほど気き迫はくがこもっていたのか、紳士は言葉を吞むとそそくさと行ってしまった。

　混み合うエレベーターホールを抜ぬけ、階段を駆け上がりながら、京四郎はいまいましげに髪かみをかきあげる。

　要は、自分は慧一郎に嫉しつ妬としていたのだ。

　慕したってくれた唯ゆい一いつの存在が、他の男を同じように慕っているのを見るのがこれほど面おも白しろくないとは思わなかった。

（……いつからこんなに大人げないことを考えるようになったんだか）

　有紗に危険がおよぶことを考えれば、別の誰だれと親しくなろうが些さ末まつなことだろうに。

（あの子が幸せなら、他はどうでもよかったのに）

　有紗が誰かを好きだというなら、彼女の恋こい路じを邪じや魔まする気など毛頭ない。よほどおかしな男でなければ見守るつもりでいたし、それが慧一郎であればこれほど人格的に理想の相手はなかった。

　しかし彼が菫子と婚こん約やくしてしまった今、有紗の恋心を後押しするわけにはいかない。

　どうしても、彼女には幸せになってほしかった。

　昔、風邪かぜを引いた自分のために薬を作ってくれた。親にもしてもらったことのない看病を小さな手でしてくれて、子どもながらに嬉うれしかったのを今でも覚えている。

　先日、のど飴あめを渡わたされた時、この子はあの頃ころから何も変わっていないのだと──優やさしい心を持ったまま成長したのだとあらためて感じて、いっそうその思いを強くした。

（恨うらまれてもいいから阻そ止しするべきだったんだ。こんなことになるなら）

　猛もう烈れつな後こう悔かいと自省とで苛いら々いらしながら三階まで駆け上がり、階段室から廊下へ出る。

　聞いた部屋番号を捜して奥へ向かうと、行く手の一室のドアが開いて、若い男女が出てきた。

「あ……！」

　向こうも気づいたようで、女のほうが声をあげる。有紗と親しい松小路子し爵しやく令嬢だ。見舞いに来たのだと察しがついたので、急いで駆け寄る。

「──彼女は？」

　挨あい拶さつもなしに訊たずねたが、令嬢は素す直なおに答えてくれた。

「先ほどお目を覚まされました。弟さんがついていらっしゃいますわ」

　頰ほおに涙なみだの跡あとがある。一体有紗に何が起きたのかと、礼を言う余よ裕ゆうもなく部屋へ入ろうとしたが、冷たい声に呼び止められた。

「今ごろお着きですか？」

　四ノ宮邸ていにいた書生だ。名前は飛鳥井とか言っただろうか。

　以前見た時はやたらへらへらしていたが、今は笑顔のかけらもない。ただじっとこちらを見み据すえている。

「保護者気取りのくせに、肝かん心じんな時に役に立ってないんですね」

　きつい台詞せりふに驚き、京四郎は思わず彼を凝ぎよう視しした。

　言われた内容はまさにその通りだが、なぜ彼がそこまで言うのかが理解できない。

　もっと言うなら、なぜ有紗にそこまで肩かた入いれしているのか──だ。

「飛鳥井さん」

　緋早子が諫いさめるように彼の袖そでを引いたが、彼女も今の発言に度ど肝ぎもを抜かれたらしい。一いつ介かいの書生が侯こう爵しやく家の息子むすこにする態度ではないのだ。おろおろと二人を交こう互ごに見ている。

「行きましょう、お嬢じようさん」

　それきり目をそらし、飛鳥井が緋早子を促うながす。彼女はうろたえたようにこちらに頭を下げ、彼と一いつ緒しよに去っていった。

　引っかかるものを感じて彼らの後ろ姿を見やったものの、京四郎はすぐにドアへと向かう。

　今はあれこれ考えている時ではない。一刻も早く有紗の顔を見たかった。
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　もう大だい丈じよう夫ぶだから会場に戻もどってほしいと伝え、緋早子と飛鳥井を送り出すと、有紗は息をついて背当ての枕まくらにもたれた。

「横になって休んだら？」

　玲弥が心配そうに言うので、笑みを浮うかべて首を振ふる。

「起きてたほうが楽なの。それより、悪いんだけど、お水を取ってくれる？」

「うん。ちょっと待ってね」

　水差しからグラスに注いで渡してくれたのを、礼を言って受け取り、有紗はぼんやりと口に運んだ。

　飛鳥井が駆けつけてくれたおかげで菫子は無事だったという。それには心から安あん堵どしたのだが、あの男のことが気になっていた。

　なぜ菫子を攫さらおうとしたのか。白紙の手紙と関係があるのか。あるとしたら、なぜ菫子にそんなものを送りつけていたのか。

　あの男に指輪が反応していたようなのも疑問だった。魔ま術じゆつがらみの場所に対して光ることはあったが、あれは男本人に反応していた気がする。

（京四郎さんは何かご存じだったのかしら。菫子さまが狙ねらわれた理由とか……）

　聞いてみたいし、自分が見聞きしたことを報告したい。

　だが、止められたのにここへ来てしまったことを思うと後ろめたくなってきた。

　白紙の手紙に指輪が反応していたのを黙だまっていたことも──。

（話していれば、菫子さまが危険な目に遭あうこともなかったかもしれないのに。変なふうに考えないで、素直に京四郎さんに言えばよかった）

　なぜあんなに意地を張ったのだろう。京四郎と菫子の過去に何があったとしても、それとこれとは別の問題だ。どうしてそんな簡単で大事なことがわからなかったのだろう。

　落ち込んでいると、ドアをノックする音が響ひびいた。

「あ、お医者さんが戻ったのかな？」

　見てくるよ、と言って玲弥がドアのほうへ駆けていく。

　ベッドのある位置からは見えなくなったが、ドアの開く音に続いて彼が尖とがった声をあげたので、有紗は驚おどろいて顔をあげた。

「ちょっ……、なんなんですか、いきなり！　勝手に入らないでください」

「！」

　黒ずくめの恰かつ好こうの京四郎が、ぬっと角のむこうから現れた。

　抗こう議ぎしながら追いかけてきた玲弥のことは一瞥もせず、彼はベッドにいる有紗を見ると傍そばまでやってきた。

　思わず身体からだをすくませた有紗を、彼はぎろりと見下ろす。

「事の次し第だいがわからん。何をしでかしたのか詳しよう細さいに話したまえ」

（ひっ）

　青ざめたものの、それだけ彼にも迷めい惑わくをかけたのだと察し、どう説明するべきかと目を泳がせていると、玲弥が庇かばうように二人の間に入った。

「そんな言い方はないでしょう！　どんな目に遭ったと思って……」

「玲ちゃん、いいのよ」

　いつも温おん厚こうな弟が怒おこっているので、有紗は慌あわてて止めた。自分は慣れているからいいが、そうでない人には京四郎の物言いが刺し激げきが強いのはわかる。

「よくないよ。いくらなんでも傍ぼう若じやく無ぶ人じんがすぎるじゃないか」

「本当にいいの。玲ちゃん、少しの間、二人だけにしてもらえる？」

　玲弥が目を瞠みはり、むっとした顔になった。

「……嫌いやだ。何をされるかわからないのに、置いて出ていけないよ」

　よほど京四郎の態度が腹に据すえかねたのか、いつになく頑かたくなだ。

　それもこれも自分がこんな状じよう況きように陥おちいったからだと反省の気持ちでいっぱいになりながら、有紗は彼の手を握にぎって言った。

「心配かけてごめんね。でも本当に大丈夫だから。京四郎さんに大事なお話があるの。だから……お願い」

　玲弥は唇くちびるを引き結んで黙っている。

　有紗が目で訴うつたえているのを見て、しぶしぶのように「わかったよ」と彼はうなずいた。

「ドアのすぐ外にいるから。何かあったら呼んでね」

「ええ、ありがと」

　納なつ得とくはしていないが折れてくれたらしい。京四郎を鋭するどく見やり、仏ぶつ頂ちよう面づらで部屋を出て行った。

　ドアが閉まった音を聞いて、有紗は思わず息をつく。品行方正な弟がここまであからさまに誰だれかに敵意を見せることが今までなかったので、焦あせってしまった。

　しかし安心してはいられない。まだ京四郎に説明をするという仕事が待っている。

「あの……、すみません。弟が失礼な態度を──」

「構わん。そんなことより質問に答えてくれ」

　おずおずと切り出したものの、遮さえぎられてしまい、緊きん張ちようしながら言葉を探した。

「ええと……、菫子さまからは何も聞いていらっしゃらないんですか？」

「会っていないからな」

　片手をポケットに突つっ込んだ彼は気だるそうに目線を落としている。当然のような口ぶりに、有紗は驚いて身を乗り出した。

「どうして!?　お見み舞まいは……」

「慧一郎君がついている。私の出る幕じゃない」

　考えてみれば、菫子のところに寄ってからここへ来たにしては早すぎる。時間からして有紗が事件に遭ってから目覚めるまでそれほど経たっていないはずだ。

「じゃあ、わたしに先に……？」

「当たり前だ。お嬢じよう様さまより優先するものなどない」

　嬉うれしいような申し訳ないような気持ちが、その一言でかき消えた。

　自分たちは指輪の契けい約やくに縛しばられている。特に彼は、主あるじである有紗が傷つくと痣あざが増えるという。それを防ぐために、彼なりに有紗を大事にしてくれている。

　学校に迎むかえに来てくれるのも、秘密で雇やとってくれたのも、すべてはきっと──。

（そうよね。指輪のせい……）

　有紗自体のためではない。むしろ自分の存在は彼に迷惑をかけているのだ。

　慧一郎がいなかったとしても自分を優先してくれたのだろうかと思うと、たまらなく罪悪感のようなものがわいてきて、有紗はうろたえながら布ふ団とんをはぐった。

「わたし、大丈夫ですから！　どこも悪くありませんし、問題なく動けます。そうだわ、警察に情報を提供しに行くべきですよね！　なんといっても目もく撃げき者しやですもの。ちょっと行ってきますから、京四郎さんは菫子さまのお見舞いに──ひゃっ！」

　慌ててベッドから下りようとしたら、足が泳いで体勢がくずれた。思ったより高さがあったのだ。

　だが落ちそうになった瞬しゆん間かん、京四郎の腕うでがすばやく抱だきとめてくれた。

「あっ……！」

　急なことでどきりとしたのも束つかの間、そのまま抱きかかえられ、ベッドに戻されてしまう。

　思わず固まった有紗を、彼は凍こおりつきそうな目で見下ろした。

「いいから寝ねたまえ」

「……はい……」

　冷え冷えとした迫はく力りよくに逆らえず、仕方なく座ったまま布団を身体にかける。

　彼の前で横になる気にはなれずに、うつむいていると、先ほどよりも冷たい声がした。

「どれだけ心配したかわかってるのか？　じゃじゃ馬」

「……」

　声が怒っている。嫌というほど伝わってきて、何も言えなかった。

　ベッドの傍にあった椅い子すに腰こしを下ろし、彼はしばし黙った。

「……こんなことになるのが嫌だから、来るなと言ったんだ」

　ため息とともに落ちてきた言葉に、有紗は、はっと胸を突かれる思いがした。

　厄やつ介かい事ごとに直面して苛いら立だったような、そんな声だった。

　彼は自分のやり方で菫子を守り、仕事を遂とげようと考えていた。それには有紗が必要ないから来るなと言ったのだ。

　今ならそれがわかる。どうして聞き分けのないことばかりしてしまったのだろう。

（わたし……来るなと言われれば無理には行かないなんて、自分で言ったくせに。全然守れてなかった……）

　彼が怒るのも当然だ。助手として認められたい、役に立ちたいとずっと思っていたのに、結局は私情で動いたあげく、こんな事態になってしまったのだから。

　あの男から菫子を守るのが今回の彼の仕事だったのに、邪じや魔まして迷惑をかけてしまった──。

（役立たずだって……足手まといだって、嫌きらわれたわ）

　そう思ったら堪こらえきれず、涙なみだがあふれてきた。

　呆あきれられて、疎うとまれた。でも自分が悪いのだから仕方がない。

　そう言い聞かせながらも、これでもう今までのように傍にいられないと思うと、涙が止まらなくなった。

　京四郎は黙っている。この上こんなに目の前で泣かれたら鬱うつ陶とうしくてしょうがないだろうと、有紗が必死に涙を止めようとしていると、また小さなため息が落ちてきた。

「そんなに慧一郎君が心配だったか」

「……え……？」

　不ふ機き嫌げんそうな声におずおずと顔をあげると、いきなり目の前に何かが迫せまってきた。

「!?」

　驚いて目を瞑つぶったら、薄はつ荷かに似た匂においがした。

　そっと押さえるように目元に何かが当たるので、おそるおそる瞼まぶたをあげてみる。そこでようやく、彼がハンカチで涙をふいてくれたのだと気づいた。

（どうして……？）

　わけがわからず見つめると、目が合った彼はハンカチをぽいっと膝ひざ元もとに放ほうって寄よ越こした。

　背もたれに沈しずみ込むようにしながら、静かに口を開く。

「泣かなくていい、責めているわけじゃない。君の思考を鑑かんがみて、もっと理路整然と来ないでほしい理由を説明するべきだったと反省しているんだ。彼が絡からんでいるのに君が気にならないわけがなかった」

「……」

「何も知らされず事態をつかめないことが不安なのを身をもって実感しているところだ。だから、事の次第を教えてくれないか」

「あ……、はいっ。ええと──」

　なぜ彼が反省なんてと戸と惑まどっていた有紗は、はっと我に返った。報告しなければならないことは山ほどある。
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　何から話せばいいのかと急いで言葉を探していたが、はたと気がついた。

　事件のことも大事だが、その前に確かめておかなければならないことがある。彼の命に関かかわることでもあるのだ。

「あのっ。痣、増えましたか？」

　急せき込んで言うと、京四郎が眉まゆをひそめた。

「そう訊きくということはつまり何かされたのか。怪け我がをしたのか？　どこが痛い？」

　また恐こわい顔になってしまったので、思わずたじろぐ。無表情のようでいて今日の彼は表情豊かだ。

「え……と、お腹なか……」

「お腹？　……まさか、殴なぐられたのか」

　小さくうなずくと、彼はしばし黙だまり、ふいに立ち上がった。

「医者を呼んでくる。すぐに戻もどるから横になって待っていなさい」

　真しん剣けんな顔で言われ、身体からだを倒たおされそうになって、有紗は慌あわてて頭かぶりを振ふった。

「本当に大だい丈じよう夫ぶです！　もうそんなに痛くありませんから」

「大丈夫なわけがないだろう。こんなことまで我が慢まんしなくていい」

「我慢なんか──」

　してません、と両手を振ろうとしたら、その手を握にぎられた。

　びっくりして有紗は飛び上がりかけたが、京四郎は手を離はなさなかった。

「こういう時は甘えていいんだ。慧一郎君のように優やさしくなくて申し訳ないが、労いたわってやるから大人しくしていろ」

　ぶっきらぼうな言葉とうらはらに、真しん摯しなまなざし。

　心から案じているのがわかって、有紗は胸の奥が痛むのを感じた。

　意地悪も言うけれど、根本は優しい人だ。彼のその優しさに何度も救われた。

　それに比べて自分の行動は、悔くやしいけれどやはり子どもだったのだと痛感した。

「違ちがうんです……。わたし……慧兄さまのことが心配で来たわけじゃないんです。もちろんそれもあったんですけど、でも……」

　こんなふうに打ち明けるのは、恥はずかしいし情けなかった。けれども言わなければいけないことだ。

「慧兄さまが菫子さま宛あての手紙を持っていらしたことがあったでしょう？　あの時、手紙を見た瞬間、指輪が変な光り方をしたんです。この指輪って、今までの例からすると魔ま術じゆつで作られたものに反応するように思ったので、まさかと思って……気になって」

　消え入りそうな声での告白に驚おどろいたのだろう、京四郎が眉をひそめて見つめている。申し訳なさのあまり有紗はうなだれた。

「ごめんなさい。その時にご報告しないといけなかったのに……言えなかったんです。ずっと京四郎さんと菫子さまのことが気になっていて……あの時も京四郎さんが菫子さまをとても大事にしていらっしゃるのがわかって、なんだか……どうしていいかわからなくなってしまいました。それで、素す直なおに言えなくて……」

「……」

「本当に申し訳ありませんでした。頭の中がぐちゃぐちゃで、嫌いやな気持ちがずっと心の中にあって……。かつての許いい嫁なずけを別の男性のところに送り出す京四郎さんも、想おもい合う人がいるのに別の人と婚こん約やくした菫子さまも、何も知らずにお幸せな慧兄さまも……みんながみんな、お可哀かわい相そうだって思っていたはずなんですけど、でも、やっぱり……京四郎さんと菫子さまが密会されたりしているのが、どうしても……嫌で」

　三人ともが幸せになれればいいのにという気持ちと、自分の知らない彼らの顔を知って寂さびしいような、悔しいような気持ちと。その狭はざ間までずっと翻ほん弄ろうされていた。

　黙って聞いていた京四郎が、ぼそりとつぶやく。

「私と菫子が、密会？」

　彼の口からその名前が出たことに、きゅっと胸の奥が痛みながらも、有紗はうなずいた。

「菫子さまが訪ねていらした時に、お二人のお話を偶ぐう然ぜん聞いてしまいました。菫子さまが泣いていらして……」

「……」

「すみません。盗ぬすみ聞きするつもりはなかったんですけど……」

　話せば話すほど自分の嫌な面を告白しているようで、だんだん声が小さくなっていく。

　とうとう何も言えなくなり、気まずい沈ちん黙もくが部屋にただよった。

　それを破ったのは、京四郎の呆あきれたような吐と息いきだった。

「なるほど、わかった。だいぶ誤解があるようだ」

「誤解……？」

　やれやれというふうに、彼が腕うで組ぐみをして椅い子すの背にもたれる。

「菫子の元許嫁は私じゃない。私の兄だった男だ」

「────えっ!?」

　目をむいた有紗に、京四郎はつまらなそうに説明してくれた。

「親同士が決めた話だが、子どもの頃ころからの仲だからよく烏丸邸ていにも遊びに来ていた。私とは遠い親しん戚せきにあたるし、年は離れているが幼なじみのようなものだな」

　菫子の元許嫁は烏丸侯こう爵しやく家の御おん曹ぞう司しだったと、情報屋の鈴子は言っていた。それでてっきり京四郎だと思いこんでしまったのだ。

「お兄さまって……あの、亡なくなった方ですか？　別べつ荘そうで焼いていらしたお手紙の……」

　彼の表情が少し硬かたくなる。

「……そうだ」

「侯爵さまのご子息だったんですよね……？」

「ああ」

　それでようやく合が点てんがいった。その人が元許嫁だとすると、京四郎よりもよほどぴたりと〝烏丸侯爵家の御曹司〟に当てはまる。

「でも、それじゃあの時……京四郎さんと口論なさってたのは、どうして？」

「不幸なことがあって婚約は解消されたんだが、その経けい緯いが少し──複雑でね。彼女もつらい思いをしたから、まだ気持ちの整理がついていなかったらしい。慧一郎君と婚約が決まったことで追い詰つめられて、それを相談に来たんだ。不安定になっていて急に泣き出したのは可哀相だったな」

「……それだけ？」

「そうだが」

　他ほかに何があるのだと言いたげな視線に、有紗は混乱して頭を押さえた。

　互たがいの認にん識しきのずれが大きすぎて、うまく展開についていけない。

「じゃあ、どうして様子が変だったんですか？　慧兄さまたちの婚約が発表されてから、京四郎さんずっとおかしかったでしょう。意地悪も言わないし、なんだか無口だし……。菫子さまの婚約がショックだったからじゃないんですか？」

「まさか。あれは君に気を遣つかって大人しくしていただけだ」

「……？　どうしてそんなことを？」

「婚約にショックを受けていたのは君のほうだろう。もう忘れたのか」

　有紗は目を瞬まばたいた。

　菫子の婚約に落ち込み、相手が慧一郎だったことでさらに落ち込んだ。あまりにショックでろくに繕つくろえていなかったから、気づかれていたのはわかる。

　けれどもまさか、彼がそんなふうに思っていたとは予想外だった。

（わたしのためだったの？　そんなそぶり、全然なかったのに）

　すぐには信じられず、どう反応していいかわからない。意地悪を言われた覚えはないが特に優しい言葉をかけられた記き憶おくもないのだ。

　あれは〝そっとして〟おいてくれただけだったのだろうか？

　戸と惑まどう有紗を、彼は椅子にもたれこんだまま訝いぶかしげに眺ながめている。

「だいたい、何をどうしたらそんな勘かん違ちがいをするのかわからん」

「だ、だって、すごく意味深なお話に聞こえたんですもの。『まだ互いを想い合っているのにお別れしなきゃいけない、悲しい秘密の恋こい人びと同士』っていうふうにしか思えませんでしたよ」

　むきになって言ったが、京四郎は興味がなさそうな顔で頰ほお杖づえをついた。

「ふん。あんな子ども相手に」

「な……っ！」

　あの天てん女によのように美しい菫子でさえ、彼にとっては子どもに見えているらしい。憧あこがれの人を貶けなされて怒おこればいいのか、拍ひよう子し抜ぬけだと肩かたを落とせばいいのか。

　いつも自分に向けられる意地悪な言葉。なのにどうしてだろう、今はなぜか、ほっとしてしまった。

（子ども……なんだ。京四郎さんにとっては、菫子さまも……）

　大人の余よ裕ゆうで本心を隠かくしているというふうには見えなかったし、表情もいつもと変わらない。噓うそをついているわけでもなさそうだ。

　そのことにますます安あん堵どして、身体からだ中から力が抜ぬけていく。

　ほとんど無意識につぶやいていた。

「なぁんだ。よかった……」

　京四郎が目を見開く。

　驚いているようなのを不思議に思って見つめた有紗は、はっと気がついた。

（ううん、全然よくない！　勝手に勘違いして、嫌な態度を取ってしまったじゃない！）

　失態を挽ばん回かいできるかはわからないが、せめて知っていることはすべて報告しようと、急いで座り直す。最低限の助手の務めだ。

「あの、京四郎さん。どこまで事情を聞いていらっしゃいます？　菫子さまが攫さらわれようとしたことは？　慧兄さまは消えたって言ってましたけど、やっぱり魔術が絡からんでるんでしょうか？」

　彼も表情を消してうなずいた。

「そこまでは知っている。おそらくだが何者かが発生させた【闇やみ】に取り込まれたんだろう。そして部屋の外に連れ出された」

「それで庭に？　でも攫うならもっと遠くに連れていくんじゃないかしら」

「目的によるだろ。後で菫子にも訊きいてみるが──。犯人の顔を見たか？」

「いいえ……仮面をかぶっていたので。若い男だったということしかわかりません。背せ丈たけは京四郎さんと同じくらいで……。髪かみは少し長かったかしら。飛鳥井さんと同じか、ちょっと短いくらいでした。あとは……そう、この指輪のことを知ってるみたいでしたよ。指輪が光ってるのを見て反応していましたから」

　懸けん命めいに思い出しながら報告するのを、京四郎は黙だまって聞いている。有紗はさらに頭をひねって当時の記憶を追った。

「包帯で隠していたわけだし、指が光ってるから驚おどろいたっていうふうではなかったんですよね。この指輪のことを知ってるとなると、例の結社関係の人なのかしら。でもそんな人がどうして菫子さまを狙ねらったんでしょうね。あの白紙の手紙の差出人が犯人だったんでしょうか」

「そうかもしれんな」

「……京四郎さん、もしかしてあの手紙の意味をわかっていらっしゃるんですか？　差出人に見当がついていたりとか……？」

　京四郎は少し間を空けたが、質問を無視することはなかった。

「ついていないこともない」

「えっ。何者なんです？」

「それは知らないほうがいい。こちらの世界で一番の危険人物だから」

　物ぶつ騒そうな答えに、有紗は思わず眉まゆをひそめた。

「そんな人に菫子さまは狙われていらっしゃるんですか……？　どうして？　お綺き麗れいだから？」

「さあな」

　ごまかされた、と思ったが、彼は真顔で目を向けてきた。

「若い少女を魔ま術じゆつの道具にしようと企たくらむ輩やからは少なくない。以前の事件で君も見ただろう」

　別荘での連続失しつ踪そう事件のことだ。時間をかけて集められた三人の少女を、結社の男は呪じゆ術じゆつの発動のため生け贄にえにしようとしていた。

「じゃあ、菫子さまはその輩に狙われていて……白紙の手紙は脅おどしだったということですか？」

「……そうかもな」

「そんなのひどい！」

「そう、ひどいんだ。だから君をやつらに見つけられたくない」

　京四郎が真しん剣けんな顔で見つめている。急に自分に話が向いて、有紗はきょとんとした。

「その男に何か言われなかったか。君の素す姓じようを聞き出してくるようなことは？」

「え……。いいえ、ありませんでしたよ」

「確かか？　名前も知られていないだろうな」

「そんな。悪者に向かって自己紹しよう介かいなんてしませんったら。そもそも駆かけつけた時には菫子さまが連れて行かれそうになってらして、夢中で割って入っただけですもの。ろくに会話をする間もなく殴なぐられて気を失っちゃったし……」

　それに薄うす暗ぐらかったから顔もじっくりとは見られていないはず──と言おうとしたら、京四郎がいきなり立ち上がった。

「やはり医者を呼んでくる。もう一度きちんと診みてもらったほうがいい」

　殴られたことを思い出したらしい。踵きびすを返そうとするので有紗は慌あわてて止めた。

「いえ、本当にもう平気ですから！」

「いいから放せ。……放してください、お嬢じよう様さま」

　痣あざが痛んだのか仏ぶつ頂ちよう面づらで言い直した彼にしがみつこうと、有紗は必死に身を乗り出す。

「わたしのことより菫子さまの心配をしましょうよ！　また狙われたらどうするんですかっ」

「彼女には軍から護衛をつける」

「軍から？」

「魔術対策の専門部隊だ。心配いらない」

　そんな部隊があるのかと興味深く思いながらも、有紗は神しん妙みように京四郎を見上げた。

「だったら、もしまた狙われても、もう危ない目には遭あわないですよね？」

「ああ。もっと早くに配置できればよかったんだが、都合上そうはいかなかったのでね。この先は問題はないはずだ」

　迷いのない答えに、ほっと息をつく。都合というのが少し気になったが、すでに彼女のことを考えていたのは頼たのもしく思った。

（これで、慧兄さまとお幸せになられるわよね……？）

　元許いい嫁なずけの問題はなくなったのだから──そもそも有紗の勘違いだったわけだが──、彼女はなんの心配もなく慧一郎のもとへ行けるだろう。

「安心したか？」

「！　はい」

　心を読まれたのかと、どきりとしてうなずくと、彼は無感動な目をして椅い子すに沈しずみ込んだ。

「やれやれ。これでお嬢様の暴走がなくなると思うと私も一安心だ」

「なっ。暴走だなんて！」

「暴走だろ。勝手に人の許嫁を勘違いしたのは」

　ちくりと言われ、言葉に詰つまる。完全な独り相撲ずもうだったのだからそう言われても仕方ない。

「で……でも、昔、許嫁がいらしたことには変わりはないんでしょ。相手が菫子さまじゃなかったというだけで」

　ぼそぼそと反論すると、少し間があった。

「……その話、誰だれから聞いた？」

　ぎろりとにらむように見られ、有紗は思わず目をそらす。桂に聞いたなんて言えば彼がとんでもなく叱しかられてしまいそうだ。

「か、風の便りで」

「その風の便りの名前を言え。……教えてください、お嬢様」

「嫌いやですっ。その方の安全のためにも黙もく秘ひします！」

　京四郎がいまいましげに嘆たん息そくする。余計なことをもらした相手に見当がついているのかどうか、舌打ちでもしそうな顔つきだ。

　その表情から感じるものがあり、有紗は思わずつぶやいていた。

「本当に……いらしたんですね」

「……」

「えっと……。……どんな方だったんですか？」

　訊くつもりなんてなかったのに、つい口から言葉が出てしまった。

　京四郎は黙っている。いつもの無表情なのに、なんとなく困っているように思え、有紗は途と端たんにうろたえてしまった。

　彼がこんな反応をするなんて大おお事ごとだ。すごく失礼なことを訊いてしまったのかもしれない。何より詮せん索さく好ずきではしたないと思われたのではと、急いで首を振ふる。

「やっぱりいいです！　ごめんなさい、立ち入ったことを訊いたりして！」

　気まずいのと恥はずかしいのとで赤面しながら逃にげだそうとしたが、慌てていたせいでベッドの高さのことを忘れていた。

「ひゃっ！　──あ……」

　またもや落ちかけたところを抱だきとめられる。はっとしてベッドの上に戻もどろうとしたが、京四郎は手を離さなかった。

「あの……？」

　わけがわからず固まっている有紗を、彼はじっと見つめてくる。

「知りたいか？」

　皮肉げでも意地悪でも無気力でもない──今まで有紗が見てきたどの表情とも違ちがう、初めて見るようなまなざしだった。

　これまではただ綺麗な顔だと感心するばかりだったのに、顔の作りとは別のところで引き込まれるようで、目がそらせない。

　思いがけない問いに驚きながらも、有紗は無意識のうちに、こくんとうなずいていた。

　京四郎が口を開くのを、どきどきしながら見つめたが──。

「どうして知りたい？」

　返ってきたのは静かな声の問いかけだった。

　はぐらかしているようには見えなかったが、真意が読めない。そのまなざしの意味もわからなくて戸と惑まどってしまう。

「どうして……って……」

　──そういえば、どうしてこんなに気になるのだろう？

　今さらのように自分に疑問がわいて、彼を見つめたまま考え込んだ時だった。

　ノックに続いてドアの開く音が沈ちん黙もくをやぶった。

「姉さん、慧一郎兄さんが来たよ。それと、警察の方が話を聞きたいって」

　玲弥の声に、有紗ははっと我に返る。

　見れば、慧一郎が足早に部屋に入ってきたところだった。その後ろには伏見もいる。

「有紗ちゃん、大だい丈じよう夫ぶかい!?　身体からだの具合は──」

　青ざめた顔をした慧一郎がこちらを見て言葉を吞のんだ。伏見も「ほう？」となぜか感心したような顔をしている。

　そこで初めて、抱きとめてくれていた京四郎との距きよ離りが非常識ともいえる近さであることに有紗は気がついた。一気に顔に熱がのぼり、勢いよく後ずさる。

「ちっ、違うの！　これはその、ベッドから落ちそうになって、助けていただいただけでっ」

　なぜ今まで気づかなかったのだろう。この距離のまま話していたと思うと、恥ずかしすぎて顔から火が出そうだ。

　京四郎が無言で立ち上がる。誤解を招きそうな状じよう況きようだというのに平然とした顔だった。壁かべ際ぎわに下がった彼を、伏見が意味ありげな笑えみで眺ながめている。

「姉さん、どうしたの？」

　声を聞きつけたのか玲弥が驚おどろいた顔で入ってきた。客を招き入れた彼は最さい後こう尾びにいたため、幸いにも先ほどの光景を見なかったようだ。

「いや、なんでもないよ」

　慧一郎がごまかしてくれて事なきを得たが、ほっとする間もなく、彼は硬かたい顔に戻って見つめてきた。

「すまなかった。こんなことになるなんて……。僕の責任だ。君を巻き込むんじゃなかった」

「そんな、慧兄さまのせいじゃないわ！　わたしがお願いして呼んでいただいたのに」

「いや、僕のせいだよ。君の従兄いとこであり今日のパーティーの責任者でもあるんだから。不ふ審しん人物の侵しん入にゆうを防げなかったばかりか、君と菫子さんを危険にさらした」

　慧一郎がこんなに暗い表情をしているのを見るのは初めてだった。それだけ心配と心労があったのだろうと思い、有紗は胸が痛くなった。

「菫子さまはどうされてるの……？　お怪け我がはないみたいだって玲ちゃんに聞いたけれど」

「うん。怪我はなかったんだけど、やっぱりショックが大きいようでね。別室で休んでるよ。君のことをすごく心配してた」

「そう……。あ、そうだわ。慧兄さま、松小路家のご令れい嬢じようのお供で来ていらっしゃる、飛鳥井さんという方にお礼を言ってほしいの。その方のおかげで助かったのよ」

「ああ、菫子さんが言ってたのはその人か。わかった、必ずそうするからね」

　有紗の手を握にぎって言い聞かせるようにすると、慧一郎は振り返った。

「その件で事情を聞かせてほしいそうなんだけど……話せるかい？」

　つられてそちらを見たら、目が合った伏見が微笑ほほえんで会え釈しやくした。話さなければならないと思っていたので、有紗はしっかりとうなずいた。

「ええ。大丈夫よ」

「すみませんね。こんな時に」

　下がったところにいた伏見が、申し訳なさそうに前へ出てくる。

　京四郎とすれ違う瞬しゆん間かん、彼はくすりと笑って囁ささやいた。

「お邪じや魔までした？」

「別に」

　一いち瞥べつもせず即そく答とうすると、京四郎は壁かべにもたれて腕うで組ぐみをする。これからは聴ちよう衆しゆうに徹てつするようだ。

　有紗のところまでは何を話しているのかは聞こえなかったが、やってきた伏見は少し楽しそうに見えた。

「時間を取らせてはお身体に障さわるでしょうから、前置きなしにさせていただきますね。菫子嬢とあなたを襲おそった男の特とく徴ちようを教えていただけますか？」

　警官として来たわけではないと言っていた彼だが、こんな事件が起きた以上、立場からしても知らん顔はしておけないのだろう。有紗は先ほどのように、できるかぎり詳くわしく男の特徴を話した。

　伏見は手帳に目を落としながら聞いている。菫子にも聞いていたのか、整合性を確かめているようだった。

「仮面の男ね……。奇き術じゆつ団にそんな扮ふん装そうの者がいたそうで、拘こう束そくして話を聞いたところ、無関係のようでした。変装して潜もぐり込んできたのでしょうね」

「もうホテルの外へ逃げてしまったんでしょうか」

「おそらくは。素す顔がおがわからないのでは捕つかまえようがありませんから。前回の怪かい人じん騒さわぎの時と同じですね」

「はあ……」

　有紗はちらりと京四郎をうかがう。

　四ノ宮男だん爵しやく邸ていで起こった怪人による誘ゆう拐かい騒さわぎは、実は双ふた子ご姉妹の片割れである蒼生子の狂きよう言げんだったのだが、その事実は警察に知られていないはずだ。何しろ彼女は、魔ま術じゆつの犠ぎ牲せいとなって生ける死人にされてしまった特とく殊しゆな存在であり、軍の保護下に置かれている。それもあって事件の真相は伏ふせられたらしい。

「他ほかに気づいたことはありませんでしたか？　何か特徴的なことを言っていたとか、素す姓じようにつながるようなことは？」

　じっと見つめられ、有紗は慎しん重ちように言葉を選んで答えた。

「いいえ。マントと仮面でほとんど隠かくれていましたから。背せ丈たけや髪かみの長さくらいしかわかりませんでしたわ」

　京四郎によれば、魔術関連の研究は軍が行っているのみで、警察は関かん与よしていないという。伏見には知られないように気をつけなければならない。

　幸い不審に思われることはなかったようで、伏見は「そうですか」とあっさり手帳をしまいこんだ。

「しかし、あなたも災難続きでお気の毒に。その旺おう盛せいな好こう奇き心しんのなせるわざでしょうかねえ」

　にこやかに言われ、うっと言葉に詰つまる。

　それだけが理由ではないけれど、大きな割合を占しめているのは否定できない。記者を目指す者として何か起きれば首を突つっ込まずにいられないのだ。

　今回は好奇心からのことではなかったが、自分の行動が周囲にどんな心配をかけているのかも重々わかったので、神しん妙みようにうなずいた。

「以後は気をつけますわ」

「そうですね。何事もほどほどが一番ですよ。あなたの行動力は新時代の女性としてまぶしい魅み力りよくにあふれていますが、あなたを妹のように大事にしている方々の心労の問題もありますから。僕を含ふくめてね」

「伏見さまも？」

「もちろんですよ」

　にっこりと伏見が微笑む。

　何度か事件現場で遭そう遇ぐうした縁えんはあれど、ただの警察官と事件関係者でしかないと思っていたから、その言葉は意外だった。

「ではそろそろお暇いとましましょう。あまり長居するなと怖こわい方ににらまれているので」

　伏見がちらりと壁際の京四郎へ目をやったが、彼のほうは聞こえなかったように無視している。

「玲ちゃん、伏見さまをお送りして差し上げてくれる？」

「そうだね。終わったら別室においで。ちょっと話があるから」

　有紗と慧一郎に口々に言われ、玲弥は素す直なおにうなずくと、伏見を案内して部屋を出て行った。

「あの、わたしからも慧兄さまにお話があるんだけど……」

　おずおずと有紗が切り出すと、壁にもたれていた京四郎が身体を起こした。

「私も失礼する」

「えっ。いいんです、いてくださっても」

　追い出したように思ったのだろうかと慌あわてて止めたが、彼は一瞥しただけだった。

「急用を思い出したんだ。また戻もどってくる」

　そっけなく言って、そのまま出て行ってしまう。ドアの閉まる音が聞こえ、それきり静かになった。

「話って、なんだい？」

　ベッド脇わきの椅い子すに腰こしを下ろした慧一郎に、有紗は神妙に切り出した。

「菫子さまのことなの」

「そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。有紗ちゃんのほうが重傷だったんだから」

「そうじゃなくて……いえ、心配なのもあるんだけど、今は別のお話よ。大きなお世話なのは重々承知なんだけど……菫子さまを絶対にお幸せにしてあげてほしいの」

　慧一郎は少し笑った。

「まあ、前にも宣言されたからね。憧あこがれの上級生なんだって」

「真しん剣けんに言ってるのよ。あの時以上に、わたし、菫子さまの味方なんだから。これ以上悲しい思いをしてほしくないから……」

　京四郎に聞いた話では、菫子は彼の兄と許いい嫁なずけだったという。おそらくは両家の間に何かあり、本人同士の与あずかり知らぬところで婚こん約やくは解消されてしまった。それだけでも心に傷が残っただろうに、その許嫁は亡なくなってしまったのだ。彼女が慧一郎との婚約を躊躇ためらっていた理由が、今ならわかる気がした。京四郎に涙なみだ声ごえで訴うつたえていたのを思い出すと、自分のことのように切なくなってくる。

　慧一郎はやわらかな表情で見つめてきた。

「ひょっとして、前の許嫁のことを聞いたのかい？」

　どきっとして有紗は息を吞のむ。

「ご存じだったの……？」

「うん。菫子さんに聞いたから」

「えっ！　菫子さまから？」

　まさか本人が話をしていたなんて。京四郎に相談に来るくらいだから、絶対の秘密なのかと思っていた。

　驚おどろく有紗に、慧一郎はさらに意外なことを教えてくれた。

「留学中、彼女と手紙のやりとりをしていたんだ。一年くらいかな。そこでいろいろと話をしてね」

「菫子さまと文通ですって!?　じゃあ、婚約のお話ってそんなに前からあったの？」

　羨うらやましいという気持ちを隠しきれずに訊きくと、彼は笑ってうなずいた。

「お父さんたちが勝手に進めていたらしい。僕も聞かされてなかったんだ。初めて知ったのは留学先に菫子さんから手紙が来たからで……。その手紙で、いきなりふられたんだよ、僕は」

「なっ。慧兄さまをふったですって！」

　またもや信じがたい事実だった。そんな罰ばち当あたりなことをする人がいたなんて。

「『縁えん談だんが進んでいると聞いたけど、こちらにその気はない。角が立たないように断ってほしい』ってね。驚いて、とにかく返事を出したんだ。縁談の件は初耳で詳しよう細さいがわからないから、申し訳ないけど教えてくださいって。そうしたらそれに対する返事がまた来て……。そのうちに互たがいのことも少しずつ話すようになって、だんだん彼女のことが気になるようになっていったんだよ」

　思い出しているのか、慧一郎は懐なつかしそうに微笑ほほえんでいる。

「ある時、縁談を躊躇っている理由を訊いてみたら教えてくれてね。以前別の人と婚約が破談になったことがあって、いろいろ複雑な感情があって忘れられないんだって」

「……」

「不思議なもので、それまではあくまで友人のように思っていたんだけど、その話を聞いたらこの人を守ってあげたいと思うようになったんだ。それであらためて、縁談を受けてもらえないかと申し込んだんだよ」

　菫子本人からそんな話を聞いてショックではなかったのだろうかと緊きん張ちようしていた有紗は、彼が穏おだやかにそう打ち明けたので驚いた。

「慧兄さまは……菫子さまのことがお好きなの？」

「えっ。いやあ、まあ、それは……」

　思いがけない質問だったのか彼は目を泳がせたが、照れたような顔になって笑った。

「そうなんだろうね。他の誰だれかに対してこんな気持ちになったことはないから」

「……」

　堂々と認めた彼を、有紗は不思議な思いで見つめ返した。

　小さい頃ころからずっと可愛かわいがってくれた優やさしい従兄いとこ。彼がお嫁よめさんをもらうのだと思うと寂さびしくて、落ち込んでいたはずだったのに、今はもうそんな感情はほとんどなくなっていた。

　初めて見るような照れた笑え顔がおを見たら、彼の相手が菫子でよかったと──そして菫子の相手が彼でよかったと、心から思えた。

（結局、わたしが一人で勘かん違ちがいしていただけだったんだ……）

「有紗ちゃん？」

　ほっとしたのと思い出して恥はずかしいのとで赤くなっていると、慧一郎がのぞきこんできた。

「気を悪くされたらごめんなさい。わたし、菫子さまの元許嫁は京四郎さんだと勘違いしてたの。それで……お二人がただならぬ関係なんじゃないかって勘ぐって……」

「菫子さんと、烏丸君が？」

　きょとんとした顔になった彼に、有紗は小さくうなずく。

「今夜のパーティーに来るなって、京四郎さんが仰おつしやったでしょ。ひょっとして菫子さまとこっそり会いたいから……だからわたしが来たら邪じや魔まだからあんなふうに言ったんだって、思いこんでたの。それで嫌いやな気持ちになって、大人しく引っ込んでなんかやるもんですかって思って……。慧兄さまに無理を言って呼んでいただいたのは、それが理由だったの。ごめんなさい」

　慧一郎は呆あつ気けにとられた顔で黙だまりこんだが、有紗がしおしおと頭をさげたのを見て、やがて笑い出した。

「いや、謝ることはないよ。もともと招待していたんだから、来てくれて当然だ。──そうか、なるほどね」

　独り言のようにつぶやいて、くすくす笑っている。

「有紗ちゃん。君は菫子さんにやきもちをやいてたんだね」

　有紗は驚き、慌てて首をふった。

「そんなことないわ。確かに、慧兄さまが婚約なさって寂しいとは思ったけど、でもやきもちなんて……」

「僕じゃなくて、烏丸君の恋こいの相手としてだよ」

　慧一郎は笑うのを堪こらえ、優しい目をして見つめてきた。

「烏丸君を菫子さんに取られたみたいで、寂しかったんじゃないかな。だから嫌な気持ちになった。違ちがうかい？」

　言われた内容を理解すると、有紗は目をむいた。

「なっ……どうしてわたしが!?　それじゃまるで、京四郎さんのことを好きみたいじゃないの！」

「好きじゃないの？」

　楽しそうに慧一郎が微笑む。

　有紗は真っ赤になった。どうしてそんな結論になるのか意味がわからない。

「そっ……そんなこと、しちゃいけないのよ！　男女交際なんて不良のすることなんだから！　校則で決まってるのよ！　わたしは級長なんだから校則違い反はんなんかしないわ！」

　男子学生と道みち端ばたで話しただけで眉まゆをひそめられる世の中だというのに、ありえない。話すどころか好きになるだとか、女性の影かげにやきもちをやくだとか、しかもその相手が京四郎だとか、何もかもがありえない。

「ごめんね、からかってるんじゃないんだ。落ち着いて」

　息を切らしている有紗を慌あわてたようになだめ、慧一郎は笑みを浮うかべた。

「有紗ちゃん。人を好きになるのは悪いことじゃないよ。君のご両親を思い出してごらん。若い頃の恋をつらぬいて、幸せに暮らしてるじゃないか」

「……」

「恋れん愛あいするのが不良のすることだなんて、そんな考えが古くなる時代が来るのはそう遠くないと僕は思う。前世代の常識に君が縛しばられることはないんだ。新しい時代を切り開く女性になろうとしてる人なんだから。そうだろう？」

　優しい声が心地ここちよく耳に入ってくる。有紗は赤くなったままうつむいて聞いていた。

　自由恋愛の末に結ばれた両親をすごいと思うし、そんな関係にひそかな憧れはある。けれど自分には遠い世界のような気もしている。

　周り中に反対され、生まれた街を何年も離はなれなければならなかったくらいに過か酷こくなことでもあるのだ。自分が誰かとそんなふうに手を取り合っていけるのか、そこまで想おもえる人にめぐりあえるのか、まったく想像ができなかった。

「……でも。わたしはお母さまたちみたいに、玲ちゃんたちを残してどこかに行くなんてできないわ。わたしのせいでみんながいじめられると思うし……」

「そんなことは僕がさせない」

　そっと手を握にぎられ、顔をあげると、彼は照れ笑いを浮かべた。

「そもそも僕と菫子さんだって恋愛結けつ婚こんみたいなものなんだから。文句があるならまずこっちにどうぞって言ってやるさ」

「……」

「心配しなくていい。君の恋は、僕が守ってあげる」

　穏やかだが確固たる意志を感じさせるまなざしだった。

　昔から優しかったけれど、雰ふん囲い気きがやわらかくなったのは留学先で何か影えい響きようを受けるものがあったのだろうか。それとも菫子との交際が理由だろうか？

　家族以外にも絶対的な味方がいるのだとしみじみ感じて胸がいっぱいになったが、はっと気づいてまた赤くなる。

「別にわたし、誰かと駆かけ落ちするつもりも予定もありませんからっ」

「はは。確かに気が早かったね」

　手を離して座り直しながら、慧一郎は笑って見つめている。なんでも受け止めてくれそうな笑みに、ふと頼たよりたくなってしまって、有紗はぼそぼそと切り出した。

「……だいたい、わたしと京四郎さんがどうにかなるなんて、ありえないわ。慧兄さまが思ってらっしゃるような……その、こ、恋とか、絶対に生まれっこないんだから」

「どうして？」

「わたしたちが話してるところを見たことないからそんなふうに言えるのよ。喧けん嘩かばっかりしてるんだから。主にわたしが怒おこっているんだけど……。乙おと女めの浪ろ漫まんのかけらもないし……第一、京四郎さんはわたしを相手にしてないもの」

「そうなの？」

　むすっとして有紗はうなずく。

「いっつも子ども子どもってからかうのよ。お化け粧しようしても七五三だろうとか、顔が大だい福ふく餅もちみたいだとかっ。言い返しても全然応こたえないし、わたしを怒らせて面おも白しろがってるんだわ。きっと暇ひまつぶしにしてるのよ。ひどいでしょ！」

　思い出して憤ふん然ぜんとなる有紗を、慧一郎は苦く笑しよう気味に眺ながめている。

「さっきはそんなふうには全然見えなかったけどなぁ」

「？　さっきって？」

「僕たちが部屋に入ってきた時さ。彼、君に見とれてるみたいだったから」

　有紗はきょとんとして口をつぐんだ。

（見とれ……？　え？　誰が？　京四郎さんが？）

　あの時の京四郎の表情がよぎる。途と端たん、かっと頰ほおが熱くなった。その反応に自分でもびっくりしてしまい、慌てて顔をおさえる。

　──コンコン、とノックの音が響ひびき、ドアが開いた。

　びくっとしてそちらを見た有紗は、京四郎が現れたのを見てぎょっと息を吞のんだ。

「用はもういいのかい？」

「ああ。調べ物を頼たのんできただけだ」

　慧一郎に答えた彼が、ふとこちらに視線を向ける。

　いつもと同じ、冷たいような、覇は気きのない目つき。

　目が合った瞬しゆん間かん、何かで打たれたような感覚が走り、有紗は動転して叫さけんだ。

「わっ、わたしは別に、京四郎さんのことなんて全然好きじゃないんですからねっ！」

　有紗ちゃん、と慌てたような慧一郎の声をよそに、ばっと布ふ団とんにもぐりこむ。頰が痛いくらい熱くなった。

（わたし何言ってるの!?　こんなこと言うつもりなかったのに！）

　しかも逃にげ場がないとはいえ布団を頭からかぶるという、年とし頃ごろの娘むすめにあるまじき失態をしてしまった。もう顔を見せられない。

「……なぜわざわざ宣言する？」
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「違うんだ、僕が余計なことを言ったから……！　あれは本心じゃないよ、僕が悪いんだ」

　京四郎の不ふ機き嫌げんそうな声と慧一郎が懸けん命めいに弁解しているのを布団の中で聞きながら、有紗はぎゅっと目を瞑つぶっているしかできなかった。
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　帝都ホテルでの婚こん約やく披ひ露ろうパーティーから三日後。

　京四郎は屋や敷しきの自室で、届いたばかりの報告書に目を通していた。

　あの日、有紗の無事を確かく認にんした後すぐに、桂に命じて調べさせたものだ。

　急がせたせいなのか、それとも情報量が少なかったのか。書類はわずか二枚だけだった。

　対象は、飛鳥井勇ゆう馬ま。元四ノ宮邸ていの書生であり、今は松小路子し爵しやく邸に住む学生。

　有紗を家まで送り届けたと以前聞いて、心に留めてはいたものの、さほど警けい戒かいしてはいなかった。

　彼女ほどの器量なら、のぼせた学生が好意を抱いだいて近づくことはありうる。それ以上のことをするつもりならもちろん阻そ止しするが、まだそんな段階にないと思っていた。

　しかし、彼のあの時のまなざしはそんな生やさしいものではなかった。

　こちらに向けた激しい敵意。あの台詞せりふはぐさりときたから、余計に気になったのだ。

（好意どころではない。あれは有紗に焦こがれている目だ）

　昨日今日知り合ったばかりの男がする表情ではなかった。一体何者なのだろう。

「飛鳥井勇馬……」

　何度も記き憶おくを探さぐったが、やはり覚えのない名前だ。

　年は二十一。出身は甲こう府ふ郊こう外がいの音おと羽わ村。両親は健在で、父親は医者。兄弟は無し。四ノ宮男だん爵しやく邸の書生になったのは父親のつてらしい。おかしな連中との付き合いもなく、ごく真面目まじめな学生のようだ。他ほかに記されていることといえば、学歴と交友関係のみ。

　有紗との接点はない。もちろん、自分にも。

（甲府……音羽村）

　唯ゆい一いつ気になったのはそこだ。

　正確な位置がどのあたりかはわからないが──あの村から近いのだろうか？

「──京四郎様」

　続きの間から桂が足早に入ってきた。

　緊きん迫ぱくした表情の彼が封ふう書しよを差し出したので、報告書を置いてそれを受け取る。

　開いてみると、カードが一枚入っていた。一目見るなり京四郎は眉まゆを寄せた。




〈桜の乙女を返していただく。今こ宵よい訪問するので異論あるならその時に〉




　筆書きの一文。筆ひつ跡せきに心当たりはない。

　しかし内容はまったく看過できなかった。

「これは？」

「玄げん関かんの扉とびらに挟はさまれていました。届けた者は目もく撃げきされておりません」

　正規の書簡であれば使いの者が屋敷の使用人に渡わたすのが普ふ通つうだ。こうして投げ込まれたということは、素す姓じようを隠かくしたい者からの伝言ということになる。

　封ふう筒とうを逆さにして振ふってみると、ひらりと何かが舞まい落ちた。

「…………」

　掌てのひらで受けた京四郎は、これがどういうことなのかしばし考えた。

　挑ちよう戦せん状？　いや、単なる予告状か？　だが内容を鑑かんがみると関係者なのは間ま違ちがいない。それとも誰だれかに頼まれたのか。

　京四郎は封筒とカードを机に放ほうり、椅い子すに沈しずみ込む。──どのみち会って確かめればわかることだ。

「一乗寺邸に向かえ。朝まで注意を怠おこたるな」

「有紗様に何か？」

「念のためだ。それと来客の用意を」

「──は？」

　怪け訝げんそうに眉を寄せた桂に、手を振って教えてやる。

「怪かい人じん殿どののお出ましだ」

　返した掌から、ひらひらと桜の花びらが落ちていった。
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　月光を浴びて浮うかび上がった影かげが、音もなく階段を上っていく。

　時刻は深夜二時。邸てい内ないは静まりかえり、物音一つない。

　灯あかりもない階段を慣れた様子で上りきると、廊ろう下かの奥にあるドアから中へすべりこんだ。

　屋敷の主あるじである御おん曹ぞう司しの書しよ斎さい。彼は毎夜ここで仕事をしているらしいと調査済みだ。

　その仕事の内容を思うと嫌けん悪お感かんで胸がいっぱいになる。自分を、そして彼女を不幸の淵ふちへと突つき落とした──忘れたくても忘れられない激しい記憶がよみがえる。

　復ふく讐しゆうの文字が脳のう裏りをよぎるが、無理やり抑おさえ込んだ。

　今はそれよりも先にやることがある。

「──こんばんは」

　書斎の椅子に座っていた男に、いつもの顔で笑いかけた。

「予告状、読んでいただけました？」

　眉をひそめてこちらを見ている男を、薄うすく笑って見つめ返す。

　今は何より、この男から有紗を取り戻もどすのが最優先だ。
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　インバネスコートに身を包み、角かく帽ぼうをかぶった長ちよう髪はつの青年。

　へらへらした顔で入ってきた彼を見た時、一いつ瞬しゆん幻げん覚かくかと思った。あまりにも気になっていたがために自分がおかしくなったのかと。

　だが戸と惑まどったのは短い間だった。なんの接点もない学生がこんな真夜中に無断で邸内に侵しん入にゆうするわけがないのだから、答えは一つしかない。

「君が、世を騒がしている怪人か」

　その問いに、飛鳥井勇馬は軽く肩かたをすくめてうなずいた。

「自分でそう名乗ったわけではないんですが、まあ、そうです」

　その顔をじっと見つめたまま、京四郎はゆっくりと椅子から立ち上がる。

（……なるほど）

　なんとなく腑ふに落ちた。怪人が盗ぬすむものに共通点はない。あれはつまり、彼の意志ではなく頼たのまれて盗みを働いていたからなのだ。

　そして今回彼が盗もうとしているものは、訊きくまでもない。

「言っておくが、うちにお宝はないぞ」

「あるでしょう。掌しよう中ちゆうの珠たまが」

「知らんな」

「とぼけるのが下手へただなぁ。俺を仕留めるために待ち受けていたくせに。そんなに殺気満々で」

「近ちか頃ごろは目め障ざわりな輩やからが多いのでね」

　飛鳥井が愉ゆ快かいそうに口こう端たんをあげる。

「俺が有紗お嬢じようさんに近づいているのが気が気でないってふうですね」

　ポケットに手を突っ込み、京四郎は嘆たん息そくした。しらを切るにも時間が無む駄だのようだ。

「わかっているのなら手を引いてもらおうか」

「嫌いやだって言ったら？」

「強制的に排はい除じよする」

　迷いのない答えをどう思ったのか、彼はひゅうっと口笛を鳴らした。

「しばらく会わない間に物ぶつ騒そうな人になっちゃったなぁ。昔はもっと静かな感じがしていたけど」

　まるで以前からの知り合いのような物言いを不ふ審しんに思ったが、問いただす前に飛鳥井がからかうように続けた。

「そうやっていつも攻こう撃げきするんですか？　彼女に近づく男みんなに」

「別に男に限らないが」

「ふうん。女にも容よう赦しやなしですか。とすると彼女への気持ちは恋こいではない？　西洋の騎き士しみたいだ。私しを滅めつし、女主人に忠誠を誓ちかっている」

「……」

「意外だったなぁ。てっきり光ひかる源げん氏じの若わか紫むらさき計画かと思っていたのに」

　どうでもいい軽口を聞き流していたが、あまりに面おも白しろくない冗じよう談だんに、ついじろりと目をやってしまった。

「あんな多情な男と一いつ緒しよにするな」

「なんだ、やっぱり恋なんだ」

　そんな単純な言葉で決めつけられるのは心外だ。面めん倒どうくさかったが仕方なく説明してやる。

「彼女が幸せになれるなら、相手の男にいちいち悋りん気きを起こしたりはしない。もちろん厳しい条件は設けさせてもらうが」

「条件？」

「たとえば君のような──こそこそ彼女に近づく不審な男は論外だ」

　ポケットの中で握にぎっていたピストルを、まっすぐ相手に向けて構えた。

　魔ま弾だん銃じゆうではなく軍から支給された小型拳けん銃じゆう。有紗を害する者なら弾たまを撃うち込むことに何も躊躇ためらいはない。

「依い頼らい主を言え。有紗を誰に売るつもりだ」

　銃口を向けられ、飛鳥井の顔から一瞬笑えみが消える。だが怯おびえているわけではないようだった。

「売る？　なんの話ですか？　誰にも頼まれていませんよ」

　怪訝そうに首をかしげる様子からは、とぼけているふうには見えない。自分の意志で来たのだと、迷いのない目が語っていた。

「ではなぜ彼女を狙ねらう？」

「狙うなんて、人聞きが悪いな。ずっと捜さがしていた人をようやく見つけて、迎むかえにきただけですよ」

「……」

「きっと八や百お万よろずの神様が引き合わせてくれたんだろうな。俺もまさか、蒼生子お嬢さんと緋早子お嬢さんの繫つながりから彼女を捜し当てられるとは思ってなかった」

　独り言のようにしみじみとつぶやいた彼を、京四郎は眉まゆをひそめて見つめた。

「有紗に接せつ触しよくするために蒼生子嬢や緋早子嬢に近づいたのか？　それとも彼女たちも仲間なのか」

「とんでもない。ほんの偶ぐう然ぜんです。俺にしてみれば天の導きでしたけど。でも蒼生子お嬢さんにもそんなふうに疑われたなぁ。真相を話したら、黙だまっていてやるって約束してくださいましたけどね」

　にこやかな顔が憎にくらしく、舌打ちしそうになる。あれから何度か蒼生子とは顔を合わせているが、彼女は何も言ってきていない。気き性しようからして有紗に危険が迫せまっていると知れば報しらせてくれそうなものなのだが。

「蒼生子嬢を脅おどして黙らせたのか」

「そんな悪人じゃありませんよ。そのほうが有紗のためになるとわかって、納なつ得とくしてくださったんです。……あの子が知ったら、きっとひどく悲しむだろうから」

　ぽつりと言って、飛鳥井は目を伏ふせる。

　先ほどから感じていた違い和わ感かんが徐じよ々じよにふくらんでいく。京四郎は探るように彼の表情を見み据すえた。

　なぜ有紗を呼び捨てにするのか。彼女を愛いとおしむような発言をするのはなぜなのか。

　──彼はやはり、自分たちと面識があるのか？

「覚えてませんか？　俺はあなたと有紗の過去を知っているのに」

　心を読んだかのように飛鳥井が微笑ほほえむ。向けられたままのピストルを冷めた目つきで一いち瞥べつすると、彼はゆっくりと視線をさまよわせた。

「……俺は生まれてまもなくに母を亡なくしましてね。まだ赤ん坊ぼうだった俺を不ふ憫びんがって、父はすぐに再さい婚こんしました。母親という存在を作ってやりたかったんでしょう。実際、新しい母はとてもいい人で、我が子のように俺を可愛かわいがってくれました。俺も実の母だと思って慕したっていた。妹が生まれた時も心から嬉うれしかったし、幸せだった」

　あまり長くは続きませんでしたけど、と寂さみしげに少し笑う。

「妹を生んでからしばらくして、母は身体からだを壊こわして寝ね付つくようになったんです。うちはわりと人の出入りが多かったから、離はなれで療りよう養ようすることになりました。小さい妹も一緒にね。その頃ころの俺は父から教わることがあったので、母おも屋やで暮らしていて。せっかくできた母と妹と離れて暮らさなければならなくなって、寂さびしかったな。同じ敷しき地ちに住んでいるのに、あまり会うこともなくなってしまって」

　淡たん々たんと語る彼から、京四郎はいつしか目がそらせなくなっていた。

　この思い出話は他人ひと事ごとではない。それに気づくまでさほど時間はかからなかった。

「その頃、都会から若い学生が来るようになりました。一人は俺の遊び相手として。もう一人は妹の傍そばに。彼らは俺たちを守るために来たと言っていました。父はなぜか俺たち兄きよう妹だいの行く末をひどく心配していて、それで誰だれかに頼んで来てもらったみたいでした」

　だが、おかしい。この話を知る者は、一乗寺夫妻と自分の他ほかにはもういないはずだ。

　なぜ彼がこんなにも詳くわしく知っている？

　──彼は一体、誰なのか。

「俺は彼らのことが好きじゃなかった。特に妹についていた学生のことが。妹は彼にすっかり懐なついてしまって、『お兄ちゃん』なんて呼ぶようになったんです。俺のことは『ちいちゃん』なのにね。小さいお兄ちゃん、の略ですよ。実の兄なのに、俺はその学生の付属品みたいな呼ばれ方に変わってしまった。ひどい話でしょう？」

　苦く笑しようする飛鳥井を、京四郎は絶句して見つめた。

　──まさか、彼は。

　そっと目を細め、飛鳥井が見つめ返してくる。

「思いだしてくれました？　あの頃は別の名前だったから、わからなくても無理はないけど。あなたも烏丸なんて気取った名じゃなかった。──そうですよね？　有紗の許いい嫁なずけだった、清辻京助さん」

　封ふう印いんした過去が牙きばを剝むいてよみがえってくる。そんな錯さつ覚かくに襲おそわれながら京四郎はつぶやいていた。

「桜さくら川がわ……千ち歳とせ」

　二度と会えるはずのない人物が目の前に立っている。その事実をすぐには受け入れられなかった。

「君は、……死んだはずだ」

　生き別れた妹を捜し当てた、兄の執しゆう念ねん。有紗への焦こがれるような感情の正体はこれだったのか。

「死ななかったんですよ、運のいいことに。俺だけはね。逃にげ出して拾われて、飛鳥井勇馬という人間になったんです」

　皮肉めいた笑みが、すっとかき消えた。

「あの子は記き憶おくを消されているんだろう？　俺のことも、あんたの名前も覚えていなかった」

「……」

「父と母を殺して家に火を放って、秘伝書を盗ぬすんだあげく有紗を攫さらった。烏丸は最初からそれが目当てであんたたちを送り込んできたのか？　一体有紗を何に使うつもりだ」

　彼の怒いかりは紛まぎれもない本物だ。間ま違ちがいなく桜川千歳が──有紗の兄がここにいる。

　誤解を解かなければならない。京四郎は銃口を下げた。

「待て。押し入った賊ぞくは烏丸とは無関係だ。私もあの場に居合わせたが、見知った者はいなかった」

「とぼけないでくださいよ。父を殺して火をつけたのは烏丸の御おん曹ぞう司しじゃないか！　あんたの兄貴がやったんだ！」

　激しい声が耳をつらぬく。

　愕がく然ぜんとする京四郎を見据え、飛鳥井はコートの下からサーベルを抜ぬきはなった。

「有紗は俺の唯ゆい一いつの肉親なんだ。あの子を返してもらいます」

　冷えた宣言と金属音が、薄うす闇やみに鋭するどく響ひびいた。







　第五幕　乙おと女めと動き出す闇やみ







　大事をとって三日学校を休み、四日目に登校すると、有紗はなぜか時の人になっていた。

「有紗さん！　一体何がありましたの!?」

　教室に入るなり級友たちに取り囲まれ、有紗はきょとんとして見回した。確かにあまり休んだことはないが、そんなに珍めずらしかっただろうか。

「ええ、ちょっと風邪かぜを引いてしまったみたいで」

「そうじゃありませんわ！　菫子さまのこと！」

　食いつきそうな勢いで言われ、どきりとする。

　まさかあのパーティーでのことが知られているのかと思ったが、続いたのは予想外の言葉だった。

「有紗さんがお休みになっている間、菫子さまが毎日会いにいらしたのよ。大切なお話がおありなんですって！」

「菫子さまが!?」

　まさかの出来事に、思わず風ふ呂ろ敷しき包づつみを取り落としそうになった。

　あの一件の後、菫子と直接話す機会はなく、心配していたのだ。慧一郎がついているからその点では安心していたけれど、他に接点もない、一下級生の身で手紙など送ってもいいものだろうかと──彼女の裏事情に触ふれてしまい傷つけるのではないかと思うと、それもできずにいた。

　なのに菫子のほうから連日会いに来てくれていたなんて。

「黙だまってらしたなんてずるいわ。いつのまにお近づきになったの？」

「大切なお話って、なんなのでしょうね。気になるわ！」

「ああん、羨うらやましいわ。わたくしも菫子さまとご親しん戚せきになりたーい！」

「あ、あの、ちょっと、お待ちになって……」

　きゃあきゃあ騒さわぎだした級友たちの真ん中でもみくちゃになりながら、有紗がなんとかなだめようとした時だった。

「──失礼します」

　涼すずやかな声が戸口から聞こえた。

「一乗寺有紗さんは、いらっしゃいますかしら」

　ぴたっと騒ぎが止やむ。

　すでに来客が誰なのか悟さとって顔を赤くしている級友たちと一いつ緒しよに、有紗も戸口を振ふり返った。

　紫むらさき色いろのリボンをつけた菫子が静かに立っていた。

　彼女は有紗を見つけると、小さな声で言った。

「授業が始まる前に……少しお時間をいただきたいのですけれど……よろしいかしら？」

　あれほど賑にぎやかだった教室が静まりかえっている。緊きん張ちようと興奮が渦うず巻まいているのだ。

（す……菫子さま。本物の……！）

　突とつ然ぜんの天てん女によさまの登場に、有紗は声も出ず、ぎくしゃくとうなずくのが精せい一いつ杯ぱいだった。







　級友たちの好こう奇きと羨せん望ぼうのまなざしに見送られ、有紗は菫子と一緒に中庭に出た。

　静華女学院のシンボルである藤ふじの花が植えられたそこは生徒たちの憩いこいの場だが、始業前ということもあってか今は誰もいない。

「ごめんなさい。突然お呼びたてして……」

　藤ふじ棚だなの下のベンチに座るなりそう言われ、有紗はぶんぶんと頭かぶりを振った。

「いいえ！　わたしでよろしければ何なりと！」

「あれからずっとお休みされていたでしょう？　……あの一件でひどいお怪け我がをなさったのではと、気が気じゃなくて……」

　緊張していた有紗は、ようやく顔をあげて彼女を見た。

　悲しげに見つめる彼女の目には、案じる色が濃こく宿っている。心配して様子を見に来てくれたのだとわかり、急いで居住まいをただした。

「ご心配にはおよびませんわ。怪我もしていませんし、どこも悪くありません。ただ、母と京四郎さん……いえ、烏丸さまに、用心のため休むよう言われたものですから」

　てきぱきとした説明に菫子はほっとしたようだったが、すぐに目を伏ふせた。

「お怪我がなくても、大変な目に遭あわせてしまったことに変わりはないのですもの。ごめんなさいね」

「そんな、菫子さまがお気にされることじゃありませんわ」

「いいえ、わたくしのせいです。もっと毅き然ぜんとして対処しなければいけなかったのです。慧一郎さまを信しん頼らいしてすべてお話しするべきでした。でも、あの方を巻き込みたくなくて……」

　横顔があまりにも悲しげに見えて、有紗は勢い込んで身を乗り出した。

「誰だれにでも言いづらいことというのはありますわ。それに、巻き込みたくなかったという菫子さまのお気持ちは、ちゃんと慧兄さまに届いていると思います。そんなにご自分をお責めにならないでください」

　昔の許いい嫁なずけの件は慧一郎も承知しているのだし、彼女が悩なやんでいた気持ちもわかっているはずだ。彼女が気に病やんでいると知れば、そちらのほうが彼は気にするかもしれない。

　思わず力説した有紗を、菫子がふと顔をあげて見つめる。

　儚はかなげな顔に、微び笑しようが浮うかんだ。

「有紗さんは、お優やさしいわね」

「え」

　まともに目が合って有紗が固まっていると、菫子ははっとしたように口元を押さえ、おずおずと言った。

「……有紗さんって、お呼びしてもよろしい？」

「はいっ！　喜んで！」

　なんて律りち儀ぎな人なのだろう。こちらはとっくに名前で呼んでいたのでちょっと恥はずかしかったが、それ以上に夢のように嬉うれしくて有紗は勢いよくうなずいた。

　だがいつまでも一人で浮かれているわけにはいかない。事件の当事者として確かめてみたいことがあった。

「あの……、菫子さまは、あの男にお心当たりがおありですの？」

　あの時の彼女は攫さらわれかけていたのだから、当然怯おびえてはいたけれど、少し様子がおかしいような気がした。

　もし本当にただ連れ去り事件に巻き込まれただけならもっと怖こわがってもいいはずなのに、有紗が駆かけつける前、彼女は男と話をしていたように思ったのだ。

　菫子は目を伏せ、首を振った。

「いいえ……ありませんわ」

「そうですか……」

　本当は何か知っているような気がしたが、悲しそうな顔を見たらそれ以上追つい及きゆうできなかった。

【闇】に取り込まれたことを何も言わないのも不思議だったが、そちらは京四郎が話をしたのかもしれない。自分が言うことではないと思い、有紗は気を取り直して話を変えることにした。

「慧兄さまとはお話しなさいました？　心配なさっていたでしょう？」

「はい。叱しかられてしまいました」

「えっ。慧兄さまが？」

　温おん厚こうな彼が怒おこったところなど見たことがない。聞き違ちがいかと思ったが、うつむいた菫子は頰ほおを染めている。耳まで赤くして恥ずかしそうにしていた。

「悩んでいるのならどうして言ってくれなかったのかって……何があっても守るから、一人で抱かかえこまなくてもいいって。そこまで言っていただけるとは思っていなくて……びっくりして泣いてしまいました」

「まあ……」

　自分の知らない従兄いとこの一面に、驚おどろきとときめきで有紗もつられて赤面した。

　きっと彼は、そんなふうに大きく包み込むような愛情を菫子に向けているのだろう。そして菫子もそれに気づき、ちゃんと向き合おうとしているようだ。

　ほんの少しだけ──やっぱり寂さびしい気持ちもしたが、それの何倍も嬉しくなって有紗は身を乗り出した。

「慧兄さまなら必ずわかってくださいますわ。女性にとって、縁えん談だんが、その……なくなってしまうというのは、とても不幸なことですもの。菫子さまが悩まれるのも当然です」

　だから慧一郎との婚こん約やくを躊躇ためらっていたのを気に病むことはないと、励はげますつもりで訴うつたえたのだが、菫子は複雑そうな顔で首を振った。

「いえ……、以前の婚約が破談になったこと自体は気に病んでいませんの。ただ……なんと言ったらいいのか……急なことでしたし、動どう揺ようもしましたから、なかなか気持ちの整理がつかなくて。そのことを忘れて幸せになってもいいものかと……」

　彼女の元許嫁は京四郎の兄だったという。兄という人は亡なくなったそうだから、許嫁を亡くした彼女のショックは相当なものだっただろう。思い悩むのもわかる気がした。

「それで、京四郎さんにご相談を？」

「はい。京四郎さまは当時のことをご存じですから……。親戚同士で、事情も詳くわしく承知していらっしゃるものだから、つい弱音を……。ご迷めい惑わくをおかけしてしまいました」

「……本当に、相談だけでしたの？」

　思わず突つっ込んで訊きいてしまうと、菫子はきょとんとしたように瞬まばたいた。

「ええ、それだけです」

「そ、そうですわよね！　失礼しましたっ」

　慌あわてて笑え顔がおでごまかしながらも、安あん堵どのため息が出てくる。

（本当になんでもなかったのね。京四郎さんと菫子さま……）

　噓うそをついているようには見えないし、やはり自分の勘かん違ちがいだったのだ──。

（……って、だからどうしてほっとしてるのよ、わたしはー！）

「そろそろ戻もどらないといけませんわね。本当にごめんなさい。呼び出したりなんかして」

　恥ずかしくなって頭を抱えていると、はっとしたように菫子が腰こしを浮かした。

「わたくしなんかと話していたら、あなたまで嫌きらわれてしまうわ。それなのに皆みなさんの前で呼び出したりして……配はい慮りよが足りませんでしたわね」

　急に焦あせり出したようなので、有紗は驚いて彼女を見上げた。

「そんな。羨うらやましがられることはあるでしょうけど、嫌われるなんてありませんわ」

　もちろん教室に戻れば質問の嵐あらしが待っているだろうが、それくらいどんと来いという気分だ。全校の憧あこがれの天女さまと会話したのだから、この幸せは皆に分けるべきだろう。

　ところが菫子はおっとりと微笑ほほえむと、とんでもないことを言い出した。

「気を遣つかってくださってありがとう。でも、いいのです。嫌われているのは自分が一番わかっていますから」

「…………はい？」

　ぽかんとする有紗をよそに、彼女は申し訳なさそうにため息をついている。

「さっきもそうでした。楽しそうにお話ししていらしたのに、わたくしがいるとわかった途と端たん、ぴたりとそれが止やんで……。邪じや魔まをして申し訳ないことをしましたわ。有紗さんをお連れする時も、皆さんにらまれていましたもの」

「えっ。菫子さま、あのぅ、それは──」

「学校中の嫌われ者が人気者のあなたを連れ出したのだから、気を悪くされて当然ですわね。ああ、あんなことをするものじゃなかったわ……。しかも連日あなたを訪ねていったりして。あなたまで悪く思われたらどうしましょう」

　啞あ然ぜんとして固まっていた有紗は、目をむいて立ち上がった。

「誤解ですわ！　皆さん、菫子さまに憧れていらっしゃるんですから。それで緊きん張ちようして声が出なくなったり、じっと見つめたりなさっていただけです！」

　どういう勘違いの仕方なのか。人のことは言えない有紗だが、これはさすがに彼女のほうが上だと言ってもいいだろう。

　勢いに驚いたのか菫子は瞬いて見つめてきたが、やがて嬉しそうに口元を押さえた。

「ふふ……。有紗さんて、とってもお優しいのね。なぐさめてくださってありがとう」

「本当なんです！」

「わたくしなら大だい丈じよう夫ぶ。初等科の頃ころからずっとこうなので、もう慣れていますわ」

　微笑んだ彼女は妙みように悟さとったような表情をしている。菩ぼ薩さつ様のごとき笑顔だ。

　まったく気にしていない様子の彼女に、有紗は呆ぼう然ぜんとなった。

（あまりにも高たか嶺ねの花すぎて誰も近寄れなかったから……！　わ、わたしたちのせい!?）

　学校中の憧れの人が、まさかこんなふうに勘違いをしながら生きてきたなんて。どうりで、孤こ高こうの美少女ぶりが板についていたわけだ。

「今なら誰にも見られずに教室へ戻れますわ。さ、有紗さん。目もく撃げき者しやが増えないうちに、お急ぎになって」

　藤ふじ棚だなの柱の陰かげからひそかにあたりをうかがっている天てん女によさまは、有紗がとばっちりを受けて嫌われないようにと使命感すら持っているようだ。

　綺き麗れいで神秘的な彼女なのに、そうしているとなんだか可愛かわいらしいような印象すらあるが、そのことに感動する余よ裕ゆうもない。

（慧兄さま……菫子さまと一年もお手紙でどんなお話をなさってたの……!?）

　今までとは違った意味で二人のことが気になってきて、有紗は混乱しながら中庭を後にしたのだった。
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　意外すぎる一面を知ってしまったものの、憧れの上級生と話した幸せは大きく、有紗はその日一日を夢ゆめ見み心地ごこちで過ごした。

　ほんわかしながら下校の途とについたが、校門前に見慣れた車があるのを見て、はたと現実に引き戻される。

（あ……。そういえば、今日からまた京四郎さんのお迎むかえがあるんだった！）

　あのパーティーの後、有紗は学校を休んでいたし、京四郎はその間一度お見み舞まいにきてくれたものの、ろくに会話することもなく帰って行った。つまりあれ以来初めてまともに顔を合わせるのだ。

（どうしよう、緊張してきちゃった）

　いつもなら車によりかかって待っているはずの彼の姿が見えない。有紗はこそこそと近づき、車の中をのぞいたが、そこにも彼はいなかった。

「おかえり、お嬢じよう様さま」

「ひゃあ！」

　急に横から声がして、飛び上がりながら振ふり向くと、京四郎が校門の脇わきにもたれて腕うで組ぐみをしていた。

　思わず固まる有紗を一いち瞥べつし、やってきて後部座席のドアを開けてくれる。

「あ……ありがとうございます」

　慧一郎との会話がよみがえり、自然と顔が赤くなってしまう。目も合わせられず、頭を下げてそそくさと乗り込んだ。

（びっくりした……。どうして今日はそっちで待ってらっしゃったの？）

　気になったが、運転席に乗り込んできた彼が車を発進させたので、話しかける機を逃のがしてしまった。

　走り出した車内で、仕方なく有紗は膝ひざの上でもじもじと指を絡からませる。

（ええと……。わたし、いつもどんなふうにおしゃべりしてたんだっけ。……あれ？　どうして思い出せないんだろう）

　下校の迎えの車内では、沈ちん黙もくがないくらいに会話していたはずなのに。なぜだかその方法がわからなくなってしまった。

（こんなことじゃ変に思われちゃうわ。でも、本当に何を話したらいいの？）

　運転席の京四郎の横顔を、そっとうかがう。

　話したいことはたくさんあるはずだ。パーティーでのこと、菫子と会ったこと、今日も学校が楽しかったこと──。それをそのまま口にすればいいだけなのに、どうしてこんなに考え込んでしまうのだろう。

　彼はいつもこんなに無口だっただろうかと落ち着かない気分になりながら、有紗は京四郎の横顔を盗ぬすみ見ていた。

　つんと高い鼻筋。白い頰ほお。長い前まえ髪がみがかかって目元が隠かくれそうになっている。

（やっぱり、綺麗なお顔……）

　初対面の時から変わらない感想を心の中でつぶやいて、じっと見入る。

　一見すると陰いん気きで怖こわそうな雰ふん囲い気きもあるが、よく見れば彼が美男子だと気づく人は少なくないはずだ。現に級友たちの中にも気にしている人がいる。それこそ先日のようなパーティーに出ればご婦人方の視線を集めそうなものだ。

（わたしが知らないだけで、社交界では知られた存在なのかも……？　無ぶ愛あい想そうだけどいろんな関係でそういう場に出ることもあるだろうし、京四郎さんだって綺麗な大人の女性をたくさん見てるんでしょうね。だからあんなにしょっちゅう子どもに興味はないって仰おつしやるんだわ）

　菫子とのことは誤解だったが、もしかすると別の誰だれかをあんなふうに恋こいの果てに泣かせたこともあるのだろうか？　いや、桂の話では昔の許いい嫁なずけをまだ忘れていないようだったから、それはなさそうだ。

（結局、聞きそびれちゃったな。京四郎さんの許嫁のこと……）

　せっかく教えてくれそうだったというのに、もったいないことをした。すごく知りたかったのに──。

「何か顔についてるか」

　急に京四郎が口を開いた。

　有紗がきょとんとして瞬まばたくと、前を向いたまま、彼はぶっきらぼうにつぶやいた。

「さっきから視線が痛い。そんなに見つめられると穴が開きそうだ」

「……!?」

　自分でも知らないうちに見つめていたのに気づき、一気に頰に熱がのぼった。しかもそれを気づかれていたなんて恥はずかしすぎる。

（何をぼんやりしているのよ、わたしは！　どうしよう、はしたないって思われたかしら）

　あわあわと頰を押さえて挙動不ふ審しんに陥おちいっている有紗を、京四郎がミラー越ごしに一瞥する。

「顔が赤いな」

「！」

「また下級生から恋こい文ぶみでももらったか」

　いつもの無表情の意地悪口調だ。それまでは会話のきっかけがつかめなくて悩なやんでいたのに、それを聞いたら不思議と調子が戻もどってきて、有紗はむきになって言い返した。

「違ちがいますっ。……菫子さまとお話ししたんです。心配して会いに来てくださって」

「ほう」

「近くで拝見しても、とってもお綺麗でした。まさしく天女としか形容できないというか」

「ふうん」

「心が洗われるというのかしら。清らかな気持ちになれるんですよね。おかげさまで今日一日ずっと幸せな気分で過ごせました」

「それはそれは」

　心のこもらない相づちに、幸せ気分を思い出して浸ひたっていた有紗は、むっと眉まゆを寄せた。

「なんですか、その生返事は。京四郎さんだって少しは思うでしょ？　あんなにお綺麗なんですから」

「別に。子どもの頃から知っているし、興味ないな」

「それにしたってですよ。小さい頃に比べて綺麗になったなって思うこともあるでしょう？」

　そっけない答えが不満で意地になって言いつのると、彼は一いつ瞬しゆん黙だまった。

「人と場合による」

　あくまで認めない彼に、有紗はむぅっとふくれた。

　どうしても子どもには興味が持てないらしい。悔くやしくなって抗こう議ぎしてやった。

「もう！　菫子さまみたいなお綺麗な方でもそれなら、わたしなんて全然だめじゃありませんか。もともと釣つり合ってないのに……」

「……」

　京四郎の反応はない。

　しばし沈黙が流れ、そこでようやく気づいて、有紗は額を押さえた。

「……は？　な、何言ってるんですか、わたし……。違いますからっ、変な意味はなくて、今のはその、言葉の綾あやで！」

　自分で自分の発言の意味がわからない。子どもなのは事実だし、菫子と比べるような言い方も変だし、彼を責めるのも筋すじ違ちがいだし──一体何を言いたいのだ？

　黙っていた京四郎がミラー越しに後部座席へ目をやる。

　赤くなってうろたえている有紗を見やり、彼はおもむろにため息をついた。

「帰りたくなくなってきたな……」

「──え？」

　よく聞こえなくて顔をあげると、一瞬目が合った。

　すぐにそらした彼が無表情に言う。

「寄り道したい。責任をとって付き合ってくれないか」

　責任って一体なんのだ、と思いつつ、有紗は戸と惑まどって彼を見つめた。

「でも、学校帰りの寄り道は校則で禁止になっていて……」

「この前は緋早子嬢と甘味屋に寄っただろう。ついでにあの書生も」

　言葉に詰つまった。それを言われると弱い。なりゆきだったとはいえ、確かにあれも寄り道だ。

「……どこに行くんですか？」

　よくわからないが、彼からこんなふうに誘さそってきたのにはわけがあるのだろうと訊たずねてみると、気のない声が返ってきた。

「君の行きたいところでいい」

「わたしの？　でも、どこか行くところがあるからそう仰ったんじゃ」

「時間をつぶしたいだけだ。しかし主あるじを差し置いて下げ僕ぼくが決めるわけにはいかない。だから君が決めてくれ」

　どうやら、次の仕事まで時間が空いているだとか、そういうことのようだ。やっと納なつ得とくしたので有紗はどきどきしながら提案した。

「じゃあ、パーラーに行きたいです。美び幻げん堂どうの！」

　最近できたばかりの、果物を使った洋よう菓が子しや珈琲コーヒー、紅茶を売りにしたお洒落しやれな店だ。馨が見せてくれた雑誌に載のっていて、ずっと気になっていた。

「名前からして女学生とご婦人御ご用よう達たしの店らしいな」

「そうでもないと思いますけど……。やっぱり、そういうお店は嫌いやですか？」

　世の中にはパーラーやカフェといった場所を厭いとう人がいるのは知っているから、無理にと言うつもりはなかったのだが、予想に反して文句も皮肉も返ってこなかった。

「お嬢様のお望みなら、どこへでも」

　淡たん々たんと言うと、京四郎はゆっくりとハンドルを切った。
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　午後の銀ぎん座ざは思いのほか人出が多く、通り沿いには自動車や乗り合い馬車がずらりと停とまっていた。

　近くに停められそうになかったため有紗を店の傍そばで下ろし、駐ちゆう車しやできる場所を探すと、京四郎はようやく車を降りた。

　美幻堂とやらからはだいぶ離はなれたところまで来てしまった。有紗を下ろしてきて正解だったようだ。

　表通りへ出ると、上流階級の婦人らしい団体や夫ふう婦ふ連れ、洒落た紳しん士しらで賑にぎわっている。

　女学生が一人でいるのは心細いだろうからと、店の中で待つように言ってきたが、心配になってきた。あの子は一人で大だい丈じよう夫ぶだろうか。

（……いや……あの頃ころとは違う。有紗はもう子どもじゃない）

　それはわかっているのに、どうしても昔のことを思い出すと足が速まってしまう。

　まだ少年だった頃──月に一、二度、有紗に会うために甲州の山奥へ訪ねていった頃のこと。

　兄きよう妹だいのない自分に小さな女の子の相手が務まるのかと思っていたが、それはまったくの杞き憂ゆうだった。

　父親と兄と別の屋や敷しきで暮らし、床とこについている母親にもあまり会えずにいた彼女は、遊び相手に飢うえていたらしい。初対面から大だい歓かん迎げいでまとわりつかれ、面めん食くらったものだった。

　お転てん婆ばという形容がこれほど似合う娘むすめはいないというくらいの元気者だったが、しかしそれ以上に寂さみしがりやだというのを会うたびに実感した。

　東京に帰る日は、屋敷の近くの小高い丘おかまで決まって見送りにきてくれた。泣きもせず、帰らないでと駄だ々だをこねるでもない。乳母うばの小夜子に手を引かれ、すがるように、じっと見ていた。あの顔が今でも忘れられない。

　そして訪ねていく日は、同じ丘で来るのを待っている。自分を見つけるなり、ぱっと弾はじけるように笑って駆かけてくるのだ。

　周りの大人に言われるままに屋敷に行くことになったのに、いつしか、彼女を守らなければと使命感のようなものを感じるまでになっていた。

　それは今も変わらない。物心ついた時から家族がいなかった自分にとって、有紗はかけがえのない存在だ。

　彼女を大切にしてくれる人は他ほかにもいる。だから、いざとなれば命を投げ出しても構わないとすら思う。

（……こんなふうに思っていると知ったら、気味悪がられるだろうが）

　それでもいい。皮肉を言うだけの雇こ用よう主がいなくなったところで、少し不思議に思ってもすぐに忘れてくれるだろう。

　十年前に別れた時から、彼女に会える日をずっと待っていた。あの頃のように心細そうな顔をして自分のことを待ち侘わびているのではと、可哀かわい相そうに思っていたから。

　もっとも、彼女の中にはもう、あの頃の記き憶おくはなくなってしまったが──。

（いつのまにか大人になって……あんな顔もするようになったのか）

　許いい嫁なずけのことを聞きたいと見つめてきた時や、釣り合っていないと言い放ってうろたえていた時の顔を思い出すと、何やら複雑な気分になってくる。

　すぐに家に送り届けるのがもったいないような気がしてこんなところまで連れてきてしまったが、この〝寄り道〟が自身の魅み力りよくによるものだとは、彼女は思っていないだろう。

　そうやって大人の女性へと成長して、いつか自分の知らないところへ行ってしまうこともあるのだろうか。

　──通り沿いの店のガラスに、道行く人々が映っている。

　そこに映る自分の姿に気づき、京四郎は足を止めた。

　青白く、生気のない顔。

　死神に魅み入いられた男の顔だ。

「……」

　再び歩き出しながら、あの夜の飛鳥井との会話を思い出す。

　有紗の記憶を消した経けい緯いを話すと、彼は一応は納得したらしく、彼女に事実を話さないと約束してくれた。妹大事な想おもいが勝まさったのだろう。

『有紗の心を守ってくれたことには礼を言います。でも、あの子があなたの傍にいるのは許せない』

　幾いく分ぶん冷静さを取り戻もどした顔で、彼はまっすぐに見つめて言った。

『いくら関係ないと言っても、有紗から見ればあなたは両親の仇かたきだ。それを知った時、あの子はもっとずっと傷つきますよ』

　あの言葉が頭から離れない。

　何も知らずにこのまま一乗寺夫妻の娘として生きていけば、必ず幸せになるだろう。その未来を守りたいと思っていたが、飛鳥井の話を聞いた今、彼女の前から消えたほうがいいのではという迷いが生まれていた。

　顔を合わせていれば、記憶がよみがえる日がくるかもしれない。その前に──。

　ふいに、懐ふところに熱を感じた。

　はっとして胸に手をやると、背広の内側に入れた魔ま弾だん銃じゆうが熱を帯びている。近くで【闇やみ】が発動した可能性が高い。

　顔が強こわばるのが自分でもわかった。

（有紗……）

　たまたま彼女を連れてここへきた日に遭そう遇ぐうするとは、ただの偶ぐう然ぜんと思えない。

　嫌な予感がよぎり、人を避よけながら走り出す。

　有紗が【闇】につかまる前に、連れて逃にげるのだ。
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　美幻堂の近くで車を降りた有紗は、店の前で京四郎を待っていた。

　見送っていたところ、だいぶ遠くまで駐車場所を探して走っていったようだった。この人出では無理もない。

（ちょっと時間がかかりそうだけど、京四郎さん、大丈夫かな）

　店の中で待っていろと言われたのだが、一人だけ座っているのも気が引けて、店の女給に席を取ってもらってまた表に戻ったのだった。ちらっと確かく認にんしたところ名物のクリームあんみつがメニュウに載っていたので、安心して待機できる。

（京四郎さんは甘い物はお好きなのかしら。お客さんも女性ばかりだったし、いつも以上にむっつり顔になっちゃうかも……。でも意外と平気かな？　『別に。女子どもには興味ない』とか平然となさってたりして）

　容易にその台詞せりふと表情が想像できて、思わずくすっと笑う。

（それにしても……人が多いのねえ）

　気長に待つつもりで、道行く人々を眺ながめる。夕方近い銀座の大通りに女学生は場ば違ちがいではあったが、それさえ気にしなければとても興味深い場所だ。

　近くに停まった自動車から運転手が降りてきて、後部座席のドアをうやうやしく開けている。主人らしき紳士が当然のような顔で出てくるのを横目で見ながら、ふと疑問が浮うかんだ。

（京四郎さんも本来ならあの方みたいに運転手つきで移動される身分なのよね。どうして自分で運転されてるのかしら）

　一度不思議に思って訊きいたことがあるが、『いちいち外出のたびに運転手を呼びつけるのが面めん倒どうくさいから』と言っていた。それで自分で免めん許きよを取ったのだと。

（わざわざ免許を取りにいくほうが大変なんじゃないのかな……？　本当、不思議な人）

　まだまだ彼について謎なぞに思う部分は多いというところだろう。

　通りを行く人たちの装よそおいは様々で、見ていて飽あきることはなかった。ずいぶんと長い間そうしていたかもしれない。

　ふと、右手の指に軽い痛みが走り、有紗は何気なく目をやった。

「！　熱……っ」

　包帯を通して指輪が赤く光っている。痛みではなく熱さを感じたのだった。

　慌あわてて手で隠かくし、誰だれにも見られなかったようだと確認してから、そっとまた見てみた。

　赤い光が明めい滅めつしている。これまでの経験からして、魔ま術じゆつ絡がらみの力が発動した時に反応していたはずだ。熱を感じたことはなかったはずだが──。

（まさか、このあたりで何かあったの？）

　さりげなく見回したが、特に変わったところはない。

　京四郎を呼びに行ったほうがいいか、それともこのまま待つべきかと迷いながらもう一度見回した時、近くに男が立っているのに気がついた。

　見覚えのない人だが、明らかにこちらを見ている。場違いな女学生が物もの珍めずらしいという感じでもない。

（誰……？）

　黒いマントを羽織った長身の男は、ゆっくりと歩いてくると、有紗の前に立った。

　帽ぼう子しから長めの髪かみがぼさぼさとはみ出している。硬こう質しつな感じのする美び貌ぼうは、どことなく近寄りがたいものがあった。

「桜川の娘だな？」

　男は低い声でいきなり言った。

「桜の書は、おまえが持っているのか？」

　突とつ然ぜん知らない人にわけのわからないことを訊かれ、有紗は戸と惑まどって首を振ふった。

「知りません……人ひと違ちがいです」

　桜の書。聞いたことがあるような気がしたが──それもごく最近──よく思い出せない。

「そんなに変わった名前がそうそういるとは思えないんだがな。……有紗」

　よく知っていると言いたげに名を呼ばれ、固かた唾ずを吞のんで見つめ返す。

　名前を知っているとなると知人なのだろうが、まったく心当たりがなかった。

「……どなたですか？　わたしは一乗寺有紗です。桜川という姓せいに心当たりはありません」

　両親や馨、慧一郎の知り合いでもないはずだ。第一、呼び捨てにする人なんて六条家の伯父おじたちか馨くらいしかいない。

「覚えていなくても無理はないが……ほんのこの前にも会っただろう。──帝都ホテルの空中庭園で」

　その言葉に、有紗はぎくっとした。

（この人……菫子さまを攫さらおうとした男！）

　あの時は仮面をしていたから顔はわからない。だが確かに声は似ている。

　あの男がなぜここにいて、なぜ声をかけてきたのか。それを疑問に思うよりも、なんの躊ちゆう躇ちよもなくお腹なかを殴なぐられた時の恐きよう怖ふがよみがえり、反射的に踵きびすを返す。

「！」

　途と端たん、強い力で腕うでをつかまれた。

　血の気が引く思いで振り向いた有紗を、男はじっと見下ろしている。

「まさか、記憶をなくしているのか？」

「……？　痛っ！」

　つかまれた手にぐっと力がこもり、ひねるように手首を持ち上げられた。

「この指輪はどうした。誰に持たされた？」

「放してっ！」
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　男ともみあう女学生に気づいた通行人が眉まゆをひそめているが、見ているだけで助けに入る者はない。そのことがますます恐おそろしさをかきたてる。

「この指輪がおまえの祖父の形見だというのも覚えていないか？」

　必死に振りほどこうとしていた有紗は、思わず男を見上げた。

　父方の祖父からは何も聞いていないし、母方の祖父は健在だ。第一この指輪は京四郎の家に伝わるものなのに。

「なら、おまえの出生の秘密を教えてやる。一いつ緒しよに来い」

　ぐいっと腕を引かれ、足がもつれる。有紗は呆ぼう然ぜんと男を見ていた。

（出生の秘密？　なんのこと……？）

　聞き流せなかったのは、自分でも気になっていることがあったからだった。

　抵てい抗こうするのも忘れ、引きずられるまま歩き出しかけた時──。

「頭を下げろ、有紗！」

　鋭するどい声が耳を貫つらぬいた。

　はっと我に返ってしゃがみこんだのと、銃じゆう声せいが響ひびいたのはほぼ同時だった。

　周囲から悲鳴があがる中、続けざまに銃声が奔はしる。

　つかまれていた腕が離はなれ、有紗はよろめいて道路に倒たおれ込んだ。男が手から血を流しているのに気づき、息を吞んで振り返る。

　騒さわぎたてる人々をかきわけるようにして、京四郎が駆かけつけてくるのが見えた。

「あ……！」

　男が身を翻ひるがえす。逃がすわけにはいかないと有紗は手を伸のばしたが、届かなかった。

　走ってきた京四郎が有紗の前に庇かばうように立ち、両手でピストルを構える。

「止まれ！　──朔はじめ！」

　男がちらりと振り返る。まるであざ笑うかのように、そのまま人ひと混ごみへとまぎれて見えなくなった。

　京四郎は構えを崩くずさず人混みの奥をにらみすえていたが、周りを巻き込まず撃うつのは無理だと判断したようで、銃じゆう口こうを下ろして振りむいた。

「怪け我がは？」

　息を切らしながらのぞきこんできた彼に、有紗はなんとか首を振る。

「大だい丈じよう夫ぶ……です」

　本当は大丈夫じゃなかった。何が起きたかわからなくて手が震ふるえてしまう。

　堪こらえようともう一方の手で握にぎりしめていると、それごと京四郎の手が包みこんできた。

「立てるか？　車まで走るぞ」

「……はい」

　あたりは騒そう然ぜんとしていた。銃声を聞いて人が集まってきたのだ。こちらを指さしている者もいて注目を浴びている。ここに留とどまるのはまずい。

　手を引いて起こしてもらい、有紗は京四郎と一緒に人の流れに逆らうようにしてその場を脱だつ出しゆつした。







　騒ぎに気づいて駆けつけようとしている野次馬も多く、何度も人にぶつかったが、そのおかげでまぎれこめたようで見み咎とがめられることはなかった。

　やっと人が少なくなったあたりまで出られて、このまま車まで走れば一安心だと思った瞬しゆん間かん、気が緩ゆるんだのか有紗は足をもつれさせた。

　はっとしたように京四郎が振り返る。

「大丈夫か」

「ご、ごめんなさ……あ」

　腰こしが抜ぬけてしまった。力が入らず、どうしても立てない。

　しかしそれを悔くやしがる暇ひまもなく、いきなり抱だき上げられた。

「！　ちょっと、京四郎さ……っ」

「非常時だ、許してくれ」

　身体からだを押し上げられ、担かつぐように持ち上げられる。慣れない体勢に有紗がじたばたしていると、手をつかまれて導かれた。

「首に絡からめろ。落ちないように」

「く、首って……きゃっ！」

　彼が走りだしたので、慌あわててしがみつく。片手だけで軽々と支えている京四郎に感心する余よ裕ゆうはなかった。

　さらに人目を避さけて路地裏に入り、しばらく走ると、ようやく京四郎は足を止めた。

　カフェか何かの裏だろうか、無造作に木箱がいくつか積んである。その上に有紗を下ろし、彼は壁かべにもたれこんだ。

「ごめんなさい、大丈夫ですかっ？」

　荒あらく息をついているのが心配になっておろおろしてしまったが、彼の息切れの理由は担いで走ったからだけではないようだった。青ざめて強こわばった顔で黙だまっているので、有紗は思い切って訊たずねた。

「さっきの男の人、知ってるんですね？」

　彼は確かに名前を呼んだ。『はじめ』──そう聞こえた。

「あの人が帝都ホテルで菫子さまを攫おうとした人なんです！　一体誰だれなんですか？」

「……」

「ねえ、知ってるんでしょう？　京四郎さん！」

　彼はしばらくの間、無言で何かを考えているようだった。

　こんなに厳しい顔を見たのは初めてで、どんどん不安がふくらんでいく。何が起ころうとしているのかわからなくて怖こわくなってくる。

「京四郎さん……」

　声が震えているのに気づいてか、彼がようやくこちらを見た。眉をひそめ、苦しそうな顔をしている。

　もう一度訊きこうとした時、彼は重々しく口を開いた。

「ああ……知ってる。警察に追われる犯罪人だ。私もずっと追っていた」

「犯罪人？」

　では、伏見と時々密談していたようなのは、それが理由だったのだろうか？　あの男の情報を交こう換かんしていた？　しかし京四郎が追う相手となると魔ま術じゆつ関連のはずだし、伏見と協力するのは変だ。

「名前は烏丸朔。……私の兄だった男だ」

　ぽつりと言った京四郎を、有紗は驚おどろいて見つめた。

「兄……？」

　彼は烏丸侯こう爵しやくの養子だそうだから、生家に兄がいたのか、それとも同じ養子の兄なのか。どちらにしろ深いつながりのある人が犯罪人として追われているなんて──しかも京四郎本人もずっと追っていたとは、どういうことなのだろう？

「じゃあ……あの人は京四郎さんのお兄さまで……。で、でも、どうしてそんな人が菫子さまを攫さらおうとしたりするんです？　それにあの人、この指輪のことを知ってるみたいでした。魔術に詳くわしい人ということでしょ？　どうして警察に追われてるんですか？　一体どういう人なんですか？　どうして……」

　混乱して矢や継つぎ早に訊いてしまったが、ある事実に思い当たって声を吞のんだ。

　京四郎の兄で、菫子とも関係があって、魔術や指輪のことを知っていそうな人。自分にも一人心当たりがある。

（でも、まさか……）

　思わず京四郎を見つめると、彼は深く息をつきながらうなずいた。

「烏丸侯爵の一人息子むすこで、菫子の元許いい嫁なずけだ。死んだと世間には発表されたが実は生きている」

「……どうして……!?」

　信じられなかった。曲がりなりにも華か族ぞくであり、お上かみから特別な仕事を任されている烏丸家の跡あと取とりなのに、死亡を偽ぎ装そうしたなんて。

　生きている人間を死んだと公表し、弟である京四郎が追っている。とても常識では考えられないが、それだけによほどのことがあったのだと想像がついた。

「一体何があったんですか。あの人は何をしようとしているの？　わたしも何か関係してるんですか？」

　不気味な影かげが伸びてくるような錯さつ覚かくがして、勝手に身体が震えてくる。

「あの人、変なことを言ったんです。桜の書を持ってるのかとか、桜川の娘むすめとか……。わたしはそんなもの知らないのに。この指輪のことも、そんな名前も……」

　出生の秘密を教えてやる──あの男はそう言っていた。それが何を意味するのか、そして知らないところで何が起ころうとしているのかと思うと、怖くて心細くて、たまらなくなる。

（桜川……。どこかで訊いたことがある……？　ううん、知らないはずだわ。でも……）

　とてつもなく不ふ吉きつなことが起きそうな──得体の知れない不安で心が塗ぬりつぶされそうだ。

　ぎゅっと目を瞑つぶって堪えていると、肩かたに手が乗せられるのを感じた。

　見ると、前に京四郎がひざまずいている。少しつらそうな表情に見えた。

「安心しろ。私が必ず守ってやる」

　労いたわるように両りよう腕うでにそっと触ふれ、彼は静かに言った。

「もう二度と君を一人にはしない」

「……」

　潤うるんだ視界の中で京四郎が真しん剣けんな顔をしている。

　手を包むように握られ、有紗は小さくうなずいた。

　まだ何もわからないままで、不安は消えない。

　けれど、彼がいてくれるなら大丈夫だと思えて、きゅっと手を握り返した。
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　屋や敷しきの周辺はぐるりと鉄てつ柵さくがめぐらされ、正面の黒い石製の門柱で途と切ぎれている。

　その向こうに聳そびえるように建つ烏丸侯こう爵しやく邸ていを、馨はもう何時間も物もの陰かげからうかがっていた。

　車が出入りできるのはあの門だけのようだから、ここで張り込んでいれば待ち人と会えるはずなのだが、とんと帰ってこないのだ。

（今何時だと思ってやがるんだ？　まさか、有紗を送ったついでにのんびり茶でも飲んでるんじゃないだろうな）

　女学校の授業はとっくに終わっているし、送っていったとしてもここへ戻もどるまでの時間はたかが知れている。それがわかっているからこうしてやってきたというのに。

（くそっ。待つのは構わんが相手があいつだと思うとなんか癪しやくだぜ）

　休日に屋敷に通うだけでなく、下校時に車で迎むかえに来てもらっていると知った時は、さすがに耳を疑った。京四郎がそこまでする義理はまったくもってないはずなのだ。

　姉は歓かん迎げいして頼たよっているようで、やめさせるよう進言したら逆にお小言をくらってしまったが、馨はいまだに納なつ得とくしていなかった。

（まあいい。今日はついでにその件もはっきり言ってやる）

　祖父の誕生会の席上で、京四郎が義ぎ兄けいの孝介ともともと知り合いだったのではと玲弥に聞いてから、彼の素す姓じように不ふ審しんを感じ独自に調査をしてみた。

　そして、烏丸侯爵の養子になる前──まだ彼が少年の頃ころ、頻ひん繁ぱんに甲州に通っていたことを突つき止めた。

　それだけなら特におかしいことではない。ただ、彼の生家である清辻家が断絶し、彼自身も戸こ籍せきから消された形けい跡せきがある。養子に入ったからではなく、存在自体がなくなっているのだ。

　その後、烏丸家の分家に引き取られ、以降彼は一度も甲州へ行っていない。

（甲州にどんな縁えんがあったんだ？　義兄にいさんも昔、そっちのほうに行ったことがあるみたいだったんだよな……）

　本人が言ったわけではないが、妙みようにあちらの街について詳しかったので不思議に思ったのを覚えていた。もしかすると二人はそこで会ったことがあるのかもしれない。

　そうだとすると、それを隠かくしているというあたりに何か秘密がありそうだ。

「寒……っ。ああもう、早く帰ってこいよ……」

　苛いら々いらしながらつぶやいた時、どこからか、ぷんと香こうばしい匂においがただよってきた。

　ん？　と振ふり向こうとした途と端たん、後ろから新聞の包みが差し出される。

「精が出ますわね。はい、差し入れ」

　朗ほがらかな声に、ぎょっとして振り向くと、女記者の醍醐がにこやかに立っていた。

　あからさまに顔をしかめた馨に新聞包みを押しつけ、彼女は物陰から対象の屋敷をのぞきこむ。張り込みには慣れているのか気配の消し方も堂に入っていた。

「おい、なんだよ。邪じや魔ましに来たのか？」

「差し入れに来たと言ったでしょう。焼き芋いもはお嫌きらい？　温かいしお腹なかにもたまるし最適だと思ったんだけれど。──まだ先方とは接せつ触しよくしていないようね？」

　今にも取材手帳を開きそうなので、しっかりと釘くぎを刺さしておくことにする。

「言っておくが、スクープを横取りしようなんて目もく論ろ見みなら見当外れだぜ。俺はそんなつもりで来たわけじゃないんだから」

「ああら、そんなこと仰おつしやっていいのかしら？　貴重な情報を提供した恩人に向かって」

　案の定、恩に着せてきたので馨は舌打ちしそうになった。

　京四郎の過去を探さぐる過程でまずわかったのは、清辻家の子としての彼が消されたこと。そこからたどって当時の清辻家の使用人から彼が甲州へ通っていたことを突き止めたのだが、その使用人というのを連れてきたのが、なんと醍醐だったのだ。彼女の伯母おばの知人という縁があったらしい。

「礼ならこの前昼飯をご馳ち走そうしただろ。蕎麦そば一杯ぱいじゃ不満か？」

「ええ、不満だわ。とっても」

「じゃあ今度は天ぷら付きにしてやるよ。それで勘かん弁べんしてくれ」

「面おも白しろそうなネタを追っているんでしょう？　独り占じめはひどくってよ」

　言外に込めた帰れという思いを無視され、馨は半ば呆あきれて彼女を見つめた。

「あのなあ。俺と君は商売敵がたき、ライバルだろうが。仲良く取材してたまるか」

「私はそうは思っていないけど？　大日本帝てい国こくの未来を切り開く、清い正義のペンの同志ですもの。時には協力しあうことも必要じゃなくって？」

「心にもないことを」

「ひょっとして、何か危ないネタなの？」

　目を輝かがやかせて食い下がってくるので、鼻先に指を突きつけてやった。

「ああそうだよ。記事に起こすつもりもない。だからすっこんでてくれ！」

　しかしたじろぐどころか一層好こう奇き心しんを刺し激げきされたらしく、醍醐はとうとう取材手帳を取り出してしまった。

「ますます面白そうだわ！　私にも嚙かませてちょうだい。あ、無む償しようで結構よ。おたくも取材費が厳しいでしょうしね。うちは大だい富ふ豪ごうの六条財ざい閥ばつ会長がついているから余よ裕ゆうがあるけれど」

「聞けよ！　記事にはしないって言っただろ。一銭にもならないんだぜ」

「もちろん私もしませんわ。個人的に興味があるだけ」

「興味って、どんな」

「烏丸家といえば謎なぞ多き一族だもの。記者魂だましいが刺激されて仕方がないのよ」

　どうにも引き下がりそうにない。ふんと笑い、馨は当てつけがましく言ってやった。

「君の子どもの頃のあだ名を当ててやろうか。『街一番のじゃじゃ馬お転てん婆ばハイカラ娘』」

「あら、よくご存じね。正解よ」

　醍醐はにこやかに皮肉を受けたが、ふと真面目まじめな顔になった。

「冗じよう談だんはさておき。私、本当に気になっているのよ。お春はるさんの話を聞いた時はうっかりしていたんだけど、後から思い出したことがあって」

　春というのは件くだんの清辻家の元使用人だ。急に話が戻ったので馨も表情をあらためる。

「甲府の近くに研究所があったっていう噂うわさ、ご存じ？」

「なんの研究所だ？」

「科学──という名の魔ま術じゆつ研究所」

「はあ？　なんだよそりゃ」

「ふざけているんじゃないわ。実際に明治の頃には風聞が飛び交かったというじゃない。街の電線には乙おと女めの血が塗ってあって魔術がかけられている。そのせいで電気が走っているんだとか。新時代の科学力を受け入れられずに、そう思っていた人も多かったということよ」

「そんな大昔の話を出されてもな」

「私もあなたも明治生まれでしょ。そう遠い昔のことじゃないわ」

　揶や揄ゆするような目で見やり、再び醍醐が真顔になる。

「その研究所に烏丸家も一枚嚙んでいたんじゃないかという噂を聞いたことがあるの。あなたのお友達の御おん曹ぞう司しが甲州に通っていたのって、ひょっとしてそれと関係があるんじゃないかしら」

　記者なら変わった話に興味を持つ感覚が人一倍鋭するどいし、耳みみ聡ざといからいろんな情報が入ってくる。結局は単なるよもやま話だったということも多いので、この話もそれの一つではと思いながら聞いていた馨だが、だんだん気になってきた。

「でも、あくまで噂だろ？　本当にそんな研究所があったら大おお事ごとじゃないのか」

「そうね、大事よ。日本を動かしていたのは科学力ではなく魔術で、しかもそれを一部の人間が研究し、作り出していた。莫ばく大だいな利益を生んだはずだわ。その技術や製法を奪うばい合って、下手へたをしたら人死にが出たかもしれない」

「……個人がやっていたわけはないよな。やるとしたら政府主導だろうし、極ごく秘ひ裏りにやったはずだ」

「ええ。それでもこうして噂として流れてきたわけだけれど。実際にはそんな研究所はないみたいだし」

「はっ？　なんだ、やっぱりよもやま話じゃないか」

「なくなったのよ。消されたんだと私は思うわ。あなたのお友達が急に甲州に行かなくなったのはそれが理由じゃないかしら？」

　醍醐の推理は確かに筋が通っている気がした。馨は腕うで組ぐみして考え込む。

　どちらにしろ調べる必要はあるだろう。事実ならそんなわけのわからない研究に関かかわっている男を有紗に近づけたくないし、単なる噂だったとしても、そう疑われるような背景を持っているのには変わりはないのだ。

「お春さんにもう一度話を聞けないか？　その研究所云うん々ぬんについて詳くわしく知りたい」

「もう探りを入れてみたわ。でもお春さんは何も知らないみたいね。それでもよければ訪問の約束を取り付けてあげるけれど」

「ああ、頼たのむよ。今度はもっといいものをご馳走する」

　一度甲府のほうへ行ってみたほうがいいかもしれない。その研究所の痕こん跡せきがあるかどうか確かめてみたい。

（……まさか、義兄さんまで関わっちゃいないだろうな……）

　嫌いやな予感を覚えつつ、当初の目的を思い出し、馨は烏丸邸ていの門へと目を戻した。

「──お？」

　つい先ほどまで誰だれもいなかったそこに、人が立っていた。

　マントをまとった若い男のようだ。鉄てつ柵さくの向こうの屋や敷しきをじっと見上げている。

　どこかで見たことがある顔だった。何をしているのかと馨は気になって見つめたが、ふっと記き憶おくの底から浮うかび上がった人物と重なり、息を吞のんだ。

「おいおい。噓うそだろ……」

「どうなさったの？」

　怪け訝げんそうにのぞきこんできた醍醐に、ごくりと喉のどを鳴らして答える。

「……幽ゆう霊れいを見つけた」

　ええ？　と彼女が眉まゆをひそめる。馨はもう一度男へと目を走らせた。

「見み間ま違ちがいじゃない。新聞記事に写真が載のってたし、夜会で会ったこともある」

「誰なの？」

「烏丸侯こう爵しやくの長男だよ。とっくに死んだはずのな」

　旅先で遭そう難なんし長い間行方ゆくえ知れずだったこと、戻もどったはいいが病を得て帰らぬ人になったこと。死亡記事で読んで覚えているのはそれくらいだ。

　公式に発表され、華か族ぞく名めい鑑かんからも名が削さく除じよされているはず。その彼がなぜここにいるのか。

　スクープだ、とは不思議と思わなかった。ただ、危険な香かおりに気づきながらも見み逃のがすことができなかった。

「ちょっと話を聞いてくる」

「あ、六条さん！」

　慌あわてたような醍醐の声を背に、馨は物もの陰かげから出て男に駆かけ寄った。

「失礼！　帝都日日社の六条といいます」

　男が振り向く。正面から顔を合わせる形になり、思わず固かた唾ずを吞んだ。

　夜会で見かけた時に比べて愛あい想そのかけらもなくなっていたが、間違いなかった。

「……烏丸朔氏ですね。お話を聞かせていただけませんか？」

「……」

「烏丸侯爵家はあなたの死亡を発表していますが、偽ぎ装そうだったということですよね。実際、こうしてあなたは生きておいでだ。なぜそんなことをなさったんですか？　一体どんな事情がおありだったんです？」

「やむを得ないご事情ならば、記事には致いたしませんわ」

　出で遅おくれてなるものかとばかりに追ってきた醍醐が、すかさず言い添そえる。今は記事云々より純じゆん粋すいに男の存在が気になるようだ。

　男は無言だった。

　もう一押ししようと馨は口を開きかけたが、ふいに彼は踵きびすを返して立ち去ろうとした。

「あっ。ちょっと待ってくださいよ！」

「少しでいいんです、お話を──」

　追いかけた二人を、男が軽く振ふり返る。

「邪じや魔まだ」

　ぼそりとした声がして、目の前が突とつ然ぜん真っ暗になった。

「……!?」

　不可思議な光景だった。あたりにはそれまでと同じく家並みや道路があるのに、ふいにぽっかりと暗い闇やみが口を開けた──そうとしか形容できない。

　だが吞のん気きに観察している暇ひまはなかった。ぞっとする感覚が走り、馨は思わず醍醐を振り返った。

　その瞬しゆん間かん、口を開けた暗闇がまるで生きているかのようにうごめき、彼女に襲おそいかかった。何が起きたかわかっていないようで、醍醐は目を見開いて立ちつくしている。

「醍醐君！」

　咄とつ嗟さに馨は彼女を突つき飛ばした。

　勢いあまって転がり、顔をしかめながら身体からだを起こすと、頭上から暗闇がかぶさってきた。

「うわ……っ！」

　最後に見たのは、つい今まで立っていた道路と、そこに尻しりもちをついた醍醐の姿で──。

　暗闇が口を閉じ、後はもう何も見えなくなった。







　あとがき







　こんにちは、清せい家け未み森もりです。

　桜乙女シリーズも早いもので三巻になりました。




　サブタイトルに『二人の兄』とあるように、今作ではお兄ちゃんの正体というか、関係性が明らかになります。

　それにともない、有あり紗さたちの過去がちょっとずつ明らかになってきたり、恋れん愛あい方面が少し進んだりしてます。

　前回出番の少なかった慧けい一いち郎ろうをたくさん出せたり、さりげなく女学校のシーンを入れ込んだりできてよかったです。




　このシリーズを書くことになってから、洋館や古い建物を観に行く機会が多くなりました。

　作品に役立てられればという思おも惑わくがあって行くんですが、実際にその場に立ってみると、仕事そっちのけで楽しんでしまいます。

　意識して見てみると身近にもそういう建物があるのに気づいたり。意外な発見をすることが増えて面白いです。







　ねぎしきょうこ先生。お忙いそがしい中、素す敵てきなイラストをありがとうございました。ドレスの有紗を楽しみにしております！

　担当様。毎回言っている気がしますが、今回もご心配をおかけしてすみませんでした……！

　読者の皆みな様さま、読んでいただきありがとうございました！　謎なぞが明らかになってはまた増えて、という感じで進んでいますが、引き続き逆転主従を見守ってやってくださると嬉うれしいです。

　次巻は二〇一六年二月か三月くらいの発売になります。よろしくお願いいたします！

　もう一つのシリーズである身代わり伯はく爵しやくの次巻は、二〇一五年秋の発売です。本編の最終巻になります。こちらもよろしくお願いいたします。

　それでは、また次回もお目にかかれますように。








清家　未森　　
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